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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




　呼ばれたような気がして、昇降しようこう口に向かいかけていた野宮のみや天来たからは立ち止まって振ふり向いた。

　その瞬間しゆんかん、視界の隅すみに自分の黒い髪かみがさらりとなびくのが見える。

（少し伸のびすぎた。そろそろカットしに行かないと……）

　洒落しやれっけで伸ばしているわけじゃない。

　可能ならスッキリ短くしたいのだが、細くて柔やわらかな髪は短くするとどうしても寝癖ねぐせでくしゃくしゃになりやすく、仕方なく少しだけ長めにしているだけ。

　平均より少し高い身長に、すんなりと細い肢体したい。

　決して男らしいとは言われない顔立ちだと自覚してるから、必要以上に髪を伸ばすと中性的な雰囲気ふんいきが強くなるような気がして、面倒めんどうだけどいつもマメにカットするようにしていた。

「宮様、帰り際ぎわにごめん。ちょっと頼たのみがあるんだけど」

　振り向いた先にいたのは、生徒会役員をやっているクラスメイト。

　なに？　と穏おだやかに答えながらも、天来は『宮様』と呼ばれたことが少し気になった。

（いつの間にか、すっかり定着してる）

　高校に入学した当初は、普通ふつうに『野宮』と名字で呼ばれていた。

　宮様と呼ばれるようになったのは、二年に進級した後から。

　最初に、そう呼び出したのは一年生達のようだ。

　さらさらの黒髪を揺ゆらしながら首を傾かしげ、おっとりと微笑ほほえむ天来の姿は、賑にぎやかな同級生達とは少しばかり違ちがう風に見えて目立ってしまったらしい。

　ついでに、おっとりした雰囲気に見合う高貴な家柄いえがらの生まれだという話も、どこからか伝わってしまったようだ。

　それが徐々じよじよに、上の学年や教師にまで浸透しんとうしていっている。

　通常、宮様という呼称こしようは皇族に用いるものなのだが……。

（あだ名みたいな感覚なんだろうけど）

　不敬だ、と天来は思う。

　ちょっとだけ後ろめたいが、同時に嬉うれしいのもまた事実。

　天来自身、高貴な方々を連想させるような『紳士しんし』になりたいと思っているからだ。

　そう、数年前に亡なくなった自分の父親のように……。

（──お父様は、美しかった）

　天来の父親は、まさに紳士と呼ばれるにふさわしい人物だった。

　会う者すべてを魅了みりようした、父親の穏やかな微笑みや品の良い仕草こそが、今の天来が脳裏のうりに描えがくお手本でもある。

「来月、また例の老人福祉施設ふくししせつへクリスマスイベントのボランティアに行くんだけど、協力してくれないかな？」

　クラスメイトの問いに、天来は迷わず頷うなずいた。

「もちろん。準備に人手がいるようなら、そちらも手伝いますよ」

　天来の答えに、クラスメイトは「助かる」と嬉しそうな顔をした。




　人の上に立つのは得意じゃない。

　引っ込み思案ではないし気が弱くもないが、言動のテンポが他ほかの生徒達とはちょっとずれているせいだ。

　穏やかで品の良い仕草は、裏を返せば、とろい動作となる。

　どうしてもひとつの行動を終えるまでに時間がかかり、他の生徒と比べるとワンテンポ遅おくれ気味になってしまう。

　そのせいもあって、キビキビと反応して指示するような立場はどうも苦手だった。

　なのに、どうしたわけか上の立場に祭り上げられてしまうことが多い。

　与あたえられた役割を放棄ほうきするのは無責任だと思うから、小学校中学校と苦労しながらもそれなりに役割を果たしてきたが、このままじゃいけないと高校生になって考えを改めた。

　人前に立ったり中心的役割を果たすのはどうしても苦手だからサポート役に徹てつしたいと、最初から予防線を張ったのだ。

　そのお陰かげか、今の天来にはなんの肩書かたがきもついていない。

　その代わり、生徒会などから行事関係の手伝いを直接頼まれるようになった。

　便利に使われている感もあるが、行事関係の準備に参加するのはもともと好きだったし、今の縁えんの下の力持ち的ポジションは自分の性格にも合っていると思うから不満はない。

　目立たず、でしゃばらず、自分なりのやり方でマイペースに役割をきちんと果たすことができるのだ。

　充実じゆうじつしている、と天来はいつも感じていた。




　回れ右して生徒会室に行って、頼まれるまま、ボランティア活動への参加を希望している生徒達に配るための諸注意をまとめた小冊子を作る手伝いをした。

　以前の行事の際に、やっぱり頼まれて作った小冊子のデータがあったから、作業自体はさほど面倒じゃなくサクサクと進む。

「宮様はホント手際良いよな。マジ助かる」

　脇わきから画面を覗のぞき込んでくるクラスメイトに、天来は首を振ってから「いいえ」と答えた。

「手際良く見えるのは、自分で作ったデータを下敷したじきにしてるからですよ。最初に作ったときは、やっぱり大変でしたし」

　最初に手伝ったときは、学校から支給されたばかりの文書作成ソフトを預けられ、まず使い方から覚えなければならなかった。

　それ以来、生徒会役員達はこのソフトを使うときは天来に頼めばいいと思っているらしく、書類作成の仕事があると、すぐに天来に声をかけてくる。

　こういうのは覚えておいて損はないのにと思うが、分別くさいからあえて口にしない。

　その代わり、作った文書のデータの書式や設定などは、後で誰が見てもわかるようにと、一手間かけてきちんと分類して整理してある。

　天来が卒業した後、生徒会に関かかわることになるだろう未来の生徒会役員達のための作業だ。

　彼らが困らないようにという親切心からだけじゃなく、そのデータを残した自分自身が、後のことを考えずその場限りの作業をする無責任な人間だと思われたくないのが、一手間をかける主な動機だ。

　直接会うことはない人達だとしても、不親切で無能な人間だとは思われたくない。

「……あ」

　ブブッと、制服のジャケットのポケットに入れていた携帯電話けいたいでんわが震ふるえた。

　ディスプレイで通信相手を確認かくにんすると、従兄弟いとこの貴史たかしから。

（通話なんて珍めずらしい）

　携帯電話の所持は認められているが、校内での通話は本当に必要なとき以外は避さけるようにという学校側の指導があり、普段ふだんは用事があってもメールですませている。

　貴史とは一緒いつしよに暮らしているから、余程のことがない限りメールで充分じゆうぶん事足りるのに……。

　いつもとは違ちがう状況じようきようになんとなく緊張きんちようしながら、天来は廊下ろうかに出て通話ボタンを押す。

「──もしもし」

『ああ、天来くん？　今、どこ？』

「まだ学校です。貴史さん、なにか緊急事態でも？」

『いや、ちょっと急ぎの頼み事があったから……。心配しちゃった？　だったら悪かったね』

　それを聞いて、緊張していた肩かたから力が抜ける。

　向こうからは見えないのに、天来はいつもの癖くせでゆっくり首を振って「いいえ」と答えた。

『天来くん、今から迎むかえの車をやるから、こっちに来てくれる？』

「事務所にですか？」

『いや、ちょっと違うところなんだ。──え～っと、たぶん三十分後ぐらいにつくと思うから、よろしくね』

「……あ、でも……。──ああ、遅おそかった」

　頼まれごとを片付けている最中だから三十分後では無理だと伝えようとしたのに、無情にも通話は切れてしまっている。

　ワンテンポ遅れの言動の弊害へいがいに、天来はため息をつく。

（三十分じゃ終わらないのに……。もう、仕方ないか）

　期日から見て、生徒会のほうの用事は今日中でなくてもきっと大丈夫だいじようぶ。

　ため息をつきつつ、天来は携帯をポケットに戻もどした。







　事情をちゃんと話してから生徒会室を後にして、鞄かばんを手に、急いで校門前に向かった。

　貴史には少しばかり大雑把おおざつぱなところがあるから、三十分後に迎えの車が来ると言うのなら、その前後十五分ぐらいの誤差は考慮こうりよにいれておく必要がある。

　迎えに来る人を待たせたくないから、寒空の下で待つのを覚悟かくごして早めに外に出たのだ。

　予想は当たった。

　通話を切ってからジャスト二十分後、校門前に停とまった黒のベンツから、サングラスをかけた背の高い強面こわもて風の男性が降りてくる。

（阿倍あべさんが来てくれたのか）

　阿倍は、貴史の秘書だ。

　貴史は、二十代の若さで芸能プロを立ち上げ、あっという間に成功を収めて、伝説となりつつある業界の有名人だった。

　所属しているタレントの中には、今一番人気の女性ボーカリストや、楽曲の完成度の高さにも定評のあるビジュアル系のバンドなどもいて、うなぎ登りに業績を伸のばしている。

　しかし困ったことだが、若き成功者によくあるように、貴史は少々独善的で公私の区別がつかない部分がある。

　一般いつぱん社員に迎えを命じていたら困るなと不安だったから、天来はホッとしていた。

（この間みたいなのは嫌いやだし……）

　少し前、やっぱり今日みたいに貴史にいきなり呼び出されたことがあった。

　外で夕食にしようとメールで誘さそってくれたのだが、そのときに貴史が迎えに寄こしたのがまだ入社したての青年で、天来が社長の従兄弟であることを知らなかったものだから、あれこれしつこく聞かれて辟易へきえきしたのだ。

　歌手志望？　それともモデル？　社長とはプライベートでも仲がいいの？　これからちょくちょく力になってやれるからさ、携帯番号とか教えといてよ。

　ワンテンポ遅れの天来が、違うと否定する隙すきもなく、矢継やつぎ早に繰くり出される質問。

　天来が困惑こんわくしていると、怯おびえているとでも思ったのか、緊張してるの？　可愛かわいいなぁと至近距離きよりから息を吹ふきかけられて、ざわわっと鳥肌とりはだがたった。

　そんなことが何度かあって、その度たびに事情を知らない人間を迎えに寄こすのは止やめて欲しいと貴史にしっかり苦情を言っていたのだが、やっとわかってくれたらしい。

　阿倍は貴史の高校時代からの後輩こうはいで、天来とも貴史が芸能プロを立ち上げる前からの知り合いだし、なにも言わずとも天来のワンテンポ遅おくれの言動に合わせてくれる。

　強面のわりに、優やさしい人なのだ。

「阿倍さん、わざわざすみません」

　見知った顔に安心した天来が歩み寄って行って頭を下げると、阿倍はサングラスを外して微かすかに目元をゆるめた。

「いえ、仕事ですからお気になさらず。天来さんこそ、こんな時間まで学校に残ってるってことは、なにか用事があったんじゃないですか？」

　どうやら貴史の脇で電話を聞いていたらしい阿倍に、天来は「……少しだけ」と曖昧あいまいに微笑ほほえみ返した。

「でも、明日でも大丈夫な用事ですから」

「それならよかった。──ここで立ち話していると目立ちますね。とりあえず乗ってください」

　サングラスをかけ直した阿倍が、後部席のドアを開いて天来を促うながす。

　周囲を見み回すと、確かに帰宅途中とちゆうの生徒達が、首を巡めぐらせるようにして興味深そうにこっちを見ていた。

（宮様にはＳＰがついてる、って噂うわさが、明日には流れてるかもしれない）

　黒のスーツに隙のない身のこなし。

　実際、阿倍は貴史のボディガード的なこともやっているようだから、雰囲気ふんいきもばっちりだ。

　どんな噂が耳に入ってくるか楽しみだと、天来はこっそり微笑んだ。

「それで、この車はどこに向かっているんですか？」

　学校近くの比較的狭ひかくてきせまい道路から大きな幹線道路に出たのを見はからって、天来は阿倍に声をかけた。

「少々トラブルがありまして、会社で極秘ごくひに借りたマンションの一室に」

「極秘って……。貴史さん、そこに避難ひなんしているんですか？」

「いえ、避難しているのは社長ではなく、その友達です。会社の関係者でもあるのですが……。──天来さん、波多野はたのさんとおっしゃる方に面識は？」

「波多野さん？……たぶん、ないと思います」

　貴史と一緒に暮らすようになって五年、賑にぎやかなことが大好きな貴史は、しょっちゅう仕事関係者や友達連中などを屋敷やしきに招いている。

　人数が多すぎるし、一度きりしか来なかった人も多いので断言はできないが、たぶん波多野という名前は聞いたことがないように思えた。

　その人にどんなトラブルがあったのかと聞いてみたが、阿倍は込み入った事情があって自分の口からは言えないのだと言う。

「社長が説明してくれるとは思いますが、ひとつだけ忠告を……。たぶん、向こうについたら、天来さんは社長から頼たのまれごとをされるはずです。今回だけはふたつ返事で気楽に引き受けないで、しっかり事情を聞いてから返事をしたほうがいい」

「危険があるようなことなんですか？」

「いえ、そうではなくて……」

　ルームミラー越ごしに見える阿倍の顔には、珍めずらしくはっきりと、困った表情が浮うかんでいた。

「じゃあ、法に触ふれるような話？」

　天来が問うと、阿倍は諦あきらめたようにため息をつく。

「法にも触れているでしょうが、それよりは倫理りんりや信頼しんらいの問題ですね。お気づきだとは思いますが、社長は決して綺麗きれい事だけで成功したわけじゃない。今回の件は、そこら辺の事情が絡からんでいます。関かかわれば、知らなくてもいいことを知ったと後悔こうかいすることになるかもしれません」

「今さらな話ですね。──なにしろ、僕自身が詐欺さぎに遭あってるわけだし」

　天来は苦笑くしようした。

　貴史が綺麗事だけの人間じゃないことは、天来だってよく知ってる。

　なにしろ貴史は、天来名義の多額の資産を勝手に運用したことがあるぐらいなのだから……。

『天来くん、相続した財産は大学卒業するまで触さわらないでおくつもりなんだよね？』

　両親の死後、ひとりでは心細いだろうと引っ越こしてきてくれた貴史と一緒いつしよに暮らすようになって一ヶ月が過ぎた頃ころ、そんな質問をされて天来は頷うなずいた。

『寝ねかせておくのも勿体もつたいないし、少しだけ資産運用してみる気ない？』

　まだ中学生だった天来には資産運用に関する知識などなかったし、そんなつもりもなかった。

　でも、貴史は厚意でこんなことを言い出しているんだろうと思ったから、少し考えてみますと曖昧にはぐらかしたのだ。

　それから一年経たった頃、

『天来くんのお金、順調に増やしてあげられる目処めどがついたよ』

　貴史は、あっけらかんと明るい調子でそう言った。

　奇妙きみように思って天来が弁護士べんごしに確認かくにんしてみると、弁護士は酷ひどく狼狽うろたえた。

　すでに天来の資産の一部は貴史に融資ゆうし済みで、しかも天来の後見人である京都に住む祖父のサインが入った契約けいやく書も交かわされていたと……。

　天来は了承りようしよう済みだからと貴史に契約書を見せられた弁護士は、融資の金額が天来の全財産からすると僅わずかなものだったこともあって、その言葉を信じて応じてしまったらしい。

　さすがにこれは黙だまっていてはいけないだろうと、天来が直接本人に問いただしてみると、『時は金なりってね。考えてる時間が勿体ないじゃない？』と貴史は悪びれずに答えた。

　貴史はすでにこの時点で、天来から引き出した金と自身がモデルとして稼かせいだ金を元手に、今の会社を立ち上げ成功を収めつつあったのだ。

　その余裕よゆうからだろうか、『結果的に成功したんだから怒おこらないでよ』と気楽な調子で言う。

　まるで、害のないちょっとした悪戯いたずらがばれてしまったときの子供のような笑顔えがおだ。

　文書偽造ぎぞうに詐欺と、罪状がつくような真似まねをしたのだから、笑って誤魔化ごまかせるような事態じゃなかったというのに……。

　とはいえ、最終的に天来は誤魔化されてやった。

　あまりにも悪びれない態度や許されると確信している貴史の表情に、怒る気力がすっかり萎なえてしまったのだ。

　それに、大事な従兄弟いとこを犯罪者にはしたくない。

　ちなみに現在では、融資した資産は増額した上で返却へんきやく済み。貴史には、もう二度とあんな詐欺じみた狡ずるい真似はしないときっちりと約束させてある。

　その約束が守られるという保証はどこにもないのだが……。

「……そういえば、そうでしたね」

　当時のことを思い出したのか、阿倍は軽く咳払せきばらいした。

　事件が発覚した後に事情を知った阿倍は、貴史の行動に気づけず申し訳なかったと天来に謝ってくれた。

　どうやら阿倍は、あっさり常識を逸脱いつだつしがちな貴史のブレーキ役を自任しているらしい。

　貴史に悪い部分があることを理解して、それに同調しないまでも、側にいてフォローしてくれているのだ。

（僕と阿倍さんって、似てるのかな）

　自分勝手で狡くて、他人の厚意を平気で利用できる困った人だとわかっていても、その憎にくめない態度に魅力みりよくを感じて、やっぱり見捨てられずに貴史の側にいる。

　今のまま、子供のように無邪気むじやきに笑う憎めない小悪党のままでいて欲しくて、追い詰つめられて取り返しのつかないことをしでかさないよう、ついつい手を貸してしまう。

「忠告してくださるその気持ち、とても嬉うれしいです。ありがとうございます」

　親近感に微笑みながら天来がお礼を言うと、ルームミラーの中の阿倍の口元が微かすかにゆるんだように見えた。







　地下駐車ちゆうしや場に車を停とめて、エレベーターで最上階まで。

　連れてこられた高層マンションは、比較的ひかくてき新しめの建物で、阿倍の説明だと上層階は高級短期賃貸マンション的な使い方をされているのだとか。

「この部屋です」

　阿倍が鍵かぎを開けて招き入れてくれた部屋の玄関げんかんは、吹ふき抜ぬけかと思うほど天井てんじようが高かった。

　幅はばの広い通路の向こうには、天井まであるガラスから外光が入る、まるでショールームのように広く明るいリビングが見えている。

「かなり豪華ごうかな部屋ですね」

「あの広いリビングの他ほかに寝室しんしつがふたつ。それと中二階と言うんですか？　リビングを見下ろすような造りのロフトもついています」

「賃貸料はどれぐらい？」

「ホテルのスイート並みです」

　スリッパに履はきかえながら、天来が不経済だなとつい呟つぶやくと、同感ですと阿倍も答える。

　阿倍についてリビングへと向かった。

（あ、貴史さん）

　阿倍の肩越かたごしに、スラリとした立ち姿を見つけた。

（……やっぱり、美しいな）

　人間性には問題があるが、かつてモデルをしていたこともある貴史は、文句のつけようのない美しい外見をしている。

　天来は一瞬いつしゆん見惚みとれた後、軽く微笑ほほえんで挨拶あいさつしようとしたが、それより先に歩み寄ってきた貴史にぐいっと腕うでをつかまれ、ズイッと前に押し出された。

「どうだ！　これなら文句ないだろう」

　貴史がやけに得意そうに言った。

（……『これ』？）

　もの扱あつかいされるのは面白おもしろくない。

　だが、細かいことを注意したところで貴史が聞くわけがない。

　注意するのを諦めた天来は、その視線を貴史が話しかけた相手へと向けた。

（うっ──）

　リビングの中央にしつらえられたソファに寝そべっている男を見た途端とたん、天来は驚おどろいて思わず硬直こうちよくしてしまった。

　貴史の友達だというから、それなりに洒落しやれた感じの人物を予想していたのに、そこにいた男はそれとは完全に真逆だったからだ。

（──美しくない）

　シャツはシワシワのヨレヨレ、胸ぐらいまでありそうなウェーブのかかった長い髪かみは、まるで寝起ねおきのように乱れたままで、無精髭ぶしようひげに覆おおわれた顔は不機嫌ふきげんそうにしかめられている。

　乱雑に散らかった部屋と、テーブルの上に林立している酒瓶さかびんやグラスの惨状さんじようから、男が長時間ここで酒を飲んでいたのは確かだ。

　酔よいつぶれてはソファで寝て、起きてはまた酒を飲むのを数日間繰くり返していたんじゃないだろうかと、天来は固まったまま推測する。

　男は、そんな天来を見て、チッと舌打ちした。

「確かに好みの可愛かわい子ちゃんだ。だが、それ、男だろうが」

　今度は、『それ』。

　不愉快ふゆかいさにうっかり眉まゆをひそめた天来に、男がのっそりと立ち上がって近づいてきて、おもむろに手を伸のばしてきた。

「やっぱ男だ」

　ひたっと制服越ごしに手の平で胸を触さわられる。

　天来は思わず、その手を力一杯叩ちからいつぱいたたいて払はらいのけた。

「触るなっ！」

　元から他人に触られるのは苦手だというのに、触ふれたのはいつ風呂ふろに入ったかもわからないような不潔な男の手。

　生理的な嫌悪けんお感で鳥肌とりはだをたてながら男を睨にらむと、男はなにやらにやにやしだした。

「ひゃ～、こりゃ気が強い。ますます好みだな。これが女で、しかも後、二、三年育ってたら最高なのに……」

　男がまたしても手を伸ばしてきたものだから、思わず天来は後ずさる。

　貴史が、そんな天来を庇かばうようにして前に出た。

「汚きたない手で触るな」

「はいはい。──貴史、これの女版いねぇか？」

「いたとしても連れてこないさ。なんといっても、今回のトラブルの原因はおまえの女癖おんなぐせの悪さのせいだからな。クラブで酒を飲んじゃ、女相手にあることないこと吹聴ふいちようしまくりやがって……。こっちはいい迷惑めいわくだ」

「あることないこと？　俺はあることしか話してねぇよ」

「威張いばるな。ばれて困るのはお互たがい様なんだからさ。──とにかく、これが嫌いやだって言うんなら、残る手は阿倍だけだぞ。それでもいいのか？」

「うえ、冗談じようだん。こんな鬼瓦おにがわらと毎日顔つき合わせんのはゴメンだ。この可愛い子ちゃんで我慢がまんしてやるよ」

「じゃあ、決まりだな」

（……決まったんだ）

　庇ってもらえてホッとしたのもつかの間、ふたりの間だけで話はついてしまったらしい。

　説明もなければ、考える暇ひまもなかった。

　天来が困惑こんわくしていると、阿倍が口を挟はさんでくれた。

「社長、天来さんの意志は？」

「え？」

　指摘してきされて、貴史はキョトンとする。

「天来さんになんの説明もしてないでしょう。状況じようきようによってはかなりの長期間になる話なんですから、天来さんの都合も考えてあげてください」

「ああ、そうか。そうだよね。──天来くん」

　貴史は天来に向き直ると、目を細めてくしゃっと微笑んだ。

「いいよね？」

（ああ……これは、駄目だめそう）

　目尻めじりに寄った魅力的な笑い皺じわを眺ながめつつ、天来は軽く息を吐はく。

　貴史が笑って強引ごういんに誤魔化ごまかそうとするのは、疚やましいことがあるから。

　こういうとき、こっちがどんなに真面まじ目めに話をしようとしても、貴史は絶対にまともに取り合わないと、経験上天来は知っていた。

「学業の妨さまたげになったりしませんか？」

　天来が聞くと、「大丈夫だいじようぶ、片手間でできることだから」と貴史が請うけ合う。

　天来が念のために阿倍に視線を向けると、気づいた阿倍は、違ちがうと言わんばかりに首を大きく横に振ふる。

「……本当に？」

　貴史に向き直って、もう一度確認かくにんしてみる。

「本当だよ。大丈夫だから」

　貴史は、子供のような満面の笑えみを浮うかべて、迷うことなく頷うなずいた。

（噓うそつき）

　真っ正面から噓をつき通すその態度は、いっそ清々すがすがしいほどだ。

「もう、仕方ないですね。……僕にできることなら協力しますよ」

　天来は苦笑くしようしつつ、ゆっくり頷いていた。







　その後、ろくに説明もしてもらえないまま貴史の車に乗せられた。

「今度はどこに行くんです？」

　助手席に収まった天来は、運転する貴史の整った横顔を見つめながら聞いてみた。

「家だよ。荷造りしないとね。生活に必要なものは向こうに全部揃そろってるから、とりあえず持ち運べる程度の着替きがえと教材関係なんかをまとめてくれる？」

（教材ってことは……）

「それは、僕のための荷造り？」

　念のために聞くと、もちろんと貴史は前を向いたままで頷く。

「さっそく今日から頼たのむよ」

　なにを？　とはっきり聞いたところで、まともな返事は返っては来ないだろう。

　どうやら貴史は、天来が自分の役割を理解したら、やっぱり嫌だと拒否きよひするんじゃないかと警戒けいかいしているようだ。

　情報を小出しにして、なし崩くずしに仕事を押しつけようとしているのだ。

「さっきのマンションに移動しろってことですか？」

「うん、そう。天来くんみたいに万能ばんのうな従兄弟いとこがいて、ホントに助かるよ。あいつひとりで置いとくと、酒ばっかり飲んで食事もしないんだ。酔っぱらってちゃ仕事にもならないしね」

（……なるほど）

　天来は、自分の役割を少し理解した。

「あそこで、あの人の生活の面倒めんどうを見ればいいんですね」

「うん。ついでに、あいつの個人的な買い物なんかも頼まれてやってくれないかな。あいつ、今ちょっと人前に出られない事情があるんだ」

「家政婦を雇やとうわけにはいかないんですか？」

「事情があって、他人をあそこに入れたくないんだ。知人で口の堅かたい奴やつを何人か頼んでみたんだけど、あいつ、むさい男は嫌だってごねるからさ」

「女性なら？」

「女にはだらしないし、手が早いからなあ」

　そういえば、さっき貴史達は女関係のトラブルがあったような話をしていた。

　だったら守備範囲しゆびはんい外の年上の女性ではどうかと聞いてみたのだが、萎しおれかかっている花を見るのは気が滅入めいるから嫌だと拒絶きよぜつされたらしい。

「随分ずいぶん、我が儘ままな人ですね」

「天才肌はだのクリエイターだから、まあ仕方ない。実際、あいつの仕事に我が社の命運がかかってるようなものだしね。──機嫌きげんよく仕事できるように面倒みてやってよ」

　どうやら、ご機嫌取りまで期待されているらしい。

（……難しそう）

　一見したところ、波多野という男は、粗雑そざつで短気そうな男だった。

　あの手のタイプと天来は相性あいしようが悪い。

　短気な人の中には、天来のおっとりしたテンポに苛いらつく人がけっこういるのだ。

　波多野は我が儘みたいだし、向こうから嫌がられて早々にお払い箱ばこになる可能性もある。

　それでもいいかなと密ひそかに思いながら、さらに質問してみる。

「クリエイターって、どんな仕事をなさってるんですか？」

「ああ、作曲家だよ」

「どんな曲を作ってるんです？」

「ん？　天来くんが普段聴ふだんきかないジャンルだよ」

「ロックとか？」

「ん～、ちょっと違う」

「じゃあ、ヒップホップ？」

「それとも違ちがうなあ」

　貴史が、ずるずると曖昧あいまいに答えをはぐらかす。

（つまり、そこも僕は知らなくていいポイントなんだ）

　はっきりと明言はせずにこちらに悟さとらせる。

　貴史は、なにかあったときの用心で、言質げんちを取られないようにする癖くせがついている。

　狡ずるい人だと思う。

　計算され尽つくした狡さではなく、見え透すいた子供の悪巧わるだくみに近い狡さだから、ついつい許してしまうけど……。

（子供って言えば……）

　マンションからの去り際ぎわに貴史と波多野が交かわしていた会話を思い出して、天来はつい小さく笑ってしまった。

「珍めずらしいな。思い出し笑いかい？」

「さっきのやり取りを思い出して……」

　帰ろうとする貴史の背中に、波多野が叫さけんだ一言。

『貴史、俺の宝物返せ!!』

　汚よごれまくってヨレヨレで年かさには見えたが、たぶん波多野は貴史と同年代。

　二十代後半の大人おとなの男が、『俺の宝物』と真剣しんけんに叫ぶ姿は、妙みようにコミカルだったのだ。

『やなこった。返して欲しかったら、真面目に仕事しろよな』

　返した貴史の口調も、まるで意地悪なガキ大将みたいでおかしかった。

　同時に、確かにこのふたりは友達なんだろうと納得なつとくもしたけれど……。

「貴史さん。波多野さんの宝物ってなんなんです？」

　聞くと、貴史は横目で天来と視線を合わせ、にやっと楽しそうに笑った。

「ん～、内緒ないしよ」

　表情からして、知られるとまずいって話じゃなさそうだ。

　単純に、秘密にしたほうが楽しいから内緒にしたいんだろう。

　意地悪ですねと呟つぶやくと、貴史は楽しそうに笑みを深くする。

　まるっきり、いじめっ子だ。

（……可愛かわいい）

　両親が死んだ直後、広い屋敷やしきにひとりでは寂さびしいだろうと、頼んでもいないのに勝手に押しかけてきた従兄弟。

　保護者面づらする反面、天来の厚意に甘え、小狡く振る舞まう小悪党でもある。

　十歳以上年上のこの従兄弟に対して、天来もまたある意味では保護者意識を感じている。

　その貴史の友達だと思えば、少々の軋轢あつれきがあったとしても、波多野に対してそれなりに親切にしてあげられるかもしれない。

（波多野さんは迷惑めいわくがるかもしれないけど……）

　ヨレヨレの薄汚うすよごれたシャツに、無精髭ぶしようひげ。

　とりあえず、お風呂ふろを使わせて、着替えさせることからはじめる必要がありそうだ。

　さっぱりさせてから、アルコールを抜ぬくために、野菜をたっぷり使った熱いスープでも飲ませてあげて……。

（そういえば、あんなこと言われたのってはじめてだな）

　気が強い、と天来に向かって波多野は言った。

　しっかりしてるとか気丈きじようだとか言われることはあっても、気が強いなんてはじめてだ。

　ついでに言うと、手とはいえ、衝動しようどう的に他人を叩たたいたのもはじめてで……。

（ちょっとスッキリ）

　いつもワンテンポ遅おくれで、自分の意志を伝え損そこねることも多いから、たまにならこういうのも悪くない。

　自分でも知らなかった自分を発見できたような気がして、天来は微かすかに気分が高揚こうようするのを感じていた。







　貴史に追い立てられるように荷造りして、またマンションにとんぼ返り。

　マンションの前で天来を降ろした貴史は、部屋の鍵かぎを渡し暗証番号を教えると、「じゃ、あと頼たのむね」と爽さわやかに手を振ふって、さっさと会社へと戻もどって行ってしまった。

（そういう人だよな）

　天来は、しみじみと再認識さいにんしきしながら、走り去って行く車を見送った。

　ひとりで部屋に向かうと、出迎でむかえてくれた阿倍は微かに眉まゆをひそめ、ため息をつく。

「社長は社に戻りましたか」

「そうみたいです。──あれ？　阿倍さん、掃除そうじしてくれてたんですか？」

　リビングに入ると、さっきまで乱雑に散らかっていた部屋がスッキリしていた。

「あの惨状さんじようのまま天来さんに引き継つがせるわけにはいきませんから……。ですが、残念ながらこの部屋で一番汚きたないモノはそのままです。何度言っても風呂に入らないので」

「そりゃ俺のことか？」

　ソファに寝ねそべっていた波多野がむくっと起き上がる。

「そうです。いい加減、風呂に入ってきたらどうですか」

「うっせぇ。そんなことまでおまえに指図される謂いわれはねぇよ。俺が汚くったって、おまえらにゃなんの関係もねぇだろ」

　不機嫌そうに言って、もしゃもしゃと薄汚れた髪かみを搔かきむしる。

（うわぁ、汚い）

　脂あぶらじみた髪を搔きむしって汚れたあの手が、これから自分が暮らすことになる部屋の家具やドアノブに触ふれるのかと思うと、おぞぞっと全身に鳥肌とりはだがたつ。

「……美しくない」

　天来は我慢がまんできずに、ボソッと呟いた。

「ああ？　なんだと？」

　その言葉が耳に届いたらしく、波多野がピクッと頰ほおをひきつらせた。

　天来は、気持ちを落ち着けるために、ひとつ深呼吸してから口を開いた。

「美しくない、と言いました。日中からアルコール浸づけで寝そべってるなんて、実にだらしない。──それに関係はあります。不本意ながら、しばらく一緒いつしよに暮らすことになったのですから……。日々を過ごす部屋の中に、美しくないモノが存在するのは不愉快ふゆかいです。即刻そつこく改善を要求します。それができなければ、このまま帰らせていただきます」

　ゆっくりとなるべく穏おだやかな口調を心がけてそう告げると、波多野は一瞬いつしゆん黙だまり込み、次いで「おお、やっぱり気が強い」とにやにや笑った。

　のそっと立ち上がり、ビシッと天来を指さして言う。

「よし、わかった。──美しけりゃいいんだな。ちょっと待ってろ。いいか、帰るなよ」

　その指が、今度は天来から阿倍に移動する。

「おまえはもう帰れ。風呂上がりにまだいたら、仕事の納期が半年延びると思え」

　そう言い放つと、さっさとバスルームへ消える。

「……なんというか、かなり困った人みたいですね」

　思わず天来が呟くと、「その通り」と阿倍が同意する。

「今回の話、お断りすべきだったと思いますよ」

「助言していただいたのに、すみません」

　心配そうな顔をする阿倍に、天来は軽く頭を下げた。

「助言ついでに、詳くわしい事情を聞かせてもらえませんか？」

「社長からは？」

「曖昧にしか聞いてません」

　天来が答えると、阿倍は「困った人だ」としみじみとため息をついた。

「僕が聞いたのは、波多野さんは作曲家で、少々トラブルを抱かかえていて、しばらくこの部屋に身を隠かくす必要があるってことだけです。──で、その間の生活の面倒めんどうと買い物なんかを僕が担当するって解釈かいしやくしてたんですが……」

「それで間違まちがってはいませんね」

「具体的なトラブルの内容を聞いてもかまいませんか？」

「さっきも少し触れましたが、彼は社長と組んで少々まずいことをやってるんです。マスコミにばれると大騒動おおそうどうになるようなことを……。で、そのネタをつかんだ写真週刊誌の記者に執拗しつように追われていまして……」

　知らぬ存ぜぬで押し通せればいいのだが、困ったことに波多野は酒癖さけぐせが悪い。

　複数の女性を侍はべらせて羽目を外した挙げ句、酔よった勢いで言ってはいけないこともベラベラと口走ってしまう。

　うっかり録音でもされたら身の破滅はめつだと焦あせった貴史に、波多野は彼の『宝物』を楯たてにされて、強制的に軟禁なんきんされることになったのだと阿倍は説明してくれた。

「随分ずいぶんと豪華ごうかな軟禁場所ですね」

「空が見える広い部屋でないと、息が詰つまって仕事ができないと言うものですから……」

「だったら、家に連れてくればよかったのに」

「天来さんの屋敷は、けっこう人の出入りがありますからね」

　同じ理由でホテルも駄目だめだってことで、この高級短期賃貸マンションを借りることになったのだそうで……。

「波多野さんを追っている記者はけっこうなやり手なので、ここも油断はできません。業者関係などを閉め出すために、インターフォンなどは最初からオフにしてあります。それと今日は普通ふつうにエレベーターで昇のぼって来ましたが、明日からは途中とちゆう階で一旦いつたん降りてから、非常階段を使って最上階まで上がってください」

「そこまで警戒けいかいしなきゃならないんですか？」

　天来が確認かくにんすると、念のためですと阿倍が厳しい顔で答えた。

「それで、僕はいつまでここにいればいいんです」

「波多野さんが、仕事を終えるまでです」

「……随分と曖昧あいまいですね」

「すみません。この仕事が終わったら、とりあえず海外に避難ひなんさせるつもりなんですが……」

「避難先で仕事をすればいいような気がしますが」

　ネット全盛時代だけに、世界のどこにいようと支障はないように天来には思えた。

「仕事をしたがらないので、見張る必要があるんです」

「波多野さん、仕事嫌ぎらいなんですか？」

「いえ、嫌いではないでしょうが……。まあ、色々あるので」

（それも、クリエイターだからかな）

　天才肌はだの人間が少しばかり変わったところがあるっていうのは、よく聞く話だ。

「わかりました。僭越せんえつながら、僕が見張りましょう」

　天来は、自分の胸をポンと軽く叩いて請うけ負った。

「その代わり、阿倍さんは貴史さんを見張っててくださいね」

　家政婦達がいるから、貴史には生活面での不都合はない。

　だが基本的に自堕落じだらくなところのある人だから、目を離はなしている間に屋敷やしき内でなにかまずいことをやらかしそうで、少し不安だったのだ。

　任せておいてくださいと阿倍が頷うなずいてくれたので、天来は安堵あんどした。

「おっと、そろそろおいとましないとまずそうですね」

　バスルームのほうから物音が聞こえてくる。

　慌あわただしく天来が使う部屋などを教えてから、なにかあったら自分に連絡れんらくするようにと言い置いて、阿倍は帰って行った。

　ひとりになった天来は、荷物から引っ張り出したエプロンを身につけながら、リビングに隣接りんせつしているキッチンに向かった。

　立派なシステムキッチンで、オーブンに食器洗い機と大抵たいていのものはついている。

　冷蔵庫を開けると、阿倍が用意してくれたのか、最低限の食材や調味料が準備されていた。

「とりあえずスープでも作るか」

　大量に作っておけば、他ほかの料理にも流用できて便利だ。

　慣れないキッチンで調理道具を探していると、リビングから大きな声が聞こえてきた。

「おい、どこ行った！　まさか勝手に帰ったんじゃないだろうな」

「ここにいます。帰ってませんよ」

　天来は返事をしながらリビングに戻った。

　視界に波多野の姿を捉とらえた途端とたん、ピタッと足が止まる。

（……信じられない）

　バスタオルを手に、リビングの真ん中で仁王におう立ちしていた波多野は、なんと素すっ裸ぱだかだった。

　しかも、ろくに拭ふいてもいないようで、長い髪かみや身体からだからパタパタと水滴すいてきが垂たれている。

　だらしない上にマナー知らず。

　あきれて絶句する天来とは対照的に、波多野は賑にぎやかだ。

「おいおいおい！　なんだよそれ!!　どういう作戦だ!?」

「さ、作戦？」

「エプロンなんかしやがって！　冗談じようだんじゃねぇぞ。なんでその胸膨ふくらんでねぇんだよ！」

　テンションも高く、波多野はわけのわからないことを怒鳴どなる。

「……あなた、馬鹿ばか？」

　あきれた天来は、ついうっかり冷ややかな口調でボソッと口走っていた。

（あ、いけない）

　年上の人に向かって、失礼なことを言ってしまった。

　慌てて謝罪しようとしたが、言われた当人はにやにやとやけに嬉うれしそうに笑っている。

「いいなぁ、その気の強さ。──なあ、もっとこう、色気のあるエプロン持ってねぇのか？」

「そんなものありません」

　天来は、ベージュ地に白のストライプの入ったシンプルなエプロンを見下ろしながら答えた。

「だったら買って来いよ。ピンクのフリフリ……あ～違ちがうか。おまえだったら白のほうが似合いそうだな。レースがついた清楚せいそなやつ」

「……ご要望なら買ってきますが、僕は絶対に着ませんよ」

「勿体もつたいぶるなよ。なんなら、特別手当出すぞ」

「そんなのいりません」

「あ？　金が必要でこんなバイトしてんじゃねぇのか？」

　波多野は、怪訝けげんそうな顔をした。

「僕はバイトじゃありません。貴史さんに頼たのまれたから、仕方なく引き受けたまでです」

「じゃあ、あいつんとこのタレントかなんかか？」

「違います。僕は貴史さんの従兄弟いとこです」

「ああ、なるほど！」

　波多野は大きく頷く。

「例の従兄弟な？　貴史の大事な金づる」

「金づるって……」

　その言葉の嫌いやな響ひびきに、天来は思わず絶句した。

「……貴史さんがそう言ってたんですか？」

「い～や。俺がそう思っただけ。──実際、そうなんだろ？」

「違いますよ。確かに何度かお金を貸してますが、きちんと返済してもらっていますし」

「へえ、あいつにしちゃ珍めずらしい」

　波多野はつまらなそうな顔をした。

「従兄弟っつっても、顔は似てないんだな」

　天来の顔を至近距離きよりから見ようというのか、ズイッと波多野が歩み寄ってくる。

　天来はその分だけ慌てて後ろに下がった。

「波多野さん、話の前に服を着てください」

「あ？」

　天来に指摘してきされた波多野は、自分の裸身らしんを見下ろした。

「男同士だし、別にいいじゃねぇか。照れるなよ」

「照れてません。見たくないだけです」

　思わず冷静になった天来が真顔で否定すると、波多野は傷ついた表情になる。

「おまえが美しくないって言うから、風呂ふろ入ってきてやったってのに……」

　風呂に入るのは人間として最低限のマナーだと思うのだが……。

　恩着せがましい台詞せりふに、天来は思わずため息をつく。

　そんな天来に向かって、「おい、よく見ろよ。美しいだろ!?」と素っ裸のまま腰こしに手を当てて波多野が威張いばった。

（……やっぱり、この人も子供みたいだな）

　貴史と類友というところか。

　はいはい、確かに……と、おざなりの返事を返しかけながら、波多野にあきれた視線を向けていた天来は、ふと、それが事実であることに気づいた。

　素っ裸の人間を凝視ぎようしするのが嫌で微妙びみように視線をそらし気味だったのと、粗野そやでコロコロ変わる言動が目くらましになっていたようだ。

　風呂に入って髭ひげを剃そり、得意げに微笑ほほえむ波多野は、とんでもない美形に大変身していた。

（まるで漫画まんがみたいだ）

　くっきりとした切れ長の二重の瞳ひとみに高い鼻、大きめの唇くちびる。ちょっと日本人離ばなれした彫ほりの深い顔立ちに、広い肩幅かたはばと長い足。

　顔も身体も、まるで作り物のように完璧かんぺきに整った美青年。

　天来は、そんな波多野を眺ながめているうちに、微妙に不機嫌ふきげんになってきた。

（……ずるい）

　波多野のウェーブのかかった長い茶髪ちやぱつは、唇に浮うかぶふてぶてしい笑えみと相まって、奇妙きみようなワイルドさを醸かもしだしている。

　自分は伸のびすぎると女っぽく見えてしまうせいで、いちいちこまめに髪をカットしなきゃならなくて面倒めんどうなのに……。

「どうだ、ビックリしたか？　感想は？」

　自分が並外れて美しいことを自覚しているのだろう。

　素っ裸で威張ったまま、波多野が聞いてくる。

「確かに、外見は大変美しいですね」

　そこは認めざるを得ない。

　だが……。

「ですが、トータルとしては落第です。内面が駄目だめすぎる。──そもそも、他人のいる前で平気で裸身を晒さらすなんて公衆道徳に反しています。あなたには羞恥心しゆうちしんというものがないのですか？　それに、バスルームから濡ぬれたままで出てくるのもマナー違反いはんです。床ゆかに落ちた水滴を自分で拭く気なんてないんでしょう？　自分で掃除そうじする気がないのなら、せめて汚よごさないよう気遣きづかいを見せてください」

　天来は不機嫌な気分を、棘とげのある言葉にして口から吐はき出した。

　いくらなんでもここまで言われたら、さすがに向こうも不機嫌になるだろうと思ったのだが、予想に反して波多野はにや～っと嬉しそうな顔になった。

「くどくど小言も言うのか……。ほんっと可愛かわいいなぁ」

「…………あなた、マゾ？」

　天来が思わず口にすると、げらげらと楽しそうに笑う。

「違ちがう違う。そこは否定する。──とりあえず、これ以上嫌きらわれねぇよう着替きがえてくっからさ」

　勝手にいなくなるなよと言いながら、波多野が寝室しんしつとして使っている部屋に姿を消した。

　パタン、とドアの閉しまる音と同時に、天来はふうっと肩かたを落とした。

「……疲つかれた」

　波多野とふたりでいると、なんだか調子が狂くるう。

　いつものように穏おだやかに品良く振ふる舞まえない。

　気が強い、と言われて新鮮しんせんだったのは最初の一度だけで、二度目からはむしろ不愉快ふゆかいだった。

　天来の理想は『紳士しんし』だった父親で、くどくどと他人に小言を言うような気の強い人間ではないのだから……。

（阿倍さんの忠告を聞いておくべきだったかな）

　波多野とは相性あいしようが良くないかもと予想していたが、向こうから嫌がられるパターンしか考えていなかった。

　どんな人に対しても穏やかに振る舞える自信があったから、まさか自分のほうが苦手意識を持つようになるなんて予想外だ。

　いつまで続くかわからないこの同居生活。

　さて、最後までちゃんと役目を果たせるかどうか。

　天来は、すっかり不安になっていた。







「おい！　たからってのは名前か!?　フルネームと漢字教えろ！」

　着替えを終えた波多野が、リビングから大声で聞いてくる。

　スープ作りに取りかかっていた天来は、仕方なく作業を中断して、冷蔵庫にあったアイスコーヒーを用意してリビングに向かった。

「野宮天来。天から来ると書いて、たからと読みます」

「そりゃまた、すっごい当て字だな。おまえの父ちゃん、ヤンキーか？」

　天来は首を振りつつ、「……違います」と答えた。

　むしろ正反対だ。

　波多野は天来の父親のことを知らない。

　だから勘違かんちがいするのも無理はないとわかっているが、尊敬する父親をヤンキー呼ばわりされては天来だって面白おもしろくない。

　アイスコーヒーの入ったグラスをテーブルに置く手に、不自然な力が入って、カンッと甲高かんだかい音をたてた。

「あ～、そうか……。俺とは年代が違うんだもんな。おまえぐらいの子供の親世代になると、別にヤンキーじゃなくても当て字っぽい変わった名前つけるんだっけか……。俺んときでも、たまにそんな親いたしな。──確か、両親とも何年か前に死んだって貴史に聞いたような気がするけど、事故かなんかか？」

「違います。父は心不全、母は肺炎はいえんで……。五年前に亡なくなりました」

「ふたりとも、えっらい病弱だったんだな」

「それも違います。母は確かに身体からだが弱かったけど、父は健康なほうでしたから」

「なのに心不全？　変じゃねぇか」

「仕方なかったんです」

　なんとなく、波多野相手にあまりこの話はしたくない。

　キッチンに逃にげ込みたかったが、波多野はすっかり興味を持ってしまったようだった。

「立ってないでそっち座れ。──で、なにが仕方ねぇんだ？　おまえの親なら、まだ若かっただろうに」

　身を乗り出し、好奇こうき心満々の表情で聞いてくる。

　この調子だと、逃げてもキッチンまで追いかけてきそうだ。

　天来は渋々しぶしぶながらも、波多野の向かい側のソファに座った。

「それも違います。父は高齢こうれいでした」

「へえ、何歳？」

「享年きようねん八十四です」

　人に聞かれると、いつも心不全と答えるが、実際は老衰ろうすいだったのだろうと天来は思っている。

　最後の一年は、杖つえがないと歩けないぐらいだったし……。

「すげーっ!!　ってことはあれか……七十前後でおまえを仕込んだってことかよ」

「下品なことを言わないでください！」

　カッとして思わず注意すると、波多野はわりぃわりぃと口先で軽く謝った。

（……ああ、もう調子狂う）

　この話をすると大抵たいていみんな驚おどろくが、当人である天来が品良く振る舞っていたせいか、ここまであからさまなことは言われなかった。

　きっとマイペースを維持いじできない自分も悪いのだろうと気持ちを落ち着かせていると、「でも、あれだな」と波多野が話しかけてくる。

「なんです？」

「この場合、女親の年齢ねんれいのほうが問題か。まさか母ちゃんも七十ってことはなかろうが、かなりの高齢出産だったんだろ？」

　天来は、ことさらゆっくり首を横に振った。

「違います。──母は十代最後の歳に僕を産んだので」

「……うえっ!?」

　波多野は、しっかり確認かくにんするように指折り数えはじめる。

「ってこたぁ、五十歳差!?」

「そうなりますね」

　天来が頷うなずくと、波多野は、すげーすげーとまるで子供みたいに興奮した。

「年取ってから、ぴっちぴちの嫁よめもらったのか。やっぱ金持ってると違うよな」

（失敬なっ!!）

　波多野の言い草だと、まるで金の力で若い妻を手に入れたと言っているように聞こえる。

「ぜんっぜん違うっ！　失礼なこと言うなっ!!」

　天来は思わず、すっくと立ち上がって怒鳴どなりつけてしまっていた。

（……っと……。またやっちゃった）

　冷静でいられない自分が、自分でも歯痒はがゆい。

　普段ふだんよりずっと揺ゆれ幅はばが大きくなってしまっている感情の波を懸命けんめいに抑おさえながら、天来はストンともう一度ソファに座り直した。

「声を荒あららげてしまって、すみません」

「気にすんな。──で、どう違うんだよ」

　決して声を荒らげたりしない普段の天来を知っている人だったら、きっと天来と同じように動揺どうようしていただろう。

　だが、それを知らない波多野は、天来の失態をあっさり受け流してしまう。

　ことさらに指摘してきされないことで、天来は少し気が楽になった。

「両親はお金絡がらみで結婚けつこんしたわけじゃありません。れっきとした恋愛れんあい結婚なんです」

　しかも、この上もなく美しい純愛だったのだ。




　白髪はくはつ交じりの髪かみと、綺麗きれいに整えられた上品な口ひげ。

　常に姿勢良く、服装もきっちり整え、家にいるときでもたるんだ姿を見せなかった天来の父親は、結婚したいと思える相手に巡めぐり会えないまま六十代半ばを越えていた。

　当時彼は、代々受け継つがれてきた会社を経営していたのだが、自分には跡継あとつぎもいないからと、すべての事業を他人に譲ゆずって早めに引退し、後の人生は趣味しゆみに生きようと悠々自適ゆうゆうじてきの隠退いんたい生活をはじめたばかりだった。

　そして知人の屋敷やしきで開かれたサロンコンサートの席上で、後に妻となる少女と出会ったのだ。

『彼女の周りにだけ、穏おだやかな光が降り注いでいるように感じました。そして、この耳に、美しいショパンの音色が聞こえてきたんですよ』

　母親と出会った瞬間しゆんかんの出来事を、父親は何度も天来に話して聞かせてくれた。

　生涯しようがいただひとりの、運命の人に出会えた瞬間だったと……。

　もちろん、父親にはそれが老いらくの恋こいという自覚はあった。

　孫でもおかしくない年頃としごろの少女への恋心は自身の胸だけに収め、少女の人生を陰かげながら見守り続けるつもりだったのだが、見守られるべき肝心かんじんの少女もほぼ同時に恋に落ちていたことですべてが変わった。

　天来の母親は生来身体が弱く、女になることはないだろうと言われていた少女だった。

　学校へもほとんど通えず家の中だけで生きてきた少女は、はじめての恋に酷ひどく一途いちずだった。

　いつも一緒いつしよにいたい、側にいて声を聞きたいと思い詰つめ、体調を崩くずすほどに……。

　ふたりの結婚話を持ちだしたのは、そんな娘むすめの思い詰めぶりを危惧きぐした少女の両親だった。

　もはや世間体せけんていなどどうでもいい、残り少ない人生を娘が幸福に生きられるのならと……。

　そして結婚。

　穏やかな日々が半年過ぎた頃ころ、彼女は妊娠にんしんした。

『正直言って、そんなことはあり得ないと思っていたからね。最初のうちは驚きが大きすぎて、事態の深刻さを飲み込めないほどだったよ』

　そう語るのは、京都にいる母方の祖父だ。

　赤ちゃんができたのと喜ぶ娘の幸せそうな笑顔えがおに、つい、それはよかったねぇと答えてしまっていたと……。

　その驚きが薄うすれると同時に、辛つらい現実が迫せまってくる。

　二十歳を越えて生きることすら難しいと言われた娘に、子供を産む体力など備わっているはずもない。

　京都の祖父母は、諦あきらめるようにと娘を説得した。

　そのとき、同じように父親も反対したのだと聞いている。

　些細ささいな気温の変化でも熱を出すような妻が、長い妊娠期間を耐たえ抜ぬけるわけがないと……。

　だが周囲の説得に、彼女は決して頷かなかった。

　強引ごういんに堕胎だたいさせれば、その悲しみが彼女の身体と心を取り返しのつかないほどに蝕むしばむとわかっていたから、周囲も強硬きようこう手段に出られなかった。

　周囲の危惧をよそに、大きく体調を崩すことなく日々を過ごし、やがて天来が生まれる。

　予定日よりかなり早い出産だったが、天来はすこぶる健康体。

　出産後に一時は生死の境をさまよった母親も、妊娠期間と同じだけの日々を病院で過ごした後、なんとか自宅へ戻もどって来られた。

　家族三人の幸せな生活は、父親の寿命じゆみようの尽つきるその日まで続いたのだ。




　きっとまた、下品な相づちでからかわれる。

　そう思ったから、突つっ込まれないよう言葉を慎重しんちように選びながら、天来は両親の馴なれ初そめ話を波多野に話した。

　最初のうちこそ予想通りに下品なことを言っていたが、徐々じよじよに短い相づちだけになっていって、そして聞き終えたとき、波多野はこう呟つぶやいた。

「──なるほど、愛だな」

　真面まじ目めな顔で頷く。

「それで、天から来た『たから』か……。そう名づけたくなる気持ちもわかるよ。茶化して悪かった」

「いえ」

　あまりにも素直すなおな言葉に、天来は逆に拍子抜ひようしぬけしてしまった。

「波多野さんは、お名前なんて言うんですか？」

「俺か？　あー、……こうが」

　波多野は微妙びみように嫌いやそうな顔で自分の名前を口にした。

「どんな字なんです？」

「光の牙きばで、光牙だ」

「ふうん。素敵なお名前ですね」

　ちょっとワイルドな雰囲気ふんいきのある波多野には似合っていると思ってそう言ったのだが、波多野は気の乗らない顔で「単品ならな」と呟いた。

「単品？」

「下に弟妹きようだいが山ほどいんだよ。雷牙らいがに風牙ふうがに大牙たいが、妹は愛華あいかに恋華れんかだ……。ここまでくると、さすがに笑えるだろうが」

　指でテーブルに弟妹達の名前を書きながら、吐はき捨てるように言って嫌そうな顔をする。

「俺の親、ふたりとも元ヤンキーでさ、あ、今は車屋やってんだけど、あいつら基本的に考えが足りねぇんだよな。ボロボロ本能のままガキ産んで、パッと見で格好いいからって、ろくに考えもせずにガキの名前つけやがって……」

「僕には、ちゃんと考えてるように思えますけど」

「そうか？」

「はい。男の子には強そうな名前を、女の子には華やかな名前を……。ちゃんと想おもいが込められているように思えます。──それに兄弟が多いのって、賑にぎやかそうでちょっと憧あこがれます」

　天来は一人っ子だし、両親とも穏やかで物静かだった。

　いつもクラシックの音楽が静かに流れているような家庭で育ったから、想像することしかできない賑やかな家庭は、なんだか眩まぶしいもののように思える。

「現実知らないからそんなこと言えんだよ。ガキの頃は食料の取り合いで急がしかったし、身体からだがでかくなってからは家ん中が窮屈きゆうくつで仕方なかったね。上の妹は高校生だってのに勝手にガキこさえてくるわ、弟は女引っ張り込むわで、どんどん家の人口密度が高くなるしさ。とっとと家出て正解だったぜ」

「じゃあ、今はひとり暮らしなんですね」

「ああ、もう完璧かんぺきひとり。ここに押し込められてからは飲みにも行けねぇから、もっとひとりだったぜ。ったく、冗談じようだんじゃねぇっての」

　やってらんねぇぜと、波多野が愚痴ぐちる。

（…………あれ？）

　今の言い方だと、ひとりが嫌で嫌でしょうがないって風に聞こえる。

　矛盾むじゆんした物言いに、天来は首を傾かしげた。

（まあ、いいか）

　波多野がひとりが好きだろうと嫌きらいだろうと関係ない。

　今は貴史に頼たのまれたことをやるだけだ。

「もういいですよね？　キッチンにいますから、用があったら呼んでください」

　天来は、すっと立ち上がった。

「なにするんだ？」

「夕食の支度したくを。──嫌いな食材とかはありますか？」

「ねぇけど。……料理できんの？」

　天来が「もちろん」とゆっくり頷うなずくと、波多野は心底驚おどろいたような顔をした。

「なんで？　金持ちのお坊ぼつちゃまなんだろ？」

「身の回りのことは一通り自分でやれるようにというのが、父の教育方針だったので」

　母親が病弱だったこともあって、以前から野宮の屋敷やしきには沢山たくさんの家政婦がいた。

　身の回りの世話をしてくれる人には事欠かなかったから、確かに天来には家事労働を学ぶ必然性はない。

　それでも父親は、身の回りのことは自分でできるようになりなさいと天来に言った。

　彼女達の仕事内容を身をもって知れば、その労働に対して尊敬の念も抱いだくだろうし、日々の感謝の言葉にも誠意がこもる。

　毎日顔を合わせる彼女達に気持ちよく働いてもらうために、それは必要なことだと……。

　天来は、子供の頃から父親を尊敬していたから、その言葉に素直に頷いたのだ。

「学んでよかったと思ってます。貴史さんが真夜中にお友達を連れてきたりしても、家政婦さんを起こさず、僕ひとりでなんとか対応できてるし……」

「ふ～ん、便利に使われてんだな」

「……失礼します」

　少々気に障さわる言葉を無理矢理聞き流して、天来はキッチンに向かった。

　随分ずいぶんと時間をロスしてしまったから、今日はもうスープを煮込にこむ余裕よゆうがなさそうだ。

　なにを作ろうかと冷蔵庫を覗のぞき込んでいたら、背後から波多野の裸足はだしの足音が聞こえた。

「なに作ってくれんだ？」

「考え中です。リクエストはありますか？」

　振ふり向いて聞くと、「ハンバーグ」と嬉うれしそうに波多野が答える。

「ご飯とパンはどちらが？」

「メシだな。炊たきたてのメシ。ここ来て以来、酒ばっかりでろくなもん食ってなかったしよ。ったく、弁当とか冷凍食品れいとうしよくひんじゃ食う気おきねぇよ」

「ケータリングとか頼めばよかったのに」

「それができるぐらいなら、ここにはいねぇって」

「そうでした」

　波多野はスクープ狙ねらいの記者に追われていたのだ。

　外部の人間を部屋に入れるのは危険だ。

「どうして記者に追われているのか、聞いてもいいですか？」

　ご飯を炊く準備をしながら、さりげなく聞いてみる。

「……貴史はなんて言ってた？」

「色々と事情があってと誤魔化ごまかされました」

「あいつらしい」

　波多野が軽く鼻で笑った。

「ま、おまえは聞かねぇほうがいいだろうな。妙みようなことに巻き込まれねぇようにさ」

（充分じゆうぶん巻き込まれてるけど……）

　いつもだったら、この時間は居い心地ごこちのいい自分の屋敷で、住み込みの家政婦達と一緒いつしよに食事を摂とっている頃ころだ。

　昨日の今ごろは、自分がこんな場所で暮らすだなんて、想像もしていなかったのに……。

　勝手だ、と少々不愉快ふゆかいに思う。

　それでも、いつもだったら仕方ないと苦笑くしようして少々のわだかまりなら流してしまえるのだが、今日はどうも勝手が違ちがって気持ちが収まらない。

「夕食の準備にはまだ時間がかかります。そこにいても時間の無駄むだですよ。お仕事でもなさったら？」

　苛々いらいらする気持ちのまま冷ややかに告げると、波多野は「無理」と気楽に笑う。

「気がのらねぇ」

「ああ、まだアルコールが残ってるんですね」

「そうじゃねぇよ。実はスランプなんだ。ここ最近、ず～っとな」

　軽い調子の声だったが、その表情には苦いものが感じられた。

「スランプを抜ぬけ出すジンクスとか、コツとかないんですか？」

「んー、どうかな。……自由になれたら、なんとかなるかもな」

（……矛盾してる）

　自由になるには、仕事を終えなければならないのだろうに……。

　これでは、いつになったら自分の屋敷に帰れるかわかったもんじゃない。

　米を研とぎ終え、炊飯すいはん器をセットする。

　さて次はハンバーグだと、材料を作業台の上に出した。

「え～っと、フードプロセッサーはあるかな」

　ぱたんぱたんとシステムキッチンの扉とびらを開けて探さがしていると、「俺がやろうか？」と波多野が言った。

　探してくれるのかと思ったら、波多野はおもむろにタマネギの皮を剝むきはじめる。

「……みじん切りとか、できるんですか？」

「まかせろ、得意だ。高校ぐらいのときにメシ屋でバイトして、色々覚えたからな」

　慣れた手つきで包丁を手に取ると、驚くほどの速さでタマネギを刻んでいく。

　はっきり言って、天来よりずっと速い。

「料理できるんなら、自分で作って食べればよかったのに……」

「自分ひとりのために作る気なんかおきねぇよ」

　天来の半ばあきれた呟つぶやきに、波多野は手の動きを止めずに答えた。

「このまま俺がハンバーグ作っちまうから、おまえはつけ合わせをなんか作ってくれよ」

「わかりました」

　さっきのスープを小鍋こなべに取り分けて軽く煮て、オーソドックスに人参にんじんのグラッセになにか緑色の野菜を添そえて、あとは即席そくせきのピクルスでも作ろう。

　慣れないキッチンに戸惑とまどいながら作業を進めていると、興が乗ってきたのか波多野が鼻歌を歌い出した。

（……これ、ショパンのワルツだ）

　さっきの両親の馴なれ初そめ話で、連想したんだろうか。

「波多野さんって、どんな曲を作ってらっしゃるんですか？」

　天来は、興味を引かれて聞いてみた。

「あー、まあ、色々だな。たぶん言ってもおまえにゃわからねぇよ」

（貴史さんと似たようなことを……）

　やっぱり、ここもポイントのひとつみたいだ。

「もうひとつ、聞いてもいいですか？」

「なんだ？」

「波多野さんの宝物って、なんなんです？」

「お、聞きたいか？」

　手を止めた波多野が、ぱあっと嬉しそうな顔をした。

「はい。気になります」

　天来がしっかり頷くと、ふふ～んとえらそうに笑う。

「教えてやらねぇ」

「あなたもですか」

「あ？」

「貴史さんも教えてくれなかったので……」

　いじめっ子同士、気が合うことだ。

　どうしても知りたいってわけじゃないから別にいいけど、と軽くふてくされていると、「そうじゃねぇよ」と軽く肘ひじで小突こづかれた。

「口で言っても、あれの良さは伝わらねぇからな。この騒動そうどうが終わって、貴史からあれを取り戻もどせたら、特別におまえにも見せてやる」

　楽しみにしてろよ、と波多野は自信たっぷりで強気な表情を見せた。

（……あれ？　この顔って……）

　どこかで見たような気がする。

　覚えてないだけで、以前、貴史から紹介しようかいされたことがあったんだろうか？

　記憶きおくを遡さかのぼってみたが、やっぱり思い出せなかった。

（まあ、いいか）

　この顔を眺ながめて過ごす時間は、どうやらたっぷりありそうだ。

　きっとそのうちに思い出すだろう。

「そんなに素晴すばらしいものなんですか？」

「あったりまえだろ。この世にふたつとない宝なんだからな」

「そうですか……。では、見せてもらえる日が一日も早く来ることを期待してますね」

　ちらりと見上げ、暗に早く仕事を終わらせろと棘とげを含ふくんだ言葉でチクリと刺さす。

　波多野は、苦笑いするばかりで返事をしなかった。

　前途ぜんと多難だ、と天来はこっそり息を吐はく。

　いつ終わるとも知れない仕事につき合わされる見返りが、正体のわからない宝物を見せてもらえることだけとは……。

（せめて、その宝物が本当に素晴らしいものならいいんだけど……）

　貴史のあの表情を見る限り、ちょっと望み薄うすなような気もする。

　そもそも、それが万人ばんにんが認めるような本当に素晴らしいものだったのなら、貴史の場合、取り上げるだけじゃなく自分のものにしてしまいそうだし……。

（ってことは、波多野さんにとってのみ大切なものってことか……）

　時間をかけて波多野の好みを知っていけば、宝物の正体も徐々じよじよにわかってくるかもしれない。

　不本意ながらもはじまったこの新生活、謎解なぞときの楽しみだけは沢山たくさんありそうだ。

　天来は、片手で器用に卵を割る波多野をこっそり眺めながら、前途多難のこの生活の中、とりあえず楽しいことにだけ心を向けていこうと決意していた。
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「とりあえず、こんな感じで作ってみました。チェックしてみてください。修正があったら、また後日作業しますから」

　天来は、老人達が読みやすいようにと、大きな字を使って作りあげた歌詞カードをプリントアウトして生徒会役員に手渡てわたした。

「助かったよ。先生にもチェックしてもらうから、明後日にもう一回頼たのめる？」

「もちろん。じゃあ、今日はこれで」

　お疲つかれさまでした、と軽く会釈えしやくしてから、急いで生徒会室を後にする。

（急がないと……）

　気が急せいて、自然に早足になってしまう。

　そんな天来を見かけた下級生達が、いつもとはまったく違ちがう様子の天来を驚おどろいた顔で眺めているのに、本人はまったく気づいていない。

　それどころじゃないからだ。

（早く帰らないと、また文句言われる）

　学校の用事で遅おそくなったのだと言っても、波多野は納得なつとくしない。

　自分を優先しろとごねる。

　確かに一緒いつしよに暮らすことは承諾しようだくしたけれど、こちらの生活のリズムにまで口だしされる謂いわれはないのだが……。

（……あの人も子供みたいだ）

　でも、貴史とはタイプがちょっと違う。

　靴くつを履はきかえた天来は、小走りで玄関げんかん口の短い階段を駆かけ下りた。







　波多野と一緒に暮らしはじめてから、早くも二週間が過ぎていた。

　最初のうちは足りない物を取りに行くために屋敷やしきに帰ったりもしていたが、今では完全にマンションと学校の往復だ。

　その途中とちゆうで、必要な食材や雑貨なんかを仕入れてマンションへ運ぶ。

　偽名ぎめいで借りているマンションの宅配ボックスには、やっぱり偽名を使って波多野がネット上で購入こうにゆうした品物が届いていたりもする。

（今日もか……）

　時間短縮のため、タクシーを使ってマンションに戻った天来は、郵便受けに宅配便の不在票が入っているのを見つけてガッカリした。

　学校指定の鞄かばんに食料品などの買い物で、もうすでに両手が塞ふさがっていたからだ。

　宅配ボックスを開けて、またガッカリ。

「よりによって箱物」

　今持っている荷物を運んでから、もう一度取りに戻るという手もあるが、その場合、きっと波多野がどこに行くんだとやかましくつきまとうに違いない。

　行動に口だしされるのは鬱陶うつとうしいし、いちいち説明するのも面倒めんどうだ。

　天来は鞄を肩かたにかけ、買い物袋ぶくろを腕うでに引っかけて、両手で箱を持った。

「うっ、重い」

　ずっしりとくるこの重さ、十キロ以上は確実にありそうだ。

（なにを買ったんだか）

　肘でエレベーターのボタンを押して乗り込み、阿倍から指示されたように途中階で降りて、非常階段を一段一段上って行く。

　最上階に着いたときには、足も腕も痛くなってきて、すっかり天来は不機嫌ふきげんになっていた。

　鍵かぎを出すのも面倒で、肘でドア脇わきのインターフォンを鳴らした。

　応答を待っていると、バッといきなりドアが開く。

「おせぇよっ!!」

「勝手なこと言うなっ！」

　いきなり怒鳴どなりつけられ、ここ最近で身についてしまった条件反射で、天来もつい怒鳴り返してしまう。

「今日も学校の行事の手伝いをしてくるって言っておいたはずです。それに、『遅い』と言う前に『お帰りなさい』を言ってください。一緒に暮らす相手に対する、最低限のマナーですよ。──もう、毎日毎日、同じことを言わせないでください！」

　苛々いらいらするまままくし立て、重い箱を波多野に無理矢理手渡した。

「おお、今日も活いきがいい」

　波多野が嬉うれしそうに笑う。

　いつもそうだ。

　天来が何度棘を出してチクチク刺しても、波多野は一向に応こたえない。

　なんだか気が抜ぬけて、苛々がしゅうっと萎しぼんでしまった。

「……まったく……。──誰かもわからずに、ドアを開けちゃ駄目だめですよ」

「大丈夫だいじようぶだって。モニターで見えてんだからよ」

　天来は、早く中に入ってくださいと、嬉しそうな波多野を室内へと押し込む。

　とりあえず鞄と自分用の買い物袋をリビングに置いてから、食材を収納しにキッチンへ。

「今度はなに買ったんですか？」

　箱を持ったままついてきた波多野に聞くと、波多野はバリッと勢いよく段ボールを開けた。

「林檎りんご？　しかも、そんなに沢山？」

　箱の中には、大きくて形の良い林檎がギッシリ詰つまっていた。

「天来、林檎好きなんだろ？　この間この辺の店で買った林檎、全部外れだってガッカリしてたじゃねぇか。なんとか賞受賞とかってのをネットで見つけて買ってみたんだけどな」

　林檎を一個取り出した波多野は、ジーンズにこすりつけると、そのままガリッと齧かじった。

「おっ、さすがに大当たり」

　波多野は、その林檎をさらに二口ほど齧った後で、ポイッと天来に投げて寄こした。

（……食べろってこと？）

　確かに林檎は好きだけど、丸のまま齧ったことなんてない。

　しかも、ちゃんと洗ってない上に、他人の齧った跡あとのある林檎だ。

　どうしようかと悩なやんだが、齧ったところから漂ただよってくる林檎の美味おいしそうな香かおりに逆らえず、波多野が齧ったのとは反対側にカリッと小さく歯をたててみる。

「あ、ちゃんと普通ふつうに美味しい」

　程良ほどよく酸味さんみがあって、しっかりと甘く瑞々みずみずしい果汁かじゆうが口の中いっぱいに広がった。

　普段ふだん、自分の屋敷で食べているのと同じように……。

「だろ？　さすがにお坊ぼつちゃまは舌が肥えてるよなぁ」

　からかう口調で波多野が言う。

　一言言い返したいところだが、徒労に終わるだけなので、我慢がまんするために林檎をもう一口齧って自ら口をふさいだ。

「ったく、お世話すんのも大変だぜ」

　その林檎を、ひょいっと波多野が取り上げて、また齧る。

　波多野はそのままコンロの前に立ち、弱火にかけられている鍋なべの蓋ふたを開けた。

　その途端とたん、キッチンに入ったときから漂っていた香りが濃厚のうこうになった。

「……ビーフシチューですか？」

「当たり。じっくり煮込んだから、とろとろで美味うまいぞ～」

「……そうですか」

　林檎を齧りながら鍋をかき混ぜる波多野に、夕食を作ってくれとは頼んでません！　と文句を言いたいところだが、言っても無駄むだなのはここ二週間で経験済み。

（まったく、もう……）

　最初の日にキッチンに立って以来、波多野はずっと食事を作り続けている。

　自分ひとりのために作る気はないと言っていたから、天来のために作ってくれているつもりなんだろう。

　天来は何度も、それは自分の役目だと訴うつたえたが、波多野は聞いちゃいない。

「夕食にはまだ早いし、とりあえずリビングの掃除そうじでもしますね」

　気を取り直しキッチンから立ち去ろうとした天来に、波多野が声をかける。

「掃除なら、もうすませたぞ」

「……だったら、お風呂ふろを」

「それも終わった。時間が余ったから、おまえの部屋も掃除しといたからな」

「人の部屋に勝手に入るな！」

　思わず怒おこると、波多野は「お坊ちゃまは神経質だな」と嬉しそうに笑う。

　暖簾のれんに腕押うでおし、糠ぬかに釘くぎ、馬の耳に念仏、と似たような諺ことわざを心の中で唱えながら、天来は必死で気持ちを落ち着かせた。

「波多野さん、何度も何度も何度も申し上げたとは思いますが、食事の支度したくも掃除もすべて僕の役目なんですからね。あなたはなにもしなくていいんです」

「そう言うなよ。ひとりだと暇ひまなんだって」

「暇だったら、仕事してください」

「あ～、なんかこう閉じこめられてる感覚で息が詰まって、なかなか気がのらねぇんだよ」

　天来の言葉を、波多野は笑って誤魔化ごまかす。

　何度も繰くり返されてきた無意味なやり取りだ。

　ここ二週間の波多野は、天来がいるときはなんだかんだと天来につきまとい、いないときは適当に家事をして時間を潰つぶしている。

　ロフト部分に運び込まれている音楽機材には、まったく触ふれた形跡けいせきもない。

　昨日までは、毎日のように「波多野の調子はどう？」とメールをくれる貴史に申し訳ないと心苦しく思っていたが、今日の天来はひと味違ちがった。

（もう騙だまされないから）

　波多野がどんな曲を作っているのか、最初から曖昧あいまいだったこのポイントの答えを、天来は今日偶然ぐうぜん知ってしまったのだ。

「──暇なんだったら、僕が買ってきたＤＶＤ一緒いつしよに見ます？」

「お、いいねぇ」

　誘さそいに、ほいほいと波多野が乗ってくる。

　天来は密ひそかにほくそ笑えんだ。







「で、なに買ってきたんだ？」

　自分の部屋で私服に着替きがえてからＤＶＤのソフトを手にリビングに戻もどると、波多野が楽しそうに手を伸のばしてくる。

　天来は、さっとその手からソフトを遠ざけた。

「随分ずいぶん前の映画です。今日、生徒会でこの映画の話題になったので懐なつかしくて」

　ミステリー調の青春映画なのだが、この映画の主題歌でデビューしたバンドのファンが生徒会役員の中にいて、作業中のＢＧＭとして室内に流れていたのだ。

　この映画が公開された当時はみんな小学生だったから、映画館に見に行った者は生憎あいにくといなかったが、その数年後に何度かテレビ放映されたときに見た者はけっこういた。

　天来はと言うと、数年前に貴史のつき合いでＤＶＤを一度だけ見ていた。

　この映画の製作当時、モデルをやっていた貴史が、脇役わきやくとして少しだけ登場していたからなのだが……。

「レンタルじゃなく、買ってくるってぇとこがお坊ちゃまだよな」

（なんとでも言えば）

　笑いを嚙かみ殺し、パッケージから取り出したソフトをセットして再生する。

　波多野から勝手に止められないようリモコンを手にした天来は、波多野が好んで寝ねそべっているソファから少し離はなれたところにある革張りの椅子いすに座った。

「なんだ、邦画ほうがかよ」

　流れた映画会社のロゴ映像に、波多野は不満そうな声を出した。

「邦画は嫌きらいですか？」

「いや。でも見たい気分じゃねぇな。どうせなら、スカッとしたハリウッド映画……を……」

　画面を見ていた波多野の声が、ピタッと止まる。

（気づいたかな）

　天来は、テレビ画面と波多野の顔を交互こうごに見た。

　画面に映っているのは少し寂さびれた感じのバーの入り口、それを見る波多野の顔には苦虫を嚙み潰つぶしたような、気まずそうな表情が浮うかんでいる。

　カメラが徐々じよじよに店の奥へと入って行くと、波多野はリモコンを捜さがしてきょろきょろしだし、やがて諦あきらめたのかすっくと立ち上がって、テレビの電源を直接落としてしまった。

「やっぱり、あなただったんだ」

　電源が落とされる直前の画面に映っていたのは、カウンター内でシェイカーを振ふっている主役の青年の端整たんせいな横顔。

　その顔は、気まずそうに立っている波多野から、数年分の年月を差し引いたもの。

　以前、どこかで見た顔だと思ったのは、この映画を見ていたせいだったのだ。

「波多野さんって俳優だったんですね。作曲家だなんて噓うそ、どうしてついたんですか？」

　天来があまりこの手の情報に詳くわしくないことを貴史は知っているから、きっとばれないとでも思ったのか……。

　それにしたって、隠かくす意味がわからない。

「有名人だったと知っても、別に言いふらしたりはしないのに……」

　よくよく考えれば、最初から変だったのだ。

　週刊誌の記者に追われているから隠れると言うのはわかるが、さすがにマンションの敷地しきち内でさえも外出禁止というのは行き過ぎだ。

　万人ばんにんに顔を知られている俳優だったからこそ、マンションの住人にも顔を見られたりしないよう、用心する必要があったんだろう。

　貴史と波多野のふたりから、まるっきり信用されていなかったのかと思うとどうにもこうにも不愉快ふゆかいで、天来は軽く波多野を睨にらんだ。

「お坊ちゃまは、ホント世間知らずなんだなぁ」

　そんな天来を、波多野は興味深げに見た。

「普段ふだん、テレビとか見ねぇの？」

「ニュース以外は見ません。貴史さんの事務所のタレントが出演してる番組とかは、つき合いで見ることもあるけど……」

　両親共に静かな生活を好む人達だったから、天来には子供の頃ころからテレビを見る習慣がなかったのだ。

　だから、天来が知っている芸能人は貴史絡がらみの人達ばかりで、かなり片寄っている。

「噓なんかついてねぇよ。俺はな、その映画を撮とった後、ＣＭやらドラマやらに数本出てから、俳優としては完全に引退してんだよ。いまだに顔は知られてるから、その分用心しなきゃならねぇがな。──で、俳優の後に作曲家になったんだ」

「本当に？」

　疑い深げに見つめると、「お、警戒けいかいしてやがる」と波多野は楽しそうな顔をした。

「本当だ。俺は元から作曲家志望だったしさ」

　高校生のとき、バイト先でスカウトされたのだと波多野は言った。

　俳優になるつもりはなかったが、音楽の勉強をするための資金が必要だったからスカウトに応じたのだと。

「貧乏びんぼうなわけじゃなかったが、さすがに六人兄弟だと、高校以上の学歴をつける金まで親に出してもらうわけにゃ行かなかったんだよ。で、金貯たまったから俳優は辞やめて、音楽の勉強やり直して作曲家デビューしたんだ」

　納得なつとくしたか？　と聞かれた天来は、ゆっくり首を横に振って「いいえ」と答えた。

「だったら、どうしてどんな曲を作ってるか教えてくれないんですか？」

「普段からテレビ見てないんじゃ、言ったってわかりゃしねぇって……。俺の名前でそこそこヒットした曲なんざ、ＣＭやら情報番組のエンディング曲とかの地味なやつばっかだったしな。それに調子よかったのは最初だけ。今は全然自分の名前じゃオファーなんかきやがらねぇ。……やっぱ最初に使ってもらえたのは、俳優やってたときの影響えいきようが残ってたからだったんだろうなぁ」

「今は……あまり売れてないんですか？」

（それは変だ）

　貴史は、波多野の仕事に社運がかかっていると言ったのに……。

「あ、いや、曲は売れてるぞ。なんつってもミリオンだしさ」

「……え？　ミリオン？」

　自分の名前じゃオファーが来ないと、波多野は確かに言った。

　天来が知る限り、貴史の事務所でヒットを飛ばしている歌い手は二組。

　若手のバンドと、そのバンドのボーカルから曲を提供してもらっている歌姫うたひめ。

　──ってことは……。

「ゴーストライター？」

　波多野が書いた曲を、バンドのボーカル名義で公表しているのだろうか？

　天来が思わず呟つぶやいた言葉に、波多野があからさまにギクッとする。

　その反応だけで、もう答えはいらなかった。

「そういうことだったんですか……」

　そのバンド、名前をＭＡＺＥ─メイズ─という。

　メイズのボーカルが書いた曲だと信じているファンがこの事実を知ったら、ずっと騙だまされていたことにきっとガッカリするに違ちがいない。

　阿倍が最初に言った、倫理りんりや信頼しんらいの問題という表現にもぴったり当てはまるし、確かにこんなことが世間に知れたら大騒おおさわぎになるだろう。

　大スクープとして記者が追いかけてくるのも納得できる。

「……あきれた」

　正直な気持ちを口にすると、波多野はムッとしたようだった。

「この話、持ちかけてきたのはおまえの従兄弟いとこだぞ」

「応じたのはあなたでしょう。せっかくの才能を無駄遣むだづかいするなんて、美しくない行為こういです」

「はいはい、確かに俺のやってることはウツクシクナイですよ。でもな、それを言うなら貴史はどうだよ。全部、あいつが裏で糸引いてんだぞ」

「まあ、確かに美しくない行為だとは思いますが……。でも、貴史さんはいいんです。あの人は自分の欲望に正直なだけですから……」

「なんだ、そりゃ。随分ずいぶんと贔屓ひいきするじゃねぇか」

「贔屓なんてしてません。ああいう人だから仕方ないって諦めてるだけです。……それに貴史さんは、やっていることの善悪はどうあれ、自分の心のままに生きてますから……。そういう意味では、いっそ潔いさぎよくて美しいんじゃないかと……」

「へえ～、そうかよ。自分を金づる扱あつかいする男に対して、その評価か。──お坊ぼつちゃまだけあって、随分と寛容かんようなことで」

「金づるって言うなっ！」

　波多野の嫌いやみったらしい口調にカッとして、天来が怒鳴どなる。

「確かに勝手にお金を使われたことはあるけど、貴史さんはちゃんと返してくれてる。あなたに馬鹿ばかにされる謂いわれはないんだ」

「金づるなのは事実だろうが！　貴史が金をちゃんと返したのは、おまえにまだまだ利用価値があるからだ。この先もあいつは、おまえをなにかにつけて利用し続けるつもりでいるぞ。おめでたいお坊ちゃまには、それがわかってねぇみてぇだがな」

「……利用なんてされてない。僕はちゃんと自分で考えてる。その上で、貴史さんに協力してあげてるんだ」

　確かに最初にお金を引き出されたときは事後承諾しようだくになったけど、その後からはちゃんと事前に話をしてくれるようになった。

　その後何度かお金を貸したときも、屋敷やしきや別荘べつそうを撮影さつえいに使ったときだってそうだった。

　今度のことだって、ちゃんと納得して協力することにしたのに……。

「協力してあげてるってか」

　ハッと、波多野は口先で笑った。

「飲みに行くと、おまえみたいなことを言う馬鹿女がたまにいるぜ。ろくに働きもしねぇヒモや甘いことを言うホストに入れあげて、あの人には自分が必要だからって、せっせと金を貢みついでやがる。そういう人なんだから仕方ない。優やさしいところもあるからって必死で自分を誤魔化ごまかしてさ。──おまえも似たようなもんだな」

「僕は女じゃないっ!!」

　睨みつける天来を、波多野はもう一度口先で笑った。

「そりゃそうだ。お坊ちゃまだもんな」

　馬鹿にしたように吐はき捨てると、波多野は酒瓶さかびんを手に自分の寝室しんしつに籠こもってしまった。










　翌日、天来はまた生徒会室にいた。

　昨日の今日で、昨日作った歌詞カードのチェックはまだすんでいなかったから、まったく関係のない会計の仕事を手伝わせてもらっている。

（……帰りたくない）

　結局、あの後、波多野は寝室から出てこなかった。

　今までは朝食も一緒いつしよに摂とりたがって、天来が起きる時間帯に眠ねむそうに起きてきたのだが、それもない。

　今日帰っても、今までのように『遅おそいっ！』とはきっと言われない。

　それを思うと、なんだか帰る気がしなくなる。

　普段から寄り道をする習慣がなかったから、こういうとき時間を潰つぶす場所がここと図書室しか思い浮うかばなかった。

　そんな自分にさらに落ち込む。

（貴史さんから、メール来ないかな）

　波多野が違う人間を寄こせと言ってきたから、今日からはもうあのマンションに行かなくてもいいよ。

　そう言ってきてはくれないだろうか？

　それを待って、何度も携帯けいたいをチェックしているのだが、どこからもメールは入ってこない。

「宮様、気分悪いなら、もう帰りなよ」

　何度もため息をつく天来に、生徒会役員達が心配そうに声をかけてくる。

　確かに、そのほうがいいかもしれない。

　無理を言って手伝わせてもらっているのに、ため息をついて場の雰囲気ふんいきを暗くしていたんじゃ、これではむしろ迷惑めいわくをかけているようなものだ。

「そうですね。心配してくれて、ありがとうございます」

　天来は、軽く頭を下げ、静かに微笑ほほえんだ。







　いつもは少しでも早く帰るためにタクシーを使っていたのだが、今日は少しでも遅く帰るために電車を使うことにした。

「……ああ、もう、馬鹿」

　最寄もより駅に向かってのろのろ歩きつつ、天来は思わず呟く。

　口げんかなんて、生まれてはじめてだった。

　カッとして、感情のままに怒鳴り散らすなんて、自分で自分が恥はずかしくて仕方ない。

　そもそも、波多野の指摘してきにカッとしてしまったのは、それが事実だと自分でもなんとなくわかっていたからだ。

　確かに天来は、ああいう人なんだから仕方ないと自分に言いきかせて貴史を許していた。

　貴史を許せなくなったら、当然貴史には屋敷から出て行ってもらうことになる。

　それが嫌で、理不尽りふじんなことでも無理に目をつぶって許していた。

『こんな大きな屋敷にひとり暮らしは寂さびしいだろう？　一緒にいてあげるよ』

　住み込みの家政婦達がいたから天来はひとりじゃなかったし、寂しさも感じていなかった。

　それでも同居をＯＫしたのは、貴史の言葉が嬉うれしかったからだ。

　この人は、自分のためにここに来てくれたのだと思ったから……。

（それも噓うそだったけど）

　貴史が側に来たのは、天来に利用価値があるからだ。

　波多野に指摘されるまでもなく、天来にもこの数年で徐々じよじよにそれがわかってきていた。

　天来の持つ多額の資産や広い屋敷や別荘などは、貴史にとっては利用し甲斐がいのある魅力みりよく的なものだったのだろう。

　認めたくなかったから、仕方ないと誤魔化して気づかないふりをしていただけ……。

（でも波多野さんだって、僕を利用してたくせに……）

　側にいろとか遅いとか、さんざん我が儘ままを言ってくるけれど、あれは単に人恋ひとこいしさを紛まぎらわすためだけの行為だ。

　ついでに言うと、気が強いとか口答えするとか言って喜ぶのも、誰かの影かげを自分に重ねているからなんじゃないのか？

　天来は徐々に、そんな風に思うようになっていた。

　生活能力のない波多野の面倒めんどうを見るつもりではじめた同居だったけど、実際はまったくの逆。

　たしなみとして家事を学んできた天来より、波多野のほうが家事全般ぜんぱんすべてにおいて優秀ゆうしゆうで、すっかり天来のほうが面倒を見られている。

　ひとり暮らしだったというから、最初はその成果かと思っていたけど、よくよく考えるとそうじゃない。

　六人兄弟の長男だという波多野は、きっと賑にぎやかな家庭で、弟妹達の面倒を見ながら育ったんだろう。

　ひとり暮らしになってホッとした反面、人恋しさも感じたんじゃないか？

　普段ふだんはそんな人恋しさを外に遊びに行くことで発散していたのが、今回の件であのマンションに閉じこめられて発散できなくなって、今はその人恋しさが天来ひとりに向かっている。

　遅いと怒おこっていたのも、単に自分が寂しいからだ。

（一緒にいる相手、僕じゃなくたっていいんだ）

　はじめて会ったとき、同じ顔で胸が膨ふくらんでるのはいないかと、貴史に聞いていたぐらいだし……。

（……寂しいな）

　のろのろと歩きながら、ふっとそう感じた。

　両親を相次いで亡なくした直後でも、感じなかった気持ち。

　でも、きっとそうだったんだ。

　自分は、ずっと寂しかったんだろう。

『ごめんね。ひとりにして、ごめんなさいね』

　死の床とこについた母親は、天来に何度も謝った。

　もう頑張がんばれない、お父様のところに行かせて……と。

　そのときも、天来は仕方ないと諦あきらめたのだ。

　儚はかない命と思われていた彼女が、これまで生きてこられたのは、夫への愛情ゆえ。

　彼女は、子供を産む強さは持っていたが、愛する者を失う辛つらさに耐たえる強さは持たなかった。

　それがわかっていたから、天来は仕方ないと諦めて、母親を許した。

『僕なら大丈夫だいじようぶ。お父様がお母様に会えたように、きっといつか僕にも、人生を共に生きてくれる人が現れるから、見つけてみせるから……。だから、謝らないで』

　そう言って、辛そうな顔をする母親を慰なぐさめた。

　死にゆく母親に、自分のためには生きてくれないのかと責めることはできなかった。

　だから仕方ないと諦め、胸をよぎる一抹いちまつの寂しさに気づかないふりをした。

　……でも、もう、気づいてしまった。

　おまえは利用されているんだという波多野の指摘が、天来の目を現実に向けさせる。

　はっきりと見えてしまった事実を、見なかったことにはもうできない。

（でも、貴史さんを嫌きらいにもなれない）

　都合良く利用されているだけだと自覚しても、きっとこれからも力を貸してしまうだろう。

　自分は寂しいんだってことにも、同時に気づいてしまったから……。

（確かに、今の僕は、波多野さんの言う馬鹿ばか女そのものだな）

　胸は膨らんでないけど……と、天来は惨みじめな気持ちでひとり笑った。







　いつもより下の階でエレベーターを降りて、のろのろと非常階段を上がって最上階まで。

　なにしにきたんだと言われそうな気がして、ドアを開けるのをためらっていると、いきなり内側からドアが開いてぶつかりそうになった。

「なんだ。帰ってきたのか」

　ドアを開けた波多野が、驚おどろいたような顔で見下ろしてくる。

「あ……あの……どこに行くつもりなんですか？」

　革のロングコートにマフラーと、外出する支度したくを整えた波多野の姿に天来は慌あわてた。

「買い物なら、僕が行ってきますけど」

「買い物じゃねぇよ。飲みに行くんだ」

「え!?」

「誰かさんは貴史ばっかり贔屓ひいきしやがるしよ。つまんねぇから可愛かわい子ちゃん達侍はべらせて、クラブでパアッと金使って来ようと思ってさ」

「パアッとだなんて、そんな無駄遣むだづかい……じゃなくて、外に出ちゃ駄目だめです。記者に見つかっちゃいますよ」

　天来は両手を広げて、波多野を止めた。

　背中に波打つ長髪ちようはつと人並み外れて美しい顔はどうしたって目立つ。

　それでなくとも長身の波多野は、革のロングコートがとてつもなく似合っていて、きっと後ろ姿だけでも人目を引いてしまうだろう。

　かつての俳優としての波多野を知っている人が見たら一発でばれるだろうし、知らずとも写メの一枚も撮とりたくなってしまう人がいておかしくない。

　ネット全盛時代だけに、どこから記者へ情報が漏もれるかわかったものじゃない。

「もういい。こんなトコにじっと閉じこもってるなんざ、もうゴメンだ」

　通せんぼする天来を押しのけて、波多野が外に出ようとする。

「駄目ですってばっ!!　衝動しようどう的にならないで、ちゃんと考えてください。あなたひとりの軽率な行動で、どれだけの人が影響えいきようを被こうむることになるか」

　外に出て酔よっぱらった挙げ句、言ってはいけないことを口走ってしまったら最悪だ。

　悪いことをしているのだから自業じごう自得ではあるが、事務所の社長である貴史や、波多野が曲を提供してやっているメイズのボーカルだって、進退窮しんたいきわまるに違ちがいない。

　それに……。

「ゴーストライターだってばれてしまったら、波多野さんの作曲家としての道も完全に絶たれてしまいますよ」

「……俺？」

「そうです。それでもいいんですか？」

「……よくねぇ……か」

「だったら、大人おとなしく部屋に戻もどってください。お酌しやくぐらいなら僕でもできますから」

　両手でギュウッと押し戻していた波多野の身体からだが、ふっと軽くなった。

「そりゃいい」

　驚いたことに、波多野はいそいそと自分から室内に戻って行く。

　コートを脱ぬぐ姿は、浮うき浮うきと楽しげにすら見える。

（……僕のお酌でもいいのか）

　胸膨らんでないのに……と、首を傾かしげつつ天来も室内に入る。

「天来、おまえ昨夜も朝も、なんも食わなかっただろ？」

「え？　食べましたけど」

「噓うそつくな。食材の減り具合見れば一目瞭然いちもくりようぜんなんだよ」

「ああ、林檎りんごをいただいたので」

　食欲がなかったけど、なにもお腹なかに入れないで学校に行くのは不安だったから、段ボールに入った林檎を朝に一個食べた。

　皮や芯しんはディスポーザーで処理したから、食べた痕跡こんせきが残らなかったのだ。

「そっか。買っといてよかったな。昼はちゃんと食ったか？」

「はい。友達と食堂に行きました」

　行っただけで、食欲が出なくて回れ右してひとりで帰ってきてしまったのだが……。

「それにしちゃ顔色悪いな。──とりあえず、昨夜のシチューがまだあるから食え」

　飲むのはそれからだ、と波多野はキッチンに姿を消す。

　どうやら波多野は、昨日までと同じように面倒を見てくれるつもりらしい。

　嬉うれしい、と思う反面、胸がきゅっと締しめつけられる。

　波多野は人恋ひとこいしいだけで、天来本人を必要としてるわけじゃない。

　それを思うと、やっぱり寂さびしかったのだ。







「どーしても飲まねぇのか!?」

　波多野からズイッと開けたてのシャンパンの瓶びんを近づけられて、天来は目の前に置かれた空のフルートグラスに手の平で蓋ふたをした。

「未成年者の飲酒は法律で禁じられています。絶対に飲みません」

「一杯いつぱいぐらいいーじゃねぇか。おまえぐらいの年頃としごろなら、みんな飲んでるぞ」

「人は関係ないです。僕は飲みません」

　頑固がんこに拒こばむと、堅かたっ苦しぃなーと波多野がぶうぶう文句を言う。

　でも、ぶうぶう言うのは口だけで、お気に入りのソファに座る波多野はかなり機嫌きげんがいい。

　それもそのはず、すでにワインを二本ほど空けていて、かなり酔っぱらっているのだ。

　ワインを飲みはじめたときに同じやり取りをして一度は撃退げきたいしたのだが、酔っぱらった波多野は、これなら飲みやすいから飲めと、シャンパンの瓶を手にまた攻撃こうげきを仕掛しかけてきた。

「僕にかまわず、どうぞもっと飲んでください」

　ひとり掛けのソファに座っていた天来は、腰こしを浮かせて波多野の手から強引ごういんに瓶を取り上げて、波多野のグラスに静かにシャンパンを注いだ。

　綺麗きれいな円錐えんすい形のグラスの中に注がれた黄金色の液体。

　その中を、細かい泡あわがチラチラと絡からみ合って揺ゆれ踊おどる。

（……美しいな）

　飲むつもりはないけど、眺ながめているだけでも幸せな気分になる飲み物だ。

　そのグラスを波多野が手に取り、口に運ぶ。

　グラスを持つ骨張った長い指と、シャンパンを注ぎ込むために軽く仰向あおむけた男の喉のど。

　ひんやりとした液体がその喉を潤うるおす、その感覚を想像するとぞくぞくっと背筋が震ふるえた。

（この姿も……とても、美しい）

　天来は、目の前の光景に見惚みとれた。

　貴史が家に連れてくるタレントやモデル達の中にも美しい人は沢山たくさんいたが、天来がこれほど心惹こころひかれる美しさを持つ人はいなかったように思う。

　自分が見られていると意識して作りあげた人工的な美しさとは違ちがう、自然体で、どこか野性味のある美しさ。

「なにじっと見てんだよ。俺に見惚れてるのか？」

「はい。とても美しいと感じたので」

　波多野のからかうような口調に天来は素直すなおに頷うなずいた。

　波多野は、ちょっと照れくさそうな顔をする。

「くそっ、あんま素直だと拍子抜ひようしぬけするな。……あー、なんだ。おまえもかなりいけてるほうだと思うぞ。ちょっと細すぎるが、首がすらっと長いのがいいな」

「首ですか？　そんなこと言われたのはじめてです」

「そうか？　いつも姿勢がいいせいかね。すっと首が伸のびてる感じが、真面まじ目めそうなおまえに似合ってるよ。目もでっかいし唇くちびるもぷっくらしてて、顔立ちは可愛い子ちゃんなのに媚こびた風に笑わねぇのもいい。ってか、おまえは笑った顔より生真面目に怒おこってる表情のほうがいいよな。普通ふつうは逆なのに……。変な奴やつだ」

　波多野は微かすかに笑えみを浮かべて天来を見る。

　その視線を、天来は照れもせずにそのまま受け止めた。

　まっすぐ見つめられている間は寂しくないような気がするから、もっと自分を見て、感想を言って欲しい。

「貴史から、タレントにならないかって誘さそわれたことあるんじゃねぇの？」

　不意に絡んでいた視線が外された。

　その途端とたん、肌はだにすうっと冷たい風が当たったような、そんな錯覚さつかくを感じて天来は軽く身震みぶるいする。

「以前に何度か」

　頷きながら、空になっていたグラスにまた黄金色の液体を注ぐ。

「でも、興味がないので断りました」

「正解だな。あの世界は、おまえには似合わねぇ」

　波多野はぐいっとまた一気にグラスを呷あおる。

「天来、ちょっと、こっち来い」

　中腰ちゆうごしになって、空になったグラスにまたシャンパンを注いでいると、波多野に呼ばれた。

「はい？」

「いいから、こい」

　手招きされて側に行くと、隣となりに座るようにと命令された。

　首を傾げつつ言われた通りにすると、ふっと波多野の頭が沈しずみ、膝ひざにずしっと重みがかかる。

「うわっ、ごりごりする」

「男なんだから当然ですっ！」

　予告なしの膝枕ひざまくらに驚おどろいた天来は、目一杯上半身を引いてソファの背もたれにドンッと背中をぶつけた。

（ビ、ビックリした）

　心臓がどきどきしている。

「やっぱり女とは違うな」

「当然です。胸も膨ふくらんでないし、身体だって筋張ってますよ。柔やわらかいのがお好みなら、とりあえずクッション持ってきますから、それで我慢がまんしてください」

　強引に立ち上がろうとしたが、長い腕うでが腰に絡みついてきて止められた。

「このままでいい、我慢してやるからじっとしてろ」

　随分ずいぶんと偉えらそうな口ぶりだとは思ったが、膝にかかる重みが意外に心地ここち良かったから、特別に言う通りにしてやることにする。

　天来が動かないと知って調子に乗った波多野が、テーブルに手を伸ばしてグラスをつかむ。

「飲むのはけっこうですが、僕の膝の上に零こぼさないでくださいね」

「はいはい、わかったよ。ったく、口うるせぇな」

　波多野は嬉しそうに文句を言って、無造作にグラスを口につけた。

「……弟妹きようだいがいるって、どんな感じなんですか？」

「んあ？」

「僕、一人っ子なんで興味あるんです」

「一人っ子かぁ。昔はけっこう羨うらやましかったな。長男だと、なんだかんだ下の面倒めんどうを見なきゃならねぇしなぁ。面倒臭くせぇからってほっとくと、元ヤンキーの親にボカスカ殴なぐられたし」

「殴るんですか!?」

　ビックリする天来を見て、波多野は苦笑くしようした。

「誤解すんなよ。児童虐待ぎやくたいとかじゃねぇからさ。ま、親も子供が六人もいると、躾しつけの方法を選択せんたくする余裕よゆうがなかったってとこだろ。──実際、戦争だったからな」

　自宅で車屋をやっていた共働きの両親には、子供の面倒を見ている時間的余裕はなかった。

　だから、下の弟妹の面倒は長男長女の仕事になる。

　掃除洗濯そうじせんたく食事の支度したく、ぐずる弟妹達をしかりつけながら、毎日面倒を見ていたんだと波多野は懐なつかしそうに語った。

「生意気でギャンギャン口うるせぇくせに、なにかあるとす～ぐ頼たよってきやがる。……ま、それも全部昔の話だな。俳優業やって家から離はなれてる間に、いつの間にかみんな大人おとなになって手がかからなくなっちまったし……。それはそれでなんか拍子抜けだったな。もうちょっと面倒を見てやりゃよかったか、なんて、柄がらにもなく考えちまったし……」

　弟妹に対する愛惜あいせきの思いを口にするのも、やっぱり波多野の柄じゃない。

（酔ようと口が軽くなるって、本当だったんだ）

　それをおかしいと思う裏側で、天来は少し悲しい気分になっていた。

（やっぱり……）

　まだ大人とは言えない年齢ねんれいの自分の姿が、波多野の目には面倒を見てやるべき弟妹の昔の姿に重なってしまうんだろう。

　それに人恋ひとこいしさも相まって、こんなに側にいようとするんだ。

　やっぱり、天来自身を必要としてくれてるわけじゃない。

（別に、いいけど）

　なんとなく話を続ける気になれなくて黙だまっていると、しばらくして波多野のほうから話しかけてきた。

「──昨日は悪かったな」

「え？」

　ボソッと呟つぶやき声で謝った波多野は、気まずそうに天来から目をそらし、窓の向こうを眺める。

「……いえ。僕も感情的になってしまってすみませんでした」

「なあ、感情的になったのって図星だからだろ？」

「そう……ですね」

　もう自分自身の欺瞞ぎまんを自覚してしまった天来は、クスンと苦く笑う。

「まあ、惚ほれちまってるもんはしゃーねぇよな」

「……惚れてる？」

（僕が？　貴史さんに？）

　あり得ない、と天来は大きく首を振ふった。

「全然違います。貴史さんに対して、そんな感情は持ってません」

「惚とぼけるなって」

　波多野は、天来に視線を向けた。

「俺にはゲイの友達もいるしな。そこら辺は寛容かんようだぜ」

「噓うそなんてついてません！　確かに貴史さんのことは好きだけど、ラブじゃありませんから……。そもそも、はじめて会ったときに、なんの知らせもなかったし」

「知らせ？　なんだそりゃ？」

「前に話したでしょう？　父と母が出会ったとき、父にはすぐに母が運命の相手だとわかったんです。母もやっぱりそうだったと言ってました」

　出会った瞬間しゆんかん、父親は柔らかな光と音楽を感じ、母親は仄ほのかな温ぬくもりが胸の奥にぽっと灯ともったのを感じたと教えてくれた。

「だから、きっと僕にもわかるはずなんです」

「……おまえ、それ信じてんの？」

　むくっと起き上がった波多野は、そう言い切る天来を不思議そうな顔で見た。

「もちろんです」

　こっくりと頷うなずくと、信じらんねぇと呟いてまた膝の上に沈没ちんぼつする。

　天来は苦笑した。

「これが普通じゃない感覚だってことはちゃんと理解してますよ。でも、僕はあのふたりの子供だから……。きっと、似たような経験をするに違ちがいないって信じてるんです」

　そして運命の相手に出会って、父母のように一生続く恋こいをする。

（そうしたら、きっと、この寂さびしさからも解放される）

　自分だけを本当に必要としてくれる人に出会えるのだから……。

「妙みような思い込みだが、まあ、いいか……。それのせいで、貴史みたいなクズに完全に引っかからずにすんだんなら上々だ」

　なにが面白おもしろいのか、波多野はひとりでクツクツと笑う。

　膝の上で小刻みに動く頭の重みが、奇妙きみようにこそばゆい。

「天来は、不思議ちゃんだったんだな」

「不思議ちゃん？　まあ、みんなとちょっと違うのは自覚してますけど……」

　だから、『宮様』だなんて呼び名が定着してしまうのだろうし。

「でもいいんです。僕は、僕の父のような人間になりたいから」

「お手本ってか」

「はい。僕の父は、とても素敵すてきな紳士しんしだったんですよ」

　脳裏のうりに浮うかぶのは、若い頃ころにはやんちゃもしましたよと、穏おだやかに微笑ほほえむ父親の顔。

　白い髭ひげ、深く刻まれた柔和にゆうわな笑い皺じわ、常に思いやり深く温厚おんこうで、決して激高げつこうしたりすることなくユーモアにも溢あふれていた。

　あんな風に穏やかに微笑めるように歳を重ねることが、天来の理想だ。

「そこまで思い込めるってのも幸せなのかもなぁ。──さて、俺の幸せはどこにあるのかねぇ。探さがしにもいけねぇよ」

「記者が早めにスクープを諦あきらめてくれるといいですね」

「いや。……奴やつが諦めたって、俺は自由にはなれねぇよ」

　──自由になりてぇなぁ。

　そう呟きながら波多野は目をつぶる。

　天来は、零れるといけないと、その手からグラスを取り上げた。

（……自由になりたいって、そういう意味だったんだ）

　このマンションからの解放ではなく、ゴーストライターとしての自分からの解放。

　昨夜は、波多野もかなり感情的になっていた。

　波多野もまた、ゴーストライターである自分自身の在あり方の是非ぜひから、ずっと目をそらそうとしていたのかもしれない。

　あきれた、と天来に否定されたことで、目をそらせなくなってしまったのかもしれない。

（貴史さんって、本当にはた迷惑めいわくな人だな）

　グラスの中を自由気ままに泳ぐ細かな泡あわを眺ながめながら、天来は小さくため息をついた。

　波多野は、自分の名前じゃ、もうオファーが来ないと言っていた。

　仕事が減って不安を感じていた時期、自分から売り込みをする前に貴史に声をかけられ、甘い誘さそいにとりあえず仕事ができるならと、つい話に乗ってしまったんじゃないだろうか。

　続けるつもりがあったかどうかはわからないが、作った曲が爆発ばくはつ的ヒットになったことで注目が集まり、波多野もメイズのボーカルも止やめられなくなってしまったんじゃないか……。

　もう止めたいと当事者達が思っても、ヒットを続けている間は、きっと貴史は許さない。

（最初はいいんだけど……）

　優やさしい言葉と楽しい話、罪悪感を薄うすれさせる確信に満ちた言葉。

　それらに誤魔化ごまかされているうちに、逃にげられないところまで追い詰つめられてしまっている。

　貴史をよく知る天来には、そんな状況じようきようが容易に想像できた。

　追い詰められるほうも自業じごう自得なんだろうが、可哀かわい想そうだとも思う。

　弱っているとき、優しい言葉に惑まどうのは、仕方のないことのようにも思えるから……。

「いつか、自由になれるといいですね」

　波多野の顔を見下ろして囁ささやきかけたが、波多野は反応しなかった。

（寝ねちゃってる？）

　そっと髪かみに触ふれてみたが、やっぱり反応しない。

（ごりごりする男の膝ひざでも眠ねむれるのか）

　文句言ってた癖くせにと、天来はこっそりほくそ笑む。

　触れた波多野の髪は、柔やわらかそうな見た目に反して、けっこうゴワゴワして硬かたかった。

　自分とは違うその感触かんしよくを楽しみながら、膝の上で寝息をたてる男の顔をじっと観察してみる。

（やっぱり、美しいな）

　まぶたを閉じると、彫ほりの深さが余計に際立きわだつようだ。

（ライオンみたい）

　長いたてがみを持つ、猫科ねこかの肉食獣にくしよくじゆう。

　雄おすの場合、その牙きばを使うのは主に縄張なわばりを守るため。

　飼い慣らされるのは似合わない、野生の生き物なのだが……。

「……自由にしてあげたいな」

　でも天来には、どうにもできない。

　絡からんだ鎖くさりを本当の意味で断たち切れるのは、きっと本人だけ。

　天来自身が、そうであるように……。

　自由になれと祈いのりながら、天来は長いたてがみをゆっくりと撫なでた。
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　明日は、月に一度の土曜日休み。

　老人福祉施設ふくししせつでのボランティアでクリスマス会をする予定の日だ。

　天来は学校に残って、その最後の準備の手伝いをしていた。

「明日持っていくものは、これで終了しゆうりよう？」

「えっと……」

　生徒会長に聞かれた天来は、リストを手にチェックする。

「あれ？　会場の飾かざり付け用の折り紙などはどこに？　確か一昨日ぐらいには、そこら辺にあったと思ったんですが」

「ああ、それなら手狭てぜまになったんで、隣となりの資料室に運んでおきました」

　ちょっと待ってくださいと、一年の生徒会役員が足取りも軽く廊下ろうかに飛び出して行く。

　だが、しばらくして戻もどってきた彼は、真っ青な顔をしていた。

「な、なくなってるんですけど……。あの、誰か他ほかに移動しました？」

「え、してないけど……」

　室内にいる生徒達は互たがいに顔を見合わせて首を振ふる。

「置いとける場所なんか他にないし……。確か、段ボール箱に入れてあったんだよな？」

「あ、いえ。箱使いたいって言われて、黒の大きなビニール袋ぶくろに入れ替かえたんです」

「え、うそっ!!　もしかして、黒い袋ってふたつあった？」

「はい」

「わっ、どうしよう。あたし、ゴミだと思って昨日捨てちゃった」

　ヤバイよと慌あわてた女生徒が、ゴミ捨て場へとかけだして行く。

　やがて戻ってきたときには、半べそ状態だった。

「回収された後だったよ。ちゃんと中身を確認かくにんすればよかった。どうしよ～」

「いえ、俺がメモとかつけとけばよかったんですよ。中が見えない袋だったし、あれじゃゴミと勘違かんちがいしても無理ないし……」

　しばらく場は騒然そうぜんとなったが、やがて作り直すしかないという結論に達した。

　飾り付けなんて気分の問題だから無くても進行に問題はないが、いつもあるものがなければ手抜てぬきみたいに見えてやはり盛り上がりに欠ける。

「残ってる材料ですぐはじめよう。足りない分は買い出しに行って。ほら、泣かないで。くよくよする暇ひまがあったら手を動かそう」

　会長がキビキビと指示を出す。

（さすがだ）

　自分だったら、きっと泣いてる子を慰なぐさめることに気を取られて、次の指示が遅おそくなっていただろう。

　一歩引いた場所で騒動そうどうを見ていた天来は、会長のリーダーぶりに感心する。

「申し訳ないけど、宮様ももうちょっと残って手伝ってくれるかな？」

「もちろん」

　天来はしっかり頷うなずき、その前にと携帯けいたいを手に廊下に出て、マンションの電話にコールする。

　いつもだともう学校を出ている時間帯だったし、これ以上遅くなったらきっと波多野が心配すると思ったからだ。

　繫つながった途端とたん、『誰だ！』と苛々いらいらした怒鳴どなり声が聞こえて「天来です！」と慌てて応こたえる。

『遅いっ!!　なにやってんだ!?』

「ちょっと学校でトラブルがあって、帰りがかなり遅くなりそうなんです。だから、先に夕ご飯食べててください」

『ああ？　トラブルなんぞほっといて、とっとと帰ってこい！』

「ほっとくなんてできません！　とにかく、遅くなりますから。出かけちゃ駄目だめですよ」

　長く話しても、ごねられるだけだ。

　伝えることは伝えたし、通話を切ろうとした瞬間しゆんかん、

「宮さ～ま～、夕食にはなにをご所望なさいますか～？」

　背後から、巫山戯ふざけた調子っぱずれの声が聞こえた。

　振り向くと、クラスメイトでもある生徒会役員のひとりがおどけている。

　どうやら、さっきまで泣いていた女生徒とこれから夕食の買い出しに行くようで、わざとおどけて雰囲気ふんいきを変えようとしているように見えた。

「皆みなさんと一緒いつしよのものでいいですよ」

「さすが宮様、お心が広い」

　天来は苦笑くしようしながら、「じゃあ、また後で」と携帯に告げて通話を切った。

　切る瞬間、携帯の向こうで波多野がぶうぶう文句を言っている気配がしたが無視した。

　文句を言い足りなくて向こうからかかってきたら面倒めんどうだなと思った天来は、携帯の電源を完全にオフにする。

　文句は帰ってから聞くから、今は手伝いに専念したい。

（……ごめんなさい）

　意味もなく携帯に謝ってから、ポケットにしまい込んだ。







　最初の予定通りの量と質を求めるのは無理がある。とりあえず寂さびしくない程度に飾り付けができればいいから。

　そんな会長の決断と指示で、作業は効率的にサクサク進んだ。

　部屋の中は、常に賑にぎやかだった。

　場の雰囲気が悪くならないよう、誰かがたわいのない話題を持ちだしては賑やかに会話する。

　単調な作業だから、たまにイラッとしてトゲのある発言をする者もいたが、すかさずクッションになるようなフォローが入る。

　作業の手を休めず、口も休めず……。

　リーダーがしっかりしてると、みんな不安感なく作業ができる。

（貴史さんは、リーダーとしてはどうなんだろう？）

　業績的には成功しているから、次々新人が入ってくる。

　その新人の中には才能のある者もいるだろう。

　そういった人をうまく後押しすることさえできれば、事務所の業績はまた上がる。

　だが、その一方で、才能がないと切り捨てられる者もいることを天来は知っている。

　使い捨てられたと逆恨さかうらみして、貴史に危害を加えようとした者がいることも……。

（阿倍さんがいなかったら、けっこう大事になってるんだよな）

　使ってくれと言う人間をすべて引き受けていたら、事務所としては成り立たない。

　学校の活動ではなく企業きぎようなのだから、ドライな感覚が必要だということもわかる。

　難しいなとため息をつく天来の耳に、廊下からドカドカとうるさい足音が聞こえてきた。

（え？　足音？）

　生徒が履はく学校指定のシューズではこんなうるさい足音はしないし、先生方も大抵たいていサンダル履きだからパタパタという音をたてる程度なのだが……。

　不思議に思っていると、バンッと勢いよく生徒会室のドアが開いた。

「お、いたいた」

「波多野さん!?」

　革かわのロングコートを引っかけ、顔を隠かくすためにか、色の濃こいサングラスをかけた波多野が、そこにいた。

「え？　なに？　なんで？」

　なぜこの男がいきなりここに現れたのか。

　意表を突つかれた天来は、ビックリしてガタンと立ち上がった。

「ほら、天来、帰るぞ。さっさと来い！」

「馬鹿ばか言うなっ！」

　偉えらそうに言う態度がカチンと気に障さわる。

「遅くなるってちゃんと連絡れんらくしたでしょう！　なんでここにくるんですか!?」

　そもそも……と、いつものように立て続けに文句を言いかけ、ハタと周囲の状況じようきように思い至る。

（うわぁ、しまった）

　おそるおそる視線を波多野から周囲へ移動させると、みんなビックリした顔で言葉もなくこっちを見ていた。

　いつもおっとりにこやかな天来の怒鳴り声に、心底驚おどろいたんだろう。

「……え～っと、宮様？　お迎むかえが来たのなら、今日はもういいですよ」

　お疲つかれさまでした、とさすがに一番早く我に返った生徒会長に言われ、恥はずかしさのあまり真っ赤になりながら、天来は慌てて生徒会室を後にした。







「もう、なに考えてんですか!?　しかも土足！　学校に通ったことがあるなら、土足厳禁だってことぐらいわかるでしょうに」

　ごっついブーツを履いた波多野の腕うでをつかんで引っ張りながら、天来は昇降しようこう口へと急いだ。

「それに！　外に出ちゃ駄目だって、ちゃんと言ったでしょう！」

「な～に言ってやがる。都合良く使われてた癖くせに」

「え？」

　不機嫌ふきげんそうな波多野の声に、天来はピタッと足を止める。

「都合良くって……。誰が？」

「おまえに決まってんだろうが。なんか変な声でからかわれてんの、携帯から聞こえたぞ」

「……あ、それ、もしかして、宮さ～ま～とか言う声のこと？」

「そうだ。──不思議ちゃんだからって苛いじめられてんだろ？　貴史だけじゃなく、そんな奴やつらにまで都合良く使われてんじゃねぇよ」

（もしかして……助けに来てくれた？）

　一風変わったところのある自分が、学校でみんなにからかわれたり、都合良く利用されてると勘違かんちがいして……。

「…………っ」

　堪こらえようとして手で押さえたが、堪えきれずにブフッと指の間から笑い声が漏もれた。

　外出しちゃいけない立場のくせに、携帯から漏れ聞こえた会話を勝手に悪いほうへ勘違いして、わざわざ迎えに来るなんて……。

（僕を助けに来るなんて……。もう、なんて馬鹿な勘違いしてるんだ）

　馬鹿らしくて、おかしくて笑いが止まらない。

　天来はこみ上げてくる衝動しようどうのままクスクス笑う。

　笑いながら、波多野の腕を引っ張って昇降口へと向かった。







「おい、いい加減、収まったか？」

　なんとか笑い終えたとき、天来は波多野が運転する車の助手席に収まっていた。

「あ……はい。なんとか……」

　笑い続けてお腹なかが痛い。

　笑い疲れた天来は、はぁっとため息をついた。

「ああ、もう……。波多野さんって変な人」

「おまえに言われたくねぇな」

「じゃあ、お互たがい様ですね。──あのね、波多野さん。僕、苛められたりなんかしてませんよ」

　天来はさっきの状況をきちんと波多野に説明した。

「だからね、あのとき僕を呼んだ彼は、場の雰囲気ふんいきを変えるためにおどけてただけなんです」

　それに、小学生でもあるまいし、苛めるために囃はやし立てるような幼稚ようちな真似まねをする高校生がいるものか……などとは言わない。

　真剣しんけんに心配してくれた人を、そんな風にからかうのはいけないだろうから……。

「心配してくれたことには感謝します。ありがとう」

「……ふん。そういうことなら別にいいさ」

　サングラスを外して運転する波多野の横顔は、微妙びみように照れくさそうに見えた。

「ところで、今どこ走ってるんですか？」

　普段ふだんタクシーを使ってるから、車での距離感きよりかんはなんとなくわかる。

　そろそろマンションについてもおかしくないぐらいの距離きよりを走っているのに、車の窓から見えるのは見覚えのない風景ばかりだ。

「久しぶりに外に出たしな。ついでに、少しドライブしようと思ってさ」

　適当に流してるんだと、波多野が言う。

「駄目だめですよ。どこで人に見られるかわかったものじゃないし、帰りましょう。……それに、この車はどうしたんです？　レンタカーですか？」

　波多野が乗ってきたのは、やたらと頑丈がんじようそうな四駆よんくのＳＵＶ車だった。

「いや。買った」

「買ったって……。いつ？」

「さっき。──借りもんの、ちゃっちい車乗んの好きじゃねぇんだ」

「好きじゃないからって、そんな簡単に……」

「簡単でもなかったぞ」

　ショールームに飾かざられていた車を強引ごういんに奪うばい取ってきたんだと、まるで武勇伝のように買い取った経緯いきさつを得意げに教えてくれる。

「無駄遣むだづかいのしすぎです！」

「うるっせぇなぁ。おまえは金持ちのお坊ぼつちゃまのくせに、ほんっとケチだよな」

　波多野が嬉うれしそうに反論してくる。

「ケチなんじゃなくて、堅実けんじつな経済感覚を持ち合わせてるんです。自宅のほうに普段乗っていた車だってあるんでしょう？」

「ねえよ。貴史がどっか持ってっちまって、隠しちまったから……」

　不満そうな顔で波多野がぼやく。

「……ああ、そうなんですか」

（なるほど、それか）

　思わぬところで思わぬ収穫しゆうかく。

　貴史が隠した波多野の宝物は、どうやら車だったようだ。

（車なんて、内緒ないしよにして楽しいようなものかな？）

　内緒だと言ったときの楽しそうな貴史の顔を思い出して、天来はひとり首を傾かしげる。

　波多野本人は、実物を見ないと良さがわからないと言っていたし……。

（どんな車なんだろう）

　なにか、とんでもなく変わった車なんだろうか？

　天来がひとりで考え込んでいると、波多野が話しかけてくる。

「なあ、どっか行きたいトコないか？」

「……マンションに行きたいです」

「そう言うなよ。外に出るの久しぶりなんだぜ。ちょっとぐらい遊ばせろ」

　運転しながら、波多野は視線を夜の街へと泳がせた。

　十二月も半ばの夜の街は、クリスマスイルミネーションのまばゆい輝かがやきで満ちている。

　イベント事に興味のない天来でさえ目を引かれてしまうぐらいなんだから、ずっと閉じこめられていた波多野にはたまらない誘惑ゆうわくだろう。

「仕方ないですね。でも……」

　滅多めつたに遊びに行かないから、遊ぶポイントがわからない。

「よくわからないんですけど、ただドライブだけしてて楽しいものですか？」

「コースによる。だから、どっか行きたいトコないかって聞いてんじゃねぇか」

「行きたいところ……ですか」

　特にない、と言いかけた天来の視界を、ふっと丸いフォルムがよぎる。

　少し離はなれたところにある観覧車の明かり。

「あ、遊園地」

「ん？　あれか？　よし」

「え、ちょっと待って。観覧車が見えたから遊園地って言っただけですよ」

「行きたくねぇの？」

「行きた……いかも……」

　いや、はっきり言って昔から行きたかった。

　遊園地みたいに沢山たくさんの人々が集まる賑にぎやかすぎる場所は、高齢こうれいの父親と病弱な母親と一緒いつしよに行くには向かない場所だったから、我慢がまんするしかなかったのだ。

　家族で行けるのは静かな展示会や小規模なクラシックのコンサートぐらいのもので、海水浴やキャンプなど、他ほかの子供達が経験するようなことは一切いつさいできなかった。

　みんなみたいに遊びたいと我が儘ままを言えば、駄目なお母様でごめんねと母親が悲しむ。

　幼いながらも天来は、悲しみが彼女の健康を蝕むしばむことを知っていた。

　だから口を閉とざし、ずっと我慢していたのだ。

　我慢することが癖くせになって、いつの間にか行きたいと素直すなおに言えなくなるぐらいに……。

「よし、じゃあ決まりな」

「……でも、時間も時間だし、もう終わってますよね？」

　フロントパネルについた時計は、もう九時を過ぎている。

「あ～、どうかな？　クリスマスシーズンだし、いつもより遅おそくまでやってるかもしんねぇぞ」

「でも、無駄足むだあしだったら悪いし……」

「いいから、とりあえず行こうぜ。駄目でも別にいいじゃねぇか。ドライブできるだけでも俺は嬉しいしな」

　波多野は、遊園地へ向かうべく、ぐっと大きくハンドルを切って、脇道わきみちへと入って行く。

　その横顔は、なんだかとても楽しそうだ。

（なんで、こんなに楽しそうなんだろう）

　波多野は、いつも感情豊かだ。

　大人おとなげもなく、ちょっとしたことですぐに怒鳴どなるし、拗すねるし、にやにや笑う。

　常に穏おだやかであることを自分に課してきた天来には、波多野のめまぐるしく変わる感情の波が珍めずらしくさえあった。

（僕は、ずっと我慢してたから……）

　楽しいとか悲しいとか悔くやしいとか、素のままの感情をそのまま表に出すことは天来にとってずっとタブーだった。

　杖つえを必要とする父親に無邪気むじやきにはしゃいで抱だきつくことなんてできなかったし、負の強い感情を見せるには天来の母親は弱すぎた。

　素直な感情をそのまま表には出さず、一度ゴクンと胸の中に飲み込む。

　そして、尖とがってはいないか激しすぎはしないかと、一度ちゃんと点検してから表に出す。

　天来のワンテンポ遅おくれの言動のはじまりは、実はそこにあった。

　ゆっくり物事を考える姿勢は、敬愛する父親とも似ていたから、天来にとっては一石二鳥だったのだが……。

（波多野さんみたいなのも、悪くないな）

　同じ時間を過ごしていても、波多野のほうが自分よりずっと楽しそうだ。

「よし、ついたぞ。ほら、降りた降りた。外寒いからな、ちゃんとコート着ろよ」

　やがて着いた駐車ちゆうしや場は、かなり空いていた。

「やっぱり、もう終わってるんですよ。こっちに戻もどってくる人しかいないし……」

　天来が車から降りるのをためらっていると、先に降りた波多野にドアを開けられ、強引に引っ張り出された。

「なに弱気になってんだ？　いっつも強気で怒おこってるくせに。──終わってるなら終わってるでいいじゃねぇか。まだ明かりついてて綺麗きれいだし、近くで見てこうぜ」

　ほら、来い、と、強引に手をつかまれる。

　その途端とたん、「なんだ、この手！」と波多野が大袈裟おおげさに驚おどろいた。

「僕の手、変ですか？」

「変だよ。すげー変！　氷みたいじゃねぇか。なんでこんな冷てぇんだ？」

「いつも、こんな感じだけど……」

　自分では変だとは思わないが、しっかりと天来の手を握にぎっている波多野の手の温度は、天来のそれよりずっと高く感じられた。

「男のくせに冷え症しようかよ。お坊ちゃまはこれだから……」

　冷え症とお坊ちゃまは関係ないだろうと天来が口答えするより先に、波多野は天来の手をつかんだまま、その手をズボッとコートのポケットに突つっ込んだ。

「こうすりゃ、ちょっとは温まるだろ。こっちが温まったら、そっちの手も順番で温めてやるから、それまで我慢してろ」

「……ありがとうございます」

（頼たのんでないけど……）

　でも、温かいのは事実だ。

　誰かと手を繫つないで歩くなんて、何年ぶりだろう。

　なんだか照れくさくて、頰ほおが熱くなる。

　遊園地の入り口につくと、やっぱりすでに閉園時間は過ぎていた。

　だが、クリスマスシーズンの間は、観覧車だけは時間を延長して動かしていると窓口の女の人が教えてくれる。

　今なら、まだ間に合いますよと言われ、チケットを購入こうにゆうして遊園地の敷地しきち内に入った。

　コーヒーカップ形の乗り物や、宙に浮ういた動物を象かたどった乗り物など、天来は物珍しさにきょろきょろと辺りを見回す。

「おい、よそ見すると転ぶぞ」

「子供じゃないんだから転びませんよ。メリーゴーラウンドって……あ、あれですね」

　遠目に見える乗り物を指さした途端、タイミングよくメリーゴーラウンドの明かりが消えた。

「……残念」

「なんだ、あれに乗りたかったのか？」

「いえ、近くで見たことなかったんで、ちょっと興味があっただけです」

「まさか、遊園地がはじめてだとか言うんじゃねぇだろうな」

「……いけませんか？」

「いけなかねぇけど……。やっぱ、あれか？　お坊ちゃまだけに、下々の者とは一緒に遊べないってことか？」

「違ちがいます！……両親とも、あまり人混みに出るには向かない身体からだだっただけです」

「ああ、そういうことか」

　ふんふんと波多野が頷うなずく。

「だったら、今度は営業時間内に連れてきてやるよ。約束だ。楽しみにしてな」

（今度なんて……）

　本来なら外出しちゃいけない立場の人間が、なにをえらそうにと天来はあきれた。

（でも波多野さん、『僕』と約束したんだ）

　たわいのない口約束だけど、なぜか勝手に口元がゆるんでしまう。

「おっと、急がねぇと乗りっぱぐれるぞ」

　遠くに見える観覧車の前で、係員らしき人が締しめ切りますよとマイクでアナウンスしていた。

「ちょ、ちょっと……」

　繫いだ手を波多野に強く引っ張られて、転びそうになりながら天来は走った。

　なんとか間に合って観覧車に乗り込んだが、落ち着く暇ひまもなく扉が閉められ、乗ったゴンドラがゆらりと揺ゆれる。

「うわっ！　なに、これ？」

「上から吊つられてるんだから、そりゃ揺れるさ」

「それはわかってるけど……」

　頭ではわかっていても、足元の鉄板の下が地面ではないことが不安で落ち着かない。

（ひ、飛行機だって似たようなものだし……）

　いや、吊られていない分、飛行機のほうがもっと不安定なはずだ。

　だから、きっとこれも大丈夫だいじようぶ。

　天来は脇わきの手すりにしっかりしがみつき、足元を見て心の中で何度も唱える。

「そっか、これに乗るのもはじめてか。そんなビビるなって。大きく揺れたりしねぇから安心しろ」

　おそるおそる顔を上げて向かい側に座っている波多野を見ると、楽しげににやにやしていた。

（……面白おもしろがってる）

　少々不愉快ふゆかいだが、人が怖こわがる様をみて面白がれるのは、波多野がここは安全だと確信しているからこそだ。

　そう思うと、怖い気持ちが徐々じよじよに消えてくる。

　余裕よゆうが出てきた天来は、改めて窓の外に視線を向けた。

「……うわぁ、すごい！　すごく美しい」

　眼下に広がるのは、色とりどりの街の明かり。

　うっすらと霧きりが出ているようで、見下ろす街の明かりは微かすかに滲にじんで、より輝かがやいているように感じられる。

　ゆっくりと上昇じようしようしていく観覧車から見える光景に、天来はすっかり夢中になった。

「マンションの窓から見える光景と、そんな変わらねぇような気がするがな」

　確かにそうで、違うのは三百六十度見渡みわたせることぐらい。

　もしかしたら不安定な場所にいる不安感が、気分をより高揚こうようさせているのかもしれない。

「それでも、やっぱり美しいです」

　どんな理由があろうと、綺麗だと感じる気持ちは本物だ。

「波多野さん、連れてきてくれて、ありがとうございます」

　嬉うれしい気持ちのままにお礼を言うと、波多野はビックリした顔をする。

「天来は、たまにもの凄すごく素直すなおだよな。──よし。じゃあ、礼代わりにキスしろ」

　気を取り直した波多野が、にやにや笑って、妙みようなことを言い出した。

「……キスですか？　僕、胸膨ふくらんでませんけど」

「そんなの見りゃわかる。いいからしろ！」

（胸膨らんでなくてもいいんだ）

　別にいいけどと思いつつ、天来はゆっくり立ち上がった。

　動くと、やっぱり少し揺れる。

　天来はおそるおそる近づいて行って、かつて両親がしてくれたのと同じように、波多野の額に軽くキスをした。

「額かよ！」

　キスした途端、波多野が眉間みけんに皺しわを寄せた。

「天来は、ほんっとお坊ちゃまだなぁ」

　天来は文句を言われるのかと身構えたが、予想に反して波多野はやけに嬉しそうに微笑ほほえむ。

（変な人）

　波多野の目尻めじりに寄った笑い皺が、なんだかとても優やさしそうに見える。

　天来は、不思議と幸せな気分になっている自分に気づいて、どうしてだろうと首を傾かしげた。
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　いつものようにマンションの前でタクシーを降りた。

　両手に買い物袋ぶくろと鞄かばんを提さげてエントランスに入り、郵便受けをチェックしてからエレベーターホールに向かう。

（あれ？）

　さっきまで人の気配はまったくなかったのに、すぐ後ろに立っている人がいる。

（入り口にも郵便受けのところにも、誰もいなかったのに……）

　なんだか不自然な感じがした。

　天来は一旦いつたんエレベーターに乗り込んでから、扉とびらが閉まる寸前にもう一度外に出た。

「チッ」

　その途端とたん、耳に届くのは悔くやしそうな舌打ちの音。

　閉まる扉の隙間すきまから見えたのは、中年に差しかかったぐらいの年齢ねんれいの男だった。

（なにか、変だ）

　天来はもう一基のエレベーターに乗り込み、いつもよりずっと下の階で降りた。

　不安な気持ちに急せかされるまま、非常階段を最上階まで駆かけ上がる。

「ただいま帰りました」

　息が切れたまま、急いで家の中に入った。

　まっすぐリビングに向かうと、意外な人が出迎でむかえてくれた。

「お帰り、天来くん」

「あ、……貴史さん」

　メールで連絡れんらくは取り合っていたけれど、顔を見るのはここに来て以来だ。

　波多野はと言うと、いつものソファで、もの凄い仏頂面ぶつちようづらをしている。

「なにか、あったんですか？」

「まあね。──その前に。息切らしてどうしたの？」

「あ、階段駆け上がってきたから……。──下のエレベーターホールで変な人がいたものだから、ちょっと不安になってしまって」

「どんな人だった？」

「帽子ぼうしを目深まぶかに被かぶって、アーミー風のジャンパーを着た中年の男の人でした」

　ちょっと神経質すぎましたねと、天来は貴史に向かって自嘲じちよう気味に苦笑くしようしてみせたのだが、貴史の視線はすでにこっちに向いていなかった。

「たぶん間違まちがいないぞ。だから言っただろう？」

「おまえがつけられたんじゃねぇの？」

「俺はそんなヘマはしないよ」

　波多野と貴史は、ふたり共に不機嫌ふきげんそうな顔でにらみ合っている。

「あ、あの……。いったいなにがあったんです？」

「ああ、蚊帳かやの外にしちゃってゴメンね。──実は、写真がネットにＵＰされちゃったんだ」

「写真？」

「そう。君達ふたりが仲良く手を繫つないで、遊園地を走ってる写真」

「えっ!!……あのときの……」

「けっこうな枚数撮とられちゃってたみたいなんだよね」

　あの日、たまたま居合わせた女性が、目の前を走って行く目立つ二人組に思わずカメラを向けて撮影さつえいしたものを、そのまま自分のブログに貼はり付けてしまっていたのだと貴史は言った。

「……それって、肖像権しようぞうけんの侵害しんがいですよね」

「そうだけど。はまりたてのブロガーには、その手の認識にんしきを持ってない人も多いからね」

　俳優をしていた頃ころの波多野のファンが、たまたまそのブログをブックマークしていたことで、かつてのファン仲間の間で話題になってしまったらしい。

「そのブログ主からはもう写真を買い取らせてもらったんだけどね。気づくのがちょっと遅おそかったみたいで、このマンション、例の記者にばれちゃってるんだよ」

「じゃあ、さっきの人が？」

「間違いないと思うよ」

「でも、写真を見たぐらいで、居場所がわかっちゃうものですか？」

「ああ、それはね。これのせいだよ」

　歩み寄ってきた貴史が、天来の制服のネクタイをすくって手に取った。

「ブログの常連に高校の制服に詳くわしい人がいたようで、コートの襟口えりぐちから覗いていたこのネクタイの色と制服のスラックスの模様とで、天来くんの高校が割り出されてコメント欄らんに書かれちゃったんだよ」

　天来は一風変わった雰囲気ふんいきのせいでどうしても目立ってしまうから、学校前で張られたらすぐに見つかるし、乗ったタクシーを追うことだって可能だったろう。

「……ごめんなさい」

「天来くんが謝る必要はないよ。もともと、巻き込んだのは俺達のほうなんだし……」

　でもね、と貴史がにっこり笑う。

「なにか対策を考えないとまずいと思うんだよ」

「──対策？」

　嫌いやな予感がして、天来は軽く眉まゆをひそめた。







　そして、翌日。

　天来は、あの夜に波多野が買った車の助手席にいた。

　運転席には阿倍がいて、車の持ち主である波多野は、後部座席を倒たおし、ふてくされた顔で寝転ねころがっている。

　貴史が対策として提案したのは、波多野のマンションからの移動だった。

　仕方ないことだとは思ったが、あの夜以来、ふたりきりの生活がかなり楽しくなっていた天来は、これでこの生活も終わるのかと少しガッカリした。

　でもその直後、「天来くんも一緒いつしよに行くんだよ」と言われ、さらに目的地が幼い頃に使っていた別荘べつそうだと知らされて、気分が一気に浮上ふじようした。

　スクープ狙ねらいの記者は少しばかり手段を選ばないことをする危険のある人物だから、顔を覚えられてしまった天来も危険だと言われたのだ。

　冬休みまではあと数日あったのだが、インフルエンザに罹かかったことにして、学校も一足先に休む段取りがついている。

「今から行くの、母の夏の静養に使っていた別荘なんです。静かでいいところなんですよ」

「あー、そうかよ。……でも、おまえん家ちの別荘なんて、ちょっと調べられりゃすぐバレるんじゃねぇの？　移動するだけ無駄むだかもよ」

「それは大丈夫だいじようぶです」

　天来が二十歳はたちになったら相続する約束にはなっているが、その別荘の本来の所有者は、京都の祖父だ。

　母の静養のための建物だから本当に静かな場所にあって、両親の死後は賑にぎやかな場所が好きな貴史と休暇きゆうかを共にしていたせいで、最近はまったく使っていなかった。

「あそこを最後に使ったのは、たぶん京都の従兄弟いとこ達ですよ。年末の喧噪けんそうを避さけて、あそこで受験勉強したって言ってましたし」

「へえ、じゃあ貴史も使ったりしたのか？」

「え？……ああ、貴史さんは父方の親戚しんせきなんで、それはないですね」

「……ん？　ちょっと待て。おまえの親父おやじさんって、七十くらいで結婚けつこんしたんだよな？　なんか変じゃねぇか？」

　晩婚ばんこんの家系？　と不思議そうな呟つぶやきが後部座席から聞こえてきた。

「ああ、貴史さんは正確には従兄弟じゃないんです」

　説明するのが面倒めんどうだから従兄弟と言ってるが、実は貴史は天来の従兄弟の子供、天来から見て従甥じゆうせいということになる。

「父の妹の嫁とつぎ先の家系で、あまりつき合いはなかったんですが、父の葬儀そうぎの際に親身になって手伝ってくれたのがきっかけで親しくなって……。それ以来、なんとなくお互たがいに従兄弟ってことにしてるんです」

　──大変だったね。なにか困ったことがあったら、なんでも相談して。親父より俺のほうが天来くんと歳も近いし、話しやすいだろう？

　初対面の彼は、とても紳士しんし的で優やさしかった。

　たとえ、どんな下心があったのだとしても、それで慰なぐさめられたのは事実。

　美しい姿形に、子供のように貪欲どんよくな小悪党の心。

　そのアンバランスな魅力みりよくに惹ひかれていたのも事実。

　都合良く利用されていると自覚しても、天来はやっぱり貴史を嫌きらいにはなれそうにない。

「なんだよ。それで、あんな大きな顔してやがんのか。あきれた奴やつだな」

　後部座席の波多野は不機嫌そうに言うと、大きく伸のびをしてごろんと横向きになる。

（……寝ねちゃう気かな）

　車に乗ってからずっと不機嫌だから、そのほうが都合がいい。

　波多野の不機嫌の理由は、突然とつぜんの移動ではなく、自分の車を自分で運転できないこと。

　波多野にハンドルを委ゆだねたら、どこにぶっ飛んで行くかわからないという貴史の判断だった。

　正しい判断だと思う。

　あの夜も、遊園地からまっすぐマンションに戻もどらず、あちこち連れ回されて、戻ったのは日付が変わってからだったのだから……。

（でも、楽しかったな）

　スピードを出したがる波多野を必死で止めながら、意味もなく夜の街を走った。

　ドライブインで買ったコーヒーは、舌は不味まずいと訴うつたえたけど、天来には美味おいしく感じられた。

　観覧車に乗った後で、なんだかハイになっていただけかもしれないけど……。

　ぼんやりと思い出していると、運転席の阿倍が「天来さん」と遠慮えんりよがちに話しかけてくる。

「実は、あなたに謝らなければならないことがあるんです」

「え？」

　天来は、阿倍の横顔を見た。

　阿倍は言いづらそうに何度かためらった後、思いきって口を開く。

「社長が、あなたの屋敷やしきに手を加えています」

「手って……。──え？　あ、もしかして……リフォームとか？」

「はい。それも、かなり社長好みの方向に……」

　何日か目を離はなしている隙すきに業者が入りはじめ、何度も説得を試みたのだが、まったく聞き入れてくれない。

　そんな阿倍の説明を、天来はぼんやりと聞いていた。

（あの屋敷が、貴史さんの好みに……）

　大理石とスワロフスキーに覆おおわれた、煌きらびやかだけど、どこかひんやりとした雰囲気の屋敷に生まれ変わりつつあるのだろうか？

　母親との結婚が決まった後、彼女のために父親が建てた屋敷だった。

　衝撃しようげきを吸収する毛足の長い絨毯じゆうたんに覆われた床ゆか、柔やわらかくまろやかな曲線の木の手すりに、目に優しい穏おだやかな光を放つ間接照明。

　住む人を温かく包み込んでくれるような屋敷だったのだが……。

「以前の家具類などは処分しないように業者に言ってありますから、ある程度は元に戻せると思うのですが……」

「その必要はありません」

　あれは、母親のための屋敷だった。

　彼女がいなくなった今となっては、元に戻す意味はない。

　両親との思い出が色濃いろこく残る屋敷の姿を失ったのは辛つらいけど、一度壊こわされたものは、どうあがこうと完全に元には戻らない。

　中途半端ちゆうとはんぱに戻したら、むしろ以前との違ちがいが目について辛くなるだけだ。

「それと、もうひとつ」

「まだあるんですか？」

「はい。──どうやら、住み込みの家政婦ふたりを、必要ないと解雇かいこなさったようです」

「……そんな」

　ピシッと、胸の中でなにかが割れたような音がした。

　看護師の資格も持っていた彼女達は、生前の母親の看護をまるで本当の家族のように親身になってしてくれていたのだ。

　ふたりともすでに六十を越こえているし身寄りもないことから、働けなくなった後もずっと屋敷に留とどまっていてもらうつもりだった。

　父親からも、自分にもしものことがあった後は、おまえが彼女達を助けてあげるようにと言われていた。

　十年以上もあの屋敷で暮らしていた彼女達には、他ほかに帰る家はないというのに……。

「……僕にとっては、家族も同然だったのに……」

　物ならば壊されてもいい。

　だが、人との繫つながりを壊されるのは許せそうにない。

「お役にたてず、本当に申し訳ありません」

　阿倍が真摯しんしな声と表情で謝る。

　本心からの言葉だとわかるだけに、天来は胸が痛くなった。

「阿倍さんが謝る必要はありません。あなたに頼たのんだ、僕が愚おろかだったんです」

　そう、貴史に関することでは、自分と阿倍は似ていると、以前から天来は感じていた。

　あの小悪党の魅力に惹かれて、これ以上悪い方向に行かないようにと、ついつい甘やかしてしまうところが……。

　見張ることはできても、止めることはできない。

　仕方ないと言って、ずるずる許してしまうから……。

「……僕が……愚かだったんです」

　もう一度、絞しぼり出すようにそう言ってから、天来は携帯けいたいを取り出した。

　弁護士に連絡れんらくして事情を話し、彼女達を捜さがしてくれるようにお願いする。

　見つけたら、その後は彼女達が今後の人生に困らぬよう、できる限りのことをしてくれるように頼んだ。

　もう一度戻ってきてくれと頼むことはできなかった。

　もともと、彼女達と貴史とはソリが合わなかったのだ。

　こんな目に遭あわされた後で、また一緒いつしよに暮らす気にはならないだろう。

　完全に仕事から引退してもらって、残りの人生を穏やかに過ごしてもらったほうがいい。

（……僕は、いつまで貴史さんと一緒に暮らしていくんだろう）

　残りの時間は、そう長くないような気がしていた。







　目的地が近づくにつれ、道路脇どうろわきに白いものが見えはじめる。

　すっかり雪に覆われていた別荘べつそうは、管理を頼んでいる業者の手で換気かんきされ、綺麗きれいに掃除そうじされていた。

　食料も大量に運び込まれていて、当分不自由しなそうだ。

「波多野さん、お茶でも飲みませんか？」

　別荘内を一通り見て確認かくにんした天来は、ふてくされた顔でロッキングチェアーに揺ゆられている波多野に声をかけた。

「酒」

「……仕方ないですね。日中に飲むのは今日だけですよ」

　波多野がふてくされているのは、阿倍が波多野の車で東京に戻ってしまったせいだ。

　オモチャを取り上げられてふてくされている、まるで子供だ。

「ワインがいいんですよね？　赤ですか？　白ですか？」

「白！　チーズかナッツがあったら持ってこい」

「はいはい」

　言われるまま、白ワインに合いそうなつまみを見繕みつくろって用意する。

（そういえば、こういうことするの、はじめてだな）

　一緒に暮らしはじめた日から、ずっと天来のほうが面倒めんどうを見てもらっていたから……。

　阿倍の話を聞いてから、ずっと無力感に苛さいなまれていたから、どんな形であれ誰かの役にたてるのは嬉うれしい。

　いそいそと用意してテーブルセッティングする。

　苦労してワインのコルクを開けていると、いつの間にか歩み寄ってきていた波多野に「貸せ」とひょいっと奪うばい取られた。

　ポンッと小気味良い音をたてて、ワインが開く。

「おい、グラスがふたつあるぞ」

「あ……。えーっと、ちょっとだけ、飲んでみたいような気分なんで……」

　少し分けてください、と頼むと、波多野はころりと機嫌きげんをなおして笑顔えがおになる。

「おお、飲め飲め。はじめて飲むんなら、もうちょい甘いワインのほうがいいかもな」

　いきなりフットワークが軽くなって、ワインセラーを見に行こうとする波多野を、天来は慌あわてて止めた。

「あ、これで大丈夫だいじようぶです。前に飲んだことありますし」

「飲んだことある？　未成年者の飲酒は犯罪だとか言ってなかったか？」

「貴史さんに勧すすめられて、断れなかったんですよ」

「……貴史に勧められると飲むのか」

　俺が勧めても飲まなかったじゃねぇか、と今度はころりと機嫌が悪くなる。

「そういうのは、貴史さんの仕事関係の人もいる席での話ですよ。そういう場で断ったりすると、場の空気を悪くするかと思って仕方なく……」

（もう、なんでこんなことで怒おこるんだろう）

　わけがわからないながらも、せっせと言い訳すると、少しだけ波多野の表情がゆるんだ。

「仕方ねぇか。天来は気遣きづかい屋さんだもんな。──よし、じゃあ飲むぞ」

　波多野は、トクトクトクと零こぼれるほどにグラスにワインを注ぐ。

「ほら、乾杯かんぱいするぞ」

「え、あ……はい」

　急せかされるままグラスを持って乾杯しようとしたら、波多野が乱暴にグラスをぶつけてくる。

　零れたワインで、手がびっしょり濡ぬれた。

「うわぁ、もう、波多野さん酷ひどい」

　それが意味もなくおかしくて、なんだか笑いが零れた。







　だらだらと飲んでいるうちに日が暮れ、窓の外では雪が降りはじめた。

　降り積もる雪は、周囲の音を柔やわらかく包んで隠かくしてしまう。

　もともと静かな場所に建てられた別荘だけに、こうなると外界の物音は遠ざかり、聞こえるのは空調の音と微かすかな風の音だけ。

　飲みながら、色んな話をした。

　互たがいの家族の話や、天来の学校での話。

　どうやら、いまだに波多野は苛いじめ疑惑ぎわくを密ひそかに抱いだいているようで、天来はその疑い深さがおかしくて仕方なくて、酔よった勢いもあって笑い転げた。

「なあ、あれ、弾ひけるのか？」

　会話が途切とぎれ、ふっと静寂せいじやくが訪おとずれた瞬間しゆんかん、波多野が部屋の隅すみにあるピアノに目を留めた。

「どうでしょう？　父が亡なくなってから誰も触ふれてないかもしれないけど……」

　天来は、国産のアップライトピアノに歩み寄り、蓋ふたを開けて、低いほうから順番に一音ずつ鍵盤けんばんをリズミカルに叩たたいていく。

「ん、大丈夫そうですね」

　どうやら、定期的に調律師に見てもらっていたようだ。

　音感に自信のある天来は、満足げに頷うなずいた。

「よし、じゃあ、弾かせてみろ」

　グラス片手に歩み寄ってきた波多野は、ピアノの上にグラスを置くと、椅子いすに座り確かめるように鍵盤を軽く叩く。

「生ピアノってのも悪くねぇな」

　ほぐすように両手を振ふってから、波多野は本格的にピアノを弾きはじめた。

（ショパンのマズルカだ）

　その中でも特に明るく陽気な曲。

　出会った日に天来が話した両親の馴なれ初そめ話が記憶きおくに残り、それで波多野はショパンを選んだのだろうか？

　父親の耳に届いたのは、こんな陽気な曲ではなく、穏おだやかで優美なメロディの曲だったのだが、こっちのほうが波多野には似合っている。

「どうだ？」

　ピアノの側に立ったまま黙だまって聞き惚ほれていると、演奏を終えた波多野が得意げに見上げてくる。

「素晴すばらしかったです」

　天来はパチパチと両手を叩いた。

「楽譜がくふ通りじゃなかったけど、こういう編曲も悪くないですね」

　本来のものより、ずっとアップテンポで軽かろやかに仕上がっていて、気分も浮うき立つ。

「ま、しょうがねぇ。俺のは聞きかじりだからな」

「え？　楽譜見たことないんですか？」

「聞いただけ。つーか、俺、ピアノを正式に習ったことねぇしよ」

　独学でキーボードを弾いていたのだと、波多野は言った。

「でも、音楽の勉強をするための学校に行ったって言ってましたよね？」

「……あーあれな。試験の為ための曲の練習だけはしたんだけどな……。あー、まあ、なんだ。すぐに辞やめちまったんだよ。俳優業で顔が売れすぎてて、勉強するどころじゃなくてさ」

　その後は俳優時代に知り合った音楽関係の人間から直接アドバイスを受けたりもしたが、ほとんど独学で知識をつけた。

「すごいですね。それで仕事ができるようになるまでになったんですか」

「仕事か……。これでできてるって言うのかねぇ」

　波多野は天来に向けていた視線を、ふっと鍵盤に落とす。

「ま、いいや。──今度はおまえが弾け」

「え、僕ですか？」

　いきなり振られて、天来はギクッとした。

「さっきの感じからして、弾けるんだろう？」

　お坊ぼつちゃまなんだし……と、波多野がわけのわからないことを言う。

「ピアノを学んだのは確かですけど……でも、弾けるようにはならなかったんです」

　楽譜通りになら弾けるが、波多野のように感情を乗せた演奏はできない。

　天来は、子供の頃ころからクラシック音楽に囲まれて育ってきた。

　そのせいもあって、謙遜けんそんではなく音楽に対する理解も深いし、聴きく耳もある。

　だから自分が弾くピアノの音色が好きにはなれず、両親の死後は自然と演奏から遠ざかってしまっていたのだ。

　そういう話をポツポツとすると、波多野は「天来は生き真面まじ目めだからなぁ」と、なんだかとても優やさしい顔で微笑ほほえんだ。

「弾きたくねぇなら無理強むりじいはしねぇけどさ」

「……弾きたく……ないわけじゃないんですが……」

　むしろ弾けるものなら弾きたい。

　自分の音色を聞く度たび、徐々じよじよに降り積もっていく失望感にめげてしまっただけで、弾くこと自体は好きだったのだ。

　プロの技術力はなくとも、家族のために弾く父親の温かなピアノの音色が大好きだった。

　自分もあんな風に、大切な人のために弾けるようになりたいのだが……。

「じゃあ、弾け」

　立ち上がった波多野に背中を押され、ピアノの前に座らされる。

「でも、久しぶりだから指が動かないし、それにいま酔ってるし……」

「だからいいんじゃねぇか。失敗しても酔ったせいにできるしな」

「……狡ずるくないですか？」

「ないない」

　ほら弾け、と手の平でポンと背中を叩かれた。

　その勢いのままピアノに向き合い、おそるおそる鍵盤に手を置く。

（……しょうがないか）

　ここまで来て逃にげるのは、いくらなんでも往生際おうじようぎわが悪すぎる。

　以前に何度も演奏したことのある、ショパンの中では比較的弾ひかくてきひきやすいノクターンを選んで弾いてみる。

「……あっ……」

　以前はつかえることなく最後まで弾けていたのに、酔っているせいなのか、それとも久しぶりだからか、思うように指が動かない。

　何度もつかえた天来は、その都度、馬鹿ばか正直にも声や態度にまで出してしまう。

　椅子の背もたれに手をかけ、天来の顔の脇わきから、鍵盤を覗のぞき込むようにしている波多野の唇くちびるが、その度ににやにやと笑うのが視界の隅に見えた。

（もう、なんだよ）

　一生懸命いつしようけんめい弾いているのに笑うことはないじゃないかと、天来はムキになって演奏を続けた。

　失敗するもんかと気負うせいで、鍵盤を叩く指の力がいつもより強くなる。

　うっかり失敗してしまうと、悔くやしくなって、またさらに力が入る。

（こんなの、ノクターンじゃない）

　耳に聞こえてくるのは、乱暴なタッチの耳障みみざわりなメロディ。

　やっぱり駄目だめだとガッカリする反面、自分がこんな不様な演奏をしているのが妙みようにおかしく感じられた。

　穏やかでも温厚おんこうでもなく、意固地な雰囲気ふんいきの漂ただよう不器用なメロディ。

　でも、これが、今の自分にできる精一杯せいいつぱいの演奏だ。

（……まあ、いいか）

　ここで演奏を止めたら、波多野にまたにやにやされそうだ。

　天来は開き直って、乱暴な演奏を続けた。

　なんとか最後まで演奏すると、いきなり頭を軽くコンと小突こづかれた。

「なかなか楽しい演奏だったな」

　なにを偉えらそうにと、ちょっとムッとする。

　でも……。

「……僕も楽しかった…………かもしれない」

　開き直ってからは、余計なことは考えず鍵盤を追うのにただ夢中だった。

　もう少し弾き続けていたいと感じるぐらいには楽しかった。

「楽譜通りに弾けねぇほうが感情が出しやすいみたいだな。ま、あれだ。お上品にすました顔してるより、怒おこった顔のほうが可愛かわいく見えるのと同じ理屈りくつなんだろ」

（感情が……出しやすい）

　天来は、波多野の言葉を胸の中で反芻はんすうした。

（型にはまってるってことかな？）

　普段ふだんの天来は、在ありし日の父親の姿をトレースしたように振る舞まっている。

　でも、波多野と一緒いつしよだと、それがうまく行かない。

　素すっ頓狂とんきような言動についつい釣つられて、怒ったりムキになったりしてしまうから。

（波多野さん、僕が怒っても気分悪くしないから……）

　それどころか、むしろ楽しそうな顔をする。

　年上の人相手にこの態度はまずいと思いつつ、いつまでも怒るのを止められないのはそのせいもあると思う。

　ある意味、自分は波多野に甘えているのかもしれないと、天来は鍵盤けんばんを眺ながめたままぼんやり考えた。

「──おい、天来」

　いつの間にかソファに戻もどっていた波多野に声をかけられ、天来は椅子いすに座ったままで振り向いた。

「怒らずに聞けよ」

「なんです？」

　背もたれに手をかけ、首を傾かしげる。

「あのな、おまえ、今度のことが終わったら貴史から離はなれろ」

「……どうして？」

「陳腐ちんぷな言い草だがな、お互たがいのためにならねぇからだよ。──おまえは貴史を甘やかしすぎたし、我慢がまんもしすぎた。なにをしてもおまえに許されるって知ったから、貴史はどこまでも増長する。……そろそろ潮時なんじゃねぇのか？　まあ、おまえが貴史に惚ほれてるんなら、それもありなんだろうが……」

　違ちがうんだろ？　と聞かれて、天来はゆっくり頷うなずいた。

「だったら離れろ。あいつと一緒にいると、今以上に酷ひどい目に遭あうぞ」

（波多野さん、話を聞いてたんだ）

　阿倍と話をしている間も、その後弁護士に電話したときも波多野は一言も声を発しなかった。

　だから、眠ねむっているんだろうと思っていたのだが……。

「貴史に便乗して、おまえを側に置いてる俺が言うこっちゃねぇのかもしれねぇがな」

　気まずいのか、照れくさいのか、波多野は天来から目をそらした。

　風呂ふろ入ってくると呟つぶやいて、そのまま部屋から消える。

「……波多野さんだって、同じ立場のくせに」

　貴史に利用されているのはお互い様なのに……。

　波多野は、けっこうお節介せつかいだし心配性しんぱいしようだ。

　車を降りてから酒を飲みはじめるまで、ずっと不機嫌ふきげんだった波多野。

　自分の車を取り上げられたからだけじゃなく、もしかしたら車の中であの話を聞いていたせいもあって不機嫌だったのかもしれない。

　そうだったらいいと、波多野が消えたドアを眺めながら、天来はぼんやりと考えていた。










　ワインを飲んだせいだろうか、天来は翌朝かなり寝坊ねぼうした。

　遅おくれて起き出していくと、とっくに起きていた波多野がキッチンに簡単な朝食を用意してくれていた。

　だが、散歩にでも行ったのか本人の姿はない。

　昨夜の雪はやみ、窓の外には青空が見えている。

　散歩するには良い日和ひよりだ。

（ここら辺、あまり人来ないから大丈夫だいじようぶだろうけど……）

　せっかく用意してもらった朝食だが、ひとりで食べるのは妙に味気ない。

　戻ってこないかなとゆっくり食べたが、食べ終わっても波多野は戻ってこなかった。

　食器を洗い、することがなくなった天来は、暇潰ひまつぶしの本を探して二階にある書庫に向かった。

　両親が好んで読んでいた詩集や画集を物色し、脚立きやたつに軽く腰こしかけてページをめくっていると、微かすかにピアノの音が聞こえてくる。

（波多野さん、帰ってたんだ）

　天来は思わず、眺めていた画集をパタンと閉じた。

　下りていこうかどうしようかと考えながら、ピアノの音色に耳を傾かたむける。

　そのメロディラインには聞き覚えがあった。

　クラシック音楽ではなく、貴史の事務所に所属する売れっ子女性ボーカリストのラブソング。

　曲を提供したのは、同じく貴史の事務所に所属する人気バンド、メイズのボーカル。

　波多野がゴーストライターを務めている人物だ。

（この曲も波多野さんが作ったのか……）

　耳によく馴染なじむ、なめらかで優やさしいメロディライン。

　かつて貴史から聞かされたとき、とても美しい曲ですねと感想を言った記憶きおくがある。

　作った人が違うと知っても、この曲の美しさは変わらない。

　でも、この曲を作ったメイズのボーカルのファンが、自分達は騙だまされていたのだと知ったらどうだろう？

　曲の美しさは変わらなくとも、曲を聴きく心にはフィルターがかかってしまうんじゃないか？

　欺あざむかれていたことに対する、失望と怒りのフィルターが……。

　波多野のしていることは悪いことだと思うが、ゴーストライターだと知ったあの日以降、天来はそのことには触ふれずに生活していた。

　諸悪の根源が従兄弟いとこの貴史だという事実が、天来にとっても重荷になっていた。

　貴史のすることを仕方ないと許している自分に、なにも言う資格はないと……。

　でも、実際に曲を聴くと、なんだか口がむずむずしてくる。

（こんなに美しい曲なのに、自分の作品だって言えないなんて……）

　事実を公表するのは無理だとしても、せめてこれから作る曲は、自分の名前で公表できるようになって欲しかった。

　今のまま、陰かげの存在で甘んじていては、波多野の才能が日の目を見ることはない。

（ショータさんは波多野さんの曲を自分の名前で発表すること、どう思ってるんだろう）

　貴史が屋敷やしきに何度か連れてきたから、天来は女性ボーカリストともメイズのメンバーとも面識がある。

　メイズのボーカルであるショータを、やんちゃな雰囲気ふんいきの好青年だとも思っていた。

　一気にブレイクしただけあって、確かに歌はうまいし、ビジュアルもいけている。

　でも彼は、波多野の作った美しいメロディを我がものにして今の人気者の座についたのだ。

（波多野さんは苦しんでるのに……）

　自由になりたいと、波多野は呟いていた。

　気が乗らないと一向に曲を作ろうとしないのも、精神的に追い詰つめられている部分があるせいなんじゃないだろうか？

　考えているうちに、天来はどんどん不愉快ふゆかいになってきた。

　我慢しきれなくなって、すっくと立ち上がると一階に下りる。

「おう、おはよ。ちゃんと朝ご飯食べてたな。二日ふつか酔よいにはなってねぇか？」

「平気です」

　ご機嫌そうに話しかけてくる波多野に冷ややかに答えながら、天来はピアノを弾いていた波多野にずんずんと近寄っていって、目の前に立った。

「なんだよ、なに怒ってやがんだ？　怖こわい顔しやがって」

「波多野さん、悔くやしくないんですか？」

「ああ？　なんのことだ？」

「自分の曲を他人のものにされて、悔しくないんですか？　ショータさんが得ている評価は、本来なら波多野さんのものだったのに……。これからもずっと利用され続けているつもりなんですか？」

　天来が不愉快な気分を吐はき出すと、波多野は「驚おどろいたな」と嬉うれしそうな顔をした。

「天来は生き真面まじ目めさんだ。いつかはゴーストの件に突つっ込んでくるって覚悟かくごはしてたが……。まさか、そんな風に攻せめ込んでくるなんてな」

「どうして笑うんです？　僕は真剣しんけんに聞いてるのに」

「嬉しいからに決まってるじゃねぇか。──俺が怒おこられるんだと思ってたのに、俺のために怒るとは予想外だぜ」

「そんなつもりじゃ……」

　ぶつけた怒りがツルンと空滑からすべりして、天来は思わず口ごもってしまった。

「まあ、そう怒るな。ショータも今、けっこう追い詰められてるしな」

　最初は一曲だけのつもりだったと、波多野は言った。

　かつての俳優としてのネームバリューじゃ仕事が取れなくなってきた頃ころ、貴史が仕事しないかと声をかけてきた。

　デビューさせたいバンドがある。それなりにいい曲を書くんだが、少々詰めが甘いから、そいつらの面倒めんどうをちょっとみてくれないかと……。

「デモを聞いたが、悪くない曲だと思ったな。だが、確かに少しばかりインパクトに欠けてた。だから軽く手を加えて、つかえるようにしてやったんだよ。まあ、あれだ。自分の作品と違ちがって、他人の作品のアラはよく見えるもんだからさ」

　それで終わりだと思っていたら、一曲だけ曲を作ってくれないかと貴史が言い出した。

　どうしても売り出したいから、波多野の曲が必要なんだと言われて、悪い気はしなかった。

　曲を作って渡わたしたら、ボーカルのショータを才能のあるアーティストという方向で売り出したいから、これはショータの曲ってことにさせてくれないかと言われて、つい応じてしまった。

「もう、どうしてそこで頷うなずくんですか！」

「最初は断ったさ。でもなぁ、どうしても売り出したいってショータが土下座するもんでさ。ついつい、ほだされちまって」

「……あきれた」

「言うなよ。わかってるって……。あのときは、それっきりの話だと思ってたんだ」

　結局、波多野が提供した曲でデビューしたバンド、メイズは爆発ばくはつ的に売れた。

　だが、売れすぎたせいで二曲目のプレッシャーが半端はんぱじゃなくなったショータがスランプに陥おちいり、波多野はまた泣きつかれることになる。

　しかも同じ事務所の女性ボーカルに提供した曲を、ショータ名義で勝手に公表されて、さらに後に引けなくなった。

「それも、貴史さんの仕業しわざですよね？」

「まあな。ショータも知らなかったそうだ。ショータ名義のほうが話題性があるから、事務所にもボーカルにもありがたいってことで」

「彼女は事実を知ってるんですか？」

「知らねぇよ。……ゴーストライターの仕事だって世間にバレたら、迷惑めいわくは被こうむるだろうがな」

「がんじがらめですね」

「まあな」

　自嘲じちよう気味に波多野が笑う。

「笑ってる場合じゃないです。このままずるずるとこんなことを続けてたら、波多野さんは一生表に出られなくなりますよ。そんなの嫌いやなんでしょう？　なにか行動しなきゃ」

「してるさ」

「え？」

「ショータもビビってんだよ。毎日ゴーストの事実を知らないバンドのメンバー達と一緒いつしよに行動して、自分が噓うそをついてるファンに追っかけられてんだ。さすがに苦しくもなるさ。だからな、次のシングルは、全部あいつの作った曲を使うつもりなんだ。俺も少々アレンジに手を貸す約束はしてるけどな」

「もしかして、それで全然仕事してなかったんですか？」

「まあな」

　スランプなのはホントだぞ、と波多野は苦笑くしようする。

「ショータが曲作るのを待ってんだよ。あいつが自分で作った曲でもやってけるんだって、その実績を貴史に見せて納得なつとくさせることができれば、いずれ俺はお役御免ごめんになるはずだ。──あ、これ、貴史には内緒ないしよだぞ」

「わかってます。……でも、それじゃあ根本的な解決にはならないんじゃないですか？」

　結果が出るまで時間がかかるし、そもそも成功するかどうかもわからない。

　その間、波多野は表に出られないままだ。

「仕方ないさ。言っちゃなんだが、自業じごう自得だからな。こうして記者に追っかけられてることもさ」

　その件だって、記者がいつになったら諦あきらめてくれるかわからないのだ。

　もしかしたら、何年も記者の存在を意識して生活していくことになるかもしれない。

「波多野さんばかりが損をしてます」

　記者に追いかけられている波多野が身を隠かくしている間、メイズのメンバー達は日の当たる場所にいる。

　表に出られない以上、波多野はせっかくの才能を生かす道を探すこともできない。

「……いっそ、思いきって公表しましょうか」

　天来がボソッと呟つぶやくと、波多野はギョッとした。

「それはさすがにまずい」

「どうして？──確かに、公表することで事務所もバンドも波多野さんも損害を被るでしょう。もしかしたら、そのまま表舞台おもてぶたいから消えてしまう可能性だってある。でも、才能さえあれば、もう一度地道にやり直すことができるかもしれないとは思いませんか？」

　特に波多野は、ゴーストライターだったという汚名おめいも残るが、売れる曲を作れるのだという実績も残ることになる。

　今すぐは無理でも、何年後かにもう一度チャンスが巡めぐってくる可能性は大きい。

　ずるずると今の状況じようきようを引きずるより、すべて捨てる覚悟で一度リセットしてみるのも手だ。

　天来がそう提案すると、波多野は苦笑した。

「天来は俺のことを買ってくれてんだな。ありがたいよ。……だが、それは勘弁かんべんしてくれ。この件を公表したとして、一番深い傷を負うのは、この件をまったく知らずに世間に顔を晒さらしてる、ショータ以外のメイズのメンバー達だからな。芸能界を追われたとして、顔を知られてちゃ就職だってまともにできない。みんな、まだ二十歳はたちやそこらなんだ。人生を棒にふるには早すぎる。さすがに可哀かわい想そうだろうが」

「……もしかして、メイズのメンバーって、波多野さんの弟さんと同年代なんですか？」

　ふと思いついて聞いてみたら、なんでそんなことを聞くんだと不思議そうな顔をしながら、波多野は頷いた。

（……もう、仕方のない人だ）

　面倒見めんどうみがいいにもほどがある。

　自由になりたがってるくせに……。

「わかりました。今まで通り秘密にします。でも納得したわけじゃないですからね。──波多野さんばかりが損してるのが、僕にはどうしても理不尽りふじんに思えます。──……波多野さんが、可哀想です」

　可哀想、などという哀あわれむような言葉を、年上の人に向かって言うのは失礼な気がしたから、天来は目をそらし、こっそり呟いた。

　すぐ側にいる波多野が、微かすかに苦笑した気配がする。

「じゃあ、慰なぐさめてくれよ」

　え？　と顔を向けたら、来い来いと指で誘さそわれた。

　一歩前に出ると、波多野の手が天来へと伸びる。

　頭を撫なでるつもりかと軽く屈かがんだ途端とたん、波多野の手が、むんずと後ろから首をつかんだ。

「……いきなり、なんなんです？」

「安心した。この首、見た目より案外しっかりしてるな」

　巫山戯ふざけたことをと文句を言う前に、ぐっと引き寄せられ、まるでガブッと嚙かみつくみたいなキスをされた。

「──っ！」

　ビックリした天来は、引き寄せる力に逆らって顔をそらす。

「なあ、今のこれ、ファーストキスだろ？」

　図星だった。

「……どうしてわかったんです？」

「キスしろって言われて、額にしてるようじゃなぁ」

　にやにやと楽しげに波多野が笑う。

「ちょ、また、いったいなんなんですかっ!?」

　また、ぐっと首を引き寄せられる。

　なんとか逆らおうとしたが、立ち上がった波多野にもう片方の手で背中を強く抱だき寄よせられて距離きよりが縮んでいく。

「そう暴れるな。大丈夫だいじようぶ大丈夫、怖こわくねぇから……」

　じりじりっと縮まっていく距離が、やがてゼロになる。

「む……ん～んっ……」

　一瞬いつしゆんで離はなれたさっきとは違って、波多野の唇くちびるは今度は離れなかった。

　最初のうちは、肩かたを叩たたいたり腕うでを突つっ張ぱって抵抗ていこうしていたが、くちづけが深くなっていくにつれ腕の力が抜ぬけてくる。

（な……んで……）

　唇で唇に触ふれ、乱暴に舌を絡からめ捕とられ、探さぐられる。

　ただそれだけのことで、鼓動こどうが跳はね上がって身体からだが熱くなる。

　ふにゃっと力が抜けて膝ひざが落ちそうになった天来は、無意識のうちに波多野の身体にしがみついていた。

　押されるまま後ろ向きに歩かされ、とんっと突き飛ばされてソファの上に座らされた。

「………もう、なにするんですか」

　天来は、濡ぬれた唇を指でぬぐいながら波多野に文句を言った。

「怒おこるな怒るな。慰めてもらおうと思っただけだって」

「慰めるって言ったって……。──僕、胸膨ふくらんでませんけど」

　じっと睨にらむと、波多野が「拘こだわるなぁ」と苦笑する。

「胸が膨らんでないなんて、そんな理不尽な理由で怒鳴どなられたの、はじめてでしたから」

　そもそも天来は、それまで怒鳴られたことすらなかったのだ。

　だから余計に、あの発言は脳裏のうりにこびり付いてしまっている。

「そうか、はじめてか。そりゃいいや」

　波多野はなぜかにやにやと嬉うれしそうに笑った。

「なに喜んでるんですか。わけわかんない人だな」

「いいからいいから。なあ、キスもしたことないんだから、こっちに触さわられるのもはじめてだよな？」

「こっちって……？　え……ええ!?」

　ソファに片膝かたひざをついた波多野の手が、ひたっと天来の胸に触れた。

　天来が反応するより先に、その手はシャツの裾すそをまくって直接肌はだに触れてくる。

「ちょ、ちょっと……あの……」

　いきなりの不法侵入しんにゆうに驚おどろいた天来は、その手を追い払はらおうとした。

　片手で手首を押さえ、もう片方の手でシャツの上から侵入してくる手を止めようとしたが、図々ずうずうしい侵入者は止まらない。

　さわさわと肌の感触かんしよくを楽しむように這はい上がっていく。

「お、たってるじゃねぇか」

　きゅっと、乳首ちくびをつままれる。

「……やっ」

　その途端、ツキンと微かな痛みが走った。

　同時に鼓動がまたどきどきと速くなって、不自然に身体が震ふるえる。

「こっちはどうだ？」

　こりこりと乳首の感触を楽しんでいた指先が、また下へ降りていく。

「駄目だめです！」

　その手がどこへ行こうとしているのか察知した天来は、慌あわててそこを両手で押さえ、揃そろえた両膝を胸へと引き寄せた。

「あらら、小さくなっちまったか……。しょうがねぇな」

　波多野は天来の隣となりに座ると、肩を抱いて顔を覗のぞき込んでくる。

「そう硬くならずに、ほら、こっち向け」

　耳元で囁ささやかれた天来は、さらに小さく縮こまって、膝の間に顔を伏ふせた。

「こ、こういう悪ふざけは困ります。僕がこういうの慣れてないってわかってるんでしょう!?」

「そりゃそうだ。わかってるから面白おもしろいんじゃねぇか」

　初物だしな、と楽しそうな声に、カッと頭に血が上る。

　からかうのもいい加減にしてくださいと文句を言おうとして顔を上げた途端、顎あごをつかまれて、また強引ごういんにくちづけられた。

「……んっ……」

　どきどきと不自然に速いままの鼓動が体温を上げ、いつもは冷たい指先にまで熱い血が巡っていくようだ。

（ど、どうしたら……）

　くちづけが深まるにつれ、また身体の力が抜けていってしまう。

　そのせいでソファの上に引き上げていた踵かかとが、ずるっとソファから落ちた。

「……っ！」

　まずいと思ったときには、もう波多野の手がするりと滑すべり込んできていた。

　だが、そこを押さえる天来の手を無理に剝はがそうとはせず、その手の上に大きな手を重ねる。

　波多野の指は、強こわばっている天来の指を、ただそうっと優やさしくなぞるようにして撫でていく。

「……っ……ふ……」

　鼓動が速くなったせいで熱い血が巡めぐった指先は、いつもより敏感びんかんになっていた。

　そうっと撫でられると、妙みようにくすぐったく、なにか肌の内側がうずうずする。

　くすぐったさのせいで、硬く強ばっていた指から力が抜ける。

「ッ……んんっ」

　いつの間にか、天来の指は波多野の指に絡め捕られていた。

　このままじゃいけないと、指先に力を入れようとした。

　だが、それを察知した波多野が痛いぐらいに舌を絡め捕り、深くくちづけてくるせいで気が削そがれた。

　合わさった唇の間から零こぼれた唾液だえきが、つうっと顎から喉のどへと伝い落ちていく微かすかな感覚も妙に気になる。

（……も、なにがなんだか……）

　なにもかもが未経験、はじめてのことだらけで天来が混乱しているうちに、波多野は首尾良しゆびよくガードを外して服をゆるめ、目的地に到達とうたつした。

「……っ……っ──」

　きゅっと直接握にぎり込まれ、ビックリして身体をビクッと震わせる。

（あ、……そんな……）

　触れられてはじめて、天来は自分のそこがすでに変化していることに気づいた。

　擦こすり上げられる感触で、そこから雫しずくが零れはじめていることにも気づく。

（これって、そうなんだ）

　どきどきする心臓と、血が巡って熱くなっていく身体。

　肌の内側から感じる、うずうずと、苦しいようなのぼせるようなはじめての感覚。

　それらすべてが、性的な快感に通じている。

　自分の身体が波多野の手を拒こばんでいないと知った天来は、逆らうのを止めた。

　身体の強ばりを完全に解き、波多野の肩に手を伸のばす。

「──ん？　その気になってきたか？」

　天来の反応に気をよくした波多野が、嬉しそうに呟つぶやく。

　濡れたまま震えている天来の唇くちびるをねっとりと舐なめながら、握り込んでいたものをいっそう強く擦り上げた。

　人の手に触れられて、強く擦り上げられる。

　はじめての感覚に素直すなおに身を任せていた天来は、迫せり上がってくる熱い衝動しようどうを堪こらえることができなかった。

「あっ……あ、駄目……っ──！」

　波多野の手を払う余裕よゆうもないまま、ぶるっと身を震わせて熱いほとばしりを放った。

　達いった衝撃しようげきで、ほんの一瞬いつしゆん意識が途切とぎれる。

「……んっ……」

　自分の鼓動の速さと波多野のくちづけとですぐに呼よび戻もどされる。

「……あ、ご、ごめんなさい」

　目があった瞬間、思わず天来が謝ると、波多野は不思議そうな顔をした。

「なんでおまえが謝るんだ？」

「え、だって、手を汚よごしてしまったから……」

「ああ、これか？」

　波多野は、ぴっと手を振ふった。

「こんなん謝るようなことじゃねぇだろ。つーか、むしろ手を出した俺が謝るべき立場なんじゃねぇの？」

「え？　ああ、でも、その……」

　気持ちよかったから……と恥はずかしさのあまり小さな声で言うと、波多野はにやにやと楽しげになる。

「なんだよ。お坊ちゃまのわりに話がわかるんじゃねぇか。運命の相手とやらに出会うまで、お綺麗きれいな身体からだでいるつもりなのかと思ってたぜ」

（そう思ってたくせに、手を出してきたのか）

　もしも自分が本当にそんなことを心に誓ちかっていたら、どうするつもりだったんだろう。

　運命の相手じゃない人の手で達かされたことを、屈辱くつじよくだと感じて本気で怒おこられるのを覚悟かくごの上で触ってきたんだろうか？

　だが、にやにやと楽しげな波多野の顔からは、そういう覚悟は微塵みじんも感じられない。

「憧あこがれの親父おやじさんは、そうだったんだろう？」

「え？　童貞どうていだったかってことですか？」

「ああ」

「まさか。違ちがいますよ。父には、その人生の時々にちゃんと恋人こいびとがいたそうです」

　ただ、運命の恋ではなかったから、別れを迎むかえることになったと聞いている。

「なんだ、そうなのか」

「はい。長い人生を孤独こどくなままで過ごすのは寂さびしいから、仮初かりそめであっても恋は恐おそれずにするようにと言われました」

　それでも天来は、今のところは運命の恋人と出会うことだけを夢見ている。

　仮初めの恋を必要とするほどには、身体も心もまだ成熟していないとも感じていたのだが。

（……恋はしてないのに……すごく……気持ちよかった）

　自慰じいとは比べものにならないぐらいに……。

　天来の身体は、抵抗ていこう感なく波多野の手の感触かんしよくを受け入れていた。

　自分でも気づいていなかったが、心は置き去りのまま、身体だけが成熟してしまっていたってことなんだろうか？

　身体だけが先行してしまっては、貞操ていそう観念が保てないのだけれど……。

（アンバランス）

　よくないことだと思う。

　でも、心を身体に追いつかせる術すべを天来は知らない。

「話がわかるついでに、もうちょっとつきあわねぇか？」

「え？」

「俺も、気持ちよくしてくれってこと」

「ああ、はい。僕にできることなら」

　望んでいたことではなかったとはいえ、気持ちよくしてもらえたのは事実。

　お返しはしなきゃいけない。

「よし、決まった」

　天来が頷うなずくのを見て、波多野は嬉うれしそうに笑った。

「安心しろ。優しくしてやるからな」

「え、やさしく……する？」

　こっちがしてあげるんじゃないんだろうかと、不思議に思っていると、いきなりガッと肩かたに担かつぎ上げられた。

「は、波多野さん？」

「ここじゃなんだし、ベッド行こうぜ」

　波多野は天来を担ぎ上げたまま、浮うき浮うきと鼻歌交じりで階段を上がっていく。

（……なんか、間違えた？）

　天来は少し後悔こうかいしていた。







　ベッドの上に降ろされて、いそいそとシャツのボタンに手をかけられる。

「……あの、波多野さん？」

「なんだ？」

「僕は、あなたになにをしてあげればいいんでしょう？」

「俺の好きにさせてくれりゃいいんだよ」

「具体的にはなにを？」

　波多野の手がピタッと止まり、怪訝けげんそうな顔になった。

「おまえ、セックスの知識はあるか？」

「馬鹿ばかにしないでください！　それぐらい、ちゃんと知ってます」

「だったらわかるだろう」

「でも僕、胸膨ふくらんでませんけど……」

「……またそれか。見りゃわかるって」

　波多野は天来のシャツをポイッと後ろに放り投げた。

「ぺったんこでも大丈夫だいじようぶ。おまえの身体、充分じゆうぶんそそる」

「え、でも、あの……僕、下も男なんですけど」

「さっき触さわったから知ってるって」

「あの……女性のようにはなってないから、セックスは無理ですよ？」

「大丈夫、こっち使うからさ」

　ぐにっとお尻しりを握にぎられる。

「え、でも、使用法が違うんじゃ……」

「嫌いやじゃねぇんだろ？　だったら、じっとしてろ。大丈夫、気持ちよくしてやる」

「気持ちよく……なるんですか？」

「なるんだよ。たま～に女の中でもこっち使うのが好きな奴やつがいるしな」

「……信じられない」

「大丈夫、やればわかるって」

「え、でも……」

「あー、うるっせぇな。いい加減黙だまってろ」

　波多野は苛々いらいらした感じで、ガブッと嚙かみつくようにキスしてくる。

（黙ってろって言われても……）

　唇をふさがれた天来は、徐々じよじよに深くなっていくくちづけを受けながら瞬まばたきを繰くり返した。

　さっきと同じキスなのに、どうしてもさっきと同じようには夢中になれない。

「……ん？　なんだ、おまえ……」

　目を開けたままきょろきょろしている天来に気づいて、波多野が唇を離はなした。

「やる気失うせたのか？」

　聞かれて、天来は首を横に振った。

「じゃあ、どうした？　──ビビってるのか？」

　からかうような口調に、渋々頷しぶしぶうなずく。

「……はじめてなんです。……どんな風に振る舞まえばいいのかわからないし、どうなるかもわからないし……」

　それなのに、波多野がちゃんと説明してくれないから余計に不安が募つのる。

「天来は生き真面まじ目めだなぁ」

　天来の訴うつたえを聞いた波多野は、くしゃっと目元を和なごませた。

「大丈夫だ。怖こわいことねぇから……。目をつぶってじっとしてな」

「目をつぶって……？　なにかしなくてもいいんですか？」

「余計なこと考えずに、黙って感じてな。のってくりゃ自然に身体も動くから」

「……自然に……？」

　そういうものなんだろうか？

　天来は言われるまま目を閉じた。

（余計なことは考えないで……）

　胸のところで両手をギュッと組んでしまったのは、解消されきれてない不安の表れだ。

「がっちがちだな」

　波多野が微かすかに笑ったような気配がした。

　組んだ両手に、波多野の指が触ふれる。

「お、また冷たくなってやがる。緊張きんちようしすぎだって……」

　堅かたく組んだ冷たい手に、温かな指と唇くちびるが優やさしく触れる。

「すぐに温めてやるからな」

　囁ささやく吐息といきの温かさに、組んだ手がピクリと震ふるえた。







　はっきり覚えているのは、温まってほぐれた指先に一本一本キスされたことと、深くくちづけられながら何度も髪かみを梳すくように撫なでられたこと。

　直接銜くわえられたり、あらぬところを舐なめられたりと、その後もとんでもない行為こういが続いたが、波多野のもたらすはじめての感覚の心地ここち良よさにのぼせたようにぼうっとなってしまって、まるで夢うつつの出来事のよう……。

　挿入そうにゆうの一時的な圧迫感あつぱくかんで正気に戻もどりかけたが、波多野のくちづけでまた夢へと戻される。

　羞恥心しゆうちしんを感じる余裕よゆうはなかった。

　余計なことは考えないで、ただ素直すなおに波多野の動きを感じることしかできない。

　感じたまま、我慢がまんせずに素直すなおに反応すると、それを喜んだ波多野がもっと深い喜びをくれる。

　天来は夢中になって、はじめて触れる男の身体からだの動きを追った。




　腰こしをつかまれ、後ろから強く突つき入れられた。

「あっ……ん……あ……あ……」

　その度たびにベッドがきしみ、声が零こぼれる。

　不意にリズムが崩くずれ、ずるっと引き抜ぬかれかける。

「やっ。……あっ……んああぁっ！」

　熱を逃にがすまいと惜おしんできゅうっと収縮したそこに、また奥深くへと強く突き入れられた。

　再び乱暴なほど強引ごういんにこじ開けられ、その甘い衝撃しようげきに身体を支えていた腕うでがガクッと崩れる。

　こじ開けるものの熱さと存在感に、頭から背中にかけてのラインがぞくぞくっと甘く震える。

「天来は、敏感びんかんだな」

「……あっ」

　震える首筋を嚙みつくようにきつく吸われて、甘い感覚がまた上塗うわぬりされていく。

　何度も絶頂を迎むかえたはずなのに、身体の高ぶりが収まらない。

　収まらないまま、また追いあげられて、さらなる高みに追いあげられる。

（……もう、とけそう……）

　わざと焦じらすようにゆっくりと中をかき回されて、熱を求める身体が勝手に揺ゆれた。

「や、いやぁ……波多野さん、あ……やあぁ……」

　ギュウッとシーツを握りしめて、天来はたまらずに波多野の名を呼ぶ。

「ん？　どうした？　もういらないか？」

　また引き抜かれかけ、「だめ」と天来は泣いた。

「さっきの、もっと……。もっと、もっと深くに挿いれて……」

　天来は素直に自分の要求を口にした。

「畜生ちくしよう、素直でたまんねぇな」

　波多野は、そう呟つぶやくとずるっと熱いものを引き抜いた。

「や……どうして？」

　ぐいっと肩かたを引かれて、上を向かされた。

　そのまま、膝ひざを割られて、また奥深くへと強く突き入れられる。

「くっ」

「んっ！　ふぁ……ぁあん……」

　さっきまでよりずっと激しく、強く波多野が突き入れてくる。

　衝撃で少しずつずり上がりながらも、天来はシーツをきつくつかんで顎あごを上げ、突き入れられる度たびに甘い声を零した。

「えっろい顔しやがって……」

　天来の顎を波多野がつかんでくちづけてくる。

「はじめてだとは思えねぇ。おまえ、えろすぎるぞ」

「や……そんなこと……言……ないで…」

　見下されたような気がして、悲しくなった天来は強く揺さぶられながら訴えた。

「誉ほめてんだよ。……ったく、たまんねぇ」

「んっ……え……っ──」

　いきなり上半身を抱だき起こされて、ズンッと最奥さいおうを突き上げられる。

　その衝撃で、天来はまた絶頂を迎えた。

　達いった身体が、波多野をきつく締しめつける。

「……くっ」

「あっ…ああっ……んん──ッ」

　ぎゅううっと折れるぐらい強く抱きしめられて、思わずのけぞる。

　身体の内側で、波多野が熱く弾はじけた。

　どくどくと内側で激しく脈打つものをリアルに感じる。

　その感覚に、天来は気が遠くなるほどの幸福感を覚えた。

（……波多野さんも、一緒いつしよに達った）

　ちゃんと最後までできた。

　強く抱きしめたままの腕の力は、波多野も夢中になっていたのだと教えてくれる。

　夢中になってもらえたのが嬉うれしかった。

　荒あらい息を整えていた波多野が、天来の尻しりをつかみ持ちあげようとする。

「あ……いや……」

　熱いものが引き抜かれようとしていることに気づいた天来は、波多野の首にギュウッとしがみついた。

「お、痛かったか？」

　波多野が心配そうに顔を覗のぞき込んでる。

　天来は波多野にしがみついたまま、ふるふると首を振ふった。

「へいき……です。……でも、お願い。もう少し、このまま……」

　もう少し繫つながったまま、肌はだをぴったり合わせていたい。

　そう訴えると、内側の波多野が、どくんと熱く脈打った。

「──おまえ、そりゃまずいって……」

「え？」

　抗あらがう間もなく引き抜かれ、ぐるんと大きく視界が動いて、またベッドに横たえられる。

「これでも加減しようと思ってたってのに……。台無しにしやがって……」

　おまえのせいだからな、と怒おこった声の波多野が、また覆おおい被かぶさってくる。

　また求められたのが嬉しくて、天来は波多野の身体にしがみついた。




（人肌が、こんなに気持ちいいものだったなんて……）

　ぴったりと合わさったところから、互たがいの体温が混ざり合って、徐々じよじよに熱を上げていく。

　愛いとおしげに肌を撫でる大きな手の感覚に、身体が甘くとろけていく。

　嚙かみつくように深くくちづけられ、たまらない心地良さと安心感に自然にまぶたが降りる。

（これって、なんなんだろう）

　はじめてのセックスの心地良さに酔よっているだけ？

　身体に心も引きずられて、もっともっと波多野が欲しいと感じてしまうんだろうか？

　一緒にいて楽しいし、抱かれればとろけそうに気持ちいい。

「……天来」

　深いくちづけの後、頰ほおを撫でる波多野に名前を呼ばれて目を開けた。

　視線が絡からむと、わけもなく胸がきゅっと締めつけられた。

（なんで、こんなに切ないんだろう）

　切なくて、息苦しい。

「もっと、もっと……して……」

　助けて欲しくて、天来は波多野の首にしがみつく。

（……身体から、はじまる恋こいもあるんだろうか？）

　波多野がくれる甘いくちづけに酔いながら、天来はぼんやりと考えていた。










　冷気を感じて、ぶるっと身震みぶるいした。

　その拍子ひようしに目覚めた天来は、まだぼんやりしたまま、ずり下がっていた毛布を肩まで引き上げる。

（……えーっと、なんだったっけ）

　昨夜、眠ねむる前になにか一生懸命いつしようけんめい考え事をしていて、答えが出る前に眠ってしまったような気がする。

　なにを考えていたのか思い出そうとしながら、上半身を起こそうとした途端とたん、ずきんと身体の奥が微かすかに鈍にぶく痛んだ。

（ああ、そうだった）

　波多野と寝ねたんだった。

　でも、部屋の中に波多野の姿はない。

（……失礼な）

　こっちは、なにもかもがはじめてだったのだ。

　側にいてくれるのが礼儀れいぎってものなんじゃないか？

　少なくとも天来だったらそうする。

　大切な人をはじめて抱きしめたときは、ちゃんと朝まで側にいる。

　寒くて、不安な気持ちになんかさせないのに……。

（──ああ、そうか、思い出した）

　これは恋なんだろうかと考えて、答えを探していた。

　一眠ひとねむりした今、答えはころんと胸の中に転がっている。

　たぶん、そう。

　でも、これは仮初かりそめの恋。

　だって波多野と出会ったとき、知らせはなかったから……。

（波多野さんは……？）

　その答えも、少し考えただけで、ころんと胸の中に落ちてきた。

　波多野が本気だったら、こんな風にひとりで寝かされてない。

　慰なぐさめてくれよ、そう言って波多野は手を伸のばしてきた。

　きっと、ただ人恋ひとこいしい気分だったんだろう。

　胸が膨ふくらんだ相手が側にいなかったから、仕方なく代用品で寂さびしさを紛まぎらわせた。

　だから、恋なんかじゃない。

「波多野さんのは、恋じゃ……ない」

　ということは、自分は失恋しつれんしたことになるんだろうか？

　仮初めだろうと、やっぱり恋には変わりないから……。

「すごいな、一晩でフルコース」

　キスをして肌に触ふれられて、恋をして失恋して……。

　はじめてのことづくしで、なんだか眩暈めまいがする。

　ぱふっと、もう一度ベッドに倒たおれ込み、目を閉じる。

　動くのがだるくて、そのままじっとしていると、微かなピアノの音が耳に届いた。

（波多野さんのピアノの音だ）

　弾はずむような独特のタッチ。

　一度聞いただけで、もうすっかり覚えてしまっている。

（これ……、なんの曲だろう）

　聞き覚えのないメロディライン。

　知らずに貴史から聞かされてきた、ゴーストライターとして波多野が作った曲でもないし、天来が知っているクラシック曲の中にも思い当たるメロディはない。

　まぶたの裏に、チラチラと明るい春の木漏こもれ日が躍おどるような、心浮うき立つメロディ。

　聞き惚ほれていると、いきなりピアノの音が止やんだ。

「もっと聞かせて……」

　続きが聞きたくて、眩暈を堪こらえてもう一度起き上がりベッドから降りる。

　この部屋に入る前に着ていた服は、波多野から床ゆかに放り投げられたままの状態で、拾って着る気にはなれなかった。

　自分の部屋に着替きがえを取りに行くのも億劫おつくうで、天来は毛布を引っ張り出して肩かたから羽織はおり身体からだをくるむと部屋を出た。

　軽くふらつきながら、ぺたぺたと裸足はだしで階段を下りピアノが置いてあるリビングへと向かう。

「おう、なんだ起きちまったのか？　朝まで目をさまさねぇかと思ったぜ」

　ピアノの前でなにか書き物をしている波多野が、天来の足音に気づいて話しかけてきた。

（朝まで？）

　不思議に思って時計を見ると、ちょうど十時を過ぎたところだった。

　窓に歩み寄ってカーテンを開けてみると、外は暗い。

（ああ、そうか）

　波多野からベッドにほうり込まれたときは、まだギリギリ午前中だった。

　あれは昨夜じゃなく、日中の出来事だったのだ。

　なにを勘違かんちがいしていたのか。

　視線を戻もどすと、ちょうど書き物が終わったらしい波多野も、こっちを向いたところだった。

　波多野は、天来を見て、あからさまにギョッとした。

「なんだよ、おい！　なんの作戦だ、そりゃ!?」

（……またなんか言ってる）

　怒ったような顔で怒鳴どなってはいるが、本気で怒ってないってことはもう知っている。

　わけのわからないことを言う波多野を無視した天来は、毛布から出した手で、ピアノを指さした。

「さっきの曲、もう一回弾ひいてください」

「あ？　気に入ったのか？」

　天来はゆっくり頷うなずいた。

「とても美しかったから……。なんていう曲ですか？」

「名前はまだねぇよ。途中とちゆうだしな」

　波多野が、手に持っていた紙をピアノの上に置いた。

（五線紙だ）

　では、あれも波多野が作ったメロディなのだ。

「よし、気に入ったんなら弾いてやるよ」

　ご機嫌きげんな様子でピアノに向き直り、波多野がメロディを紡つむぎはじめる。

（……さっきのと、リズムが違ちがう）

　本人のご機嫌さが影響えいきようしているのだろうか、さっきより少しばかり速いようだ。

　それでも、メロディの美しさは変わらない。

　天来はピアノの側に歩み寄り、静かに耳を傾かたむけた。

　しばらくして、さっきの眩暈がまた戻ってきて、波多野の座る椅子いすの背に思わずつかまった。

「……どうした？」

　気づいた波多野がピアノの演奏を止め、振ふり返る。

「平気。ちょっと眩暈がしただけです」

　続きを弾いてくださいと要求したのだが、波多野は怪訝けげんそうな顔で天来に手を伸ばし、首筋に触れて、またしてもギョッとした。

「なんだ、こりゃ！　なにやってんだよ、ったく」

　怒おこりながら立ち上がり天来を担かつぎ上げると、階段を一気に駆かけ上がって、また天来をベッドの上に放り投げた。

「動くな！　そこにいろよ」

　波多野はそう言うと、部屋から出て行く。

　バタン、ガタガタと乱暴にドアを開ける音や、家具を動かすような音が聞こえた。

（なにをしてるんだろう？）

　不思議に思った天来が見に行こうかと思いはじめた頃ころ、天来のパジャマや毛布などを一山抱かかえた波多野が戻ってきた。

「着ろ」

　命令されるまま、のろのろとパジャマを羽織ると、焦じれったくなったのか波多野がボタンを留めてくれた。

　そのまま今度は寝ろと命令されて、ベッドの中に押し込まれ、さっきまで使っていた寝具しんぐの上に隣となりの部屋から持ってきた毛布までかけられる。

「こんなに必要ないです」

「うるせぇ」

　最後の仕上げとばかりに、濡ぬれたタオルを額にピシャッと置かれた。

「熱あるくせに、うろちょろしてんじゃねぇよ！」

　怒鳴られた条件反射で、ビクッとつい首が竦すくむ。

（ああ、それでか……）

　眩暈はするし、やけにぼんやりした感じがしたのは……。

「自分で気づいてなかったのか？　ったく、うっかりしてたぜ。おまえのかーちゃん虚弱きよじやく体質だったんだっけ……。おまえもそうなのか？」

「全然違います。僕はむしろ健康ですよ。熱なんて出したの、三年前にインフルエンザに罹かかったとき以来です」

「じゃあ、俺のせいか……。はじめてだってのに、けっこう無茶したからな」

「無茶？　そんなことないと思いますけど……」

　抱だかれている最中、辛つらいとはまったく感じなかった。

　ぴったりと肌はだを合わせるその安心感がただ幸せだった。

　もしも波多野の気が向いたら、また抱いてもらいたいと思うぐらいに……。

　事後に熱なんか出して面倒めんどうな奴やつだと思われるのは嫌いやだった。

「波多野さんのせいじゃないです。もっとってねだったのは僕だし……。──きっと東京からの急な移動で、少し疲つかれているだけです」

　毛布から手を出して、気にしないでくださいと腕うでに触れる。

「……そんなん言われると余計胸が痛むな」

　波多野は苦笑くしようして、天来の手を毛布の中にもう一度しまった。

　起きるな。ちゃんと寝ねていろと言い置いて、また部屋から出て行ってしまう。

（ああ、行っちゃった）

　バタン、と乱暴に閉められたドアを眺ながめて、天来はため息をつく。

　いくら久しぶりだったとはいえ、熱を出していることに自分で気づかないなんて迂闊うかつだった。

　気づいていたら、悟さとられないように用心することもできたのに……。

　後悔こうかいしているうちに、いつの間にかうとうとしていた。

　ガタッと椅子を動かす音で、ハッと目が醒さめる。

「お、起きたか」

　ベッド脇わきで椅子に座った波多野が、顔を覗のぞき込んでいた。

「ちょうどよかった。薬飲むにも胃が空だろう。とりあえず、これ食っとけ」

　波多野の腕に支えられてベッドの上に起き上がると、手にオートミールの入った器うつわを持たされた。

「これ、波多野さんが作ったんですか？」

「ああ。お粥かゆじゃちょっと時間がかかり過ぎるからな。……嫌きらいだったか？」

「いえ、大丈夫だいじようぶです。ありがとうございます」

　添そえられていた木のスプーンでオートミールをすくって口に運ぶ。

　ミルク風味の中にほんのり甘いハチミツの香かおり。

　火傷やけどしない程度に温かくて、食べやすかった。

「完食したな。じゃあ、次はこれだ」

　手渡てわたされた薬を口に入れて、水で流し込む。

「よし、じゃあ寝ろ」

　言われるまま寝転がると、また必要以上にもふっと寝具をかけられる。

　額には濡れタオル、サイドボードの上にはストローつきのミネラルウォーター。

（慣れてる感じだ）

　弟妹きようだい達が熱を出したときも、きっとこんな風に面倒を見ていたんだろう。

「汗あせかくだろうから、夜中に一度パジャマ替えような。──なんか、欲しいものあるか？」

　顔を覗き込まれて聞かれた。

「……ないです」

「そうか。じゃあ、もう寝ろ」

　額を冷やしていたタオルが取られ、波多野の大きな手が額に押しつけられた。

「ん～、やっぱかなり熱あるなぁ。一度ちゃんと熱計ったほうがいいか」

　医者に連れてくにも車がねぇよなぁとブツブツ言いながら、波多野の手が離はなれ、またタオルが置かれる。

　その瞬間しゆんかん、天来は思わずその手首をつかんだ。

「──どうした？」

　立ち上がりかけていた波多野が、不思議そうに見下ろしてくる。

「あ……いえ、あの……」

　熱なんてどうでもいいから、ここにいて欲しい。

　そう言いたいのに言葉がうまく出てこない。

　我慢がまんすることに慣れていたから、自分の要求をうまく伝える術すべがすぐに浮うかばない。

「……ああ、なんだ。熱で気弱になってんだな。──大丈夫、どこにもいかねぇよ」

　波多野は、もう一度椅子に座り直した。

「……はい」

　安心した天来が手首を離すと、もう一度目を覆おおうようにして手を置いた。

「ゆっくり寝ろ。睡眠すいみんは一番の薬だからな」

「はい」

　いつになく優やさしい声に安心する。

　この手が触ふれている間、この人は自分の側にいる。

　人恋ひとこいしさのあまりの代役だとしてもかまわない。

　今こうして、一番近い場所にいてくれるだけでも充分じゆうぶんに幸せだった。

「──おやすみ」

　天来は、波多野の声に軽く口元をほころばせる。

　波多野の手の平が作った闇やみの中、安心してすうっと眠ねむりに落ちていった。







　高熱は翌朝には落ち着いたが、微熱びねつが数日残った。

　その間、波多野はずっと天来の側にいてくれようとした。

　ベッド脇に波多野を縛しばりつけておくのも悪いから、二日目からは毛布持参でピアノのあるリビングに移動して、ソファの上で身体からだを休めた。

　波多野は、天来のリクエストに応じてピアノを弾ひいたり、曲作りにいそしんだりしている。

「貴史に要求されてる仕事じゃなし、行くあてのない曲なんだけどな。……ま、浮かんでくるんだから仕方ねぇ」

　楽しそうに、乱雑に五線紙に音符おんぷをかき込んでいる。

　合間合間に、ポツポツと話もした。

「俺も悪かった……いや、俺が悪かったんだろうなぁ」

　波多野は自嘲じちよう気味に笑って、そう呟つぶやく。

　ちょうど貴史に声をかけられた頃ころ、仕事が減っていて少々めげていた。

　俳優時代のちやほやされていた感覚も抜ぬけきっておらず、自分からダメ元で曲を売り込みに行くふんぎりもつかなかったのだと……。

「どんなもんでも仕事は仕事だと、自分に言い訳してたような気がする。ゴーストとして提供した曲が売れた当初は、正直有頂天うちようてんだった」

　ほらみろ、俺には才能がある、と……。

　だが、日々が過ぎていくにつれ、不安が芽生えた。

　曲は確かに悪くない。

　だが、ボーカルの歌唱力やバンドメンバーの演奏技術、そして彼らのルックスも売れるための大きな要因だったのは確かだ。

　自分が曲を作らずとも、他ほかの誰かの曲でも彼らは成功したんじゃないか。

　所詮しよせん、自分は陰の存在でしかないのだと、不安でいたたまれなくなってきた。

「たぶん、ショータも同じように感じてんだろうと思う」

　最初は自分が歌ったからヒットしたのだと有頂天になり、やがて曲のお陰でヒットしているだけかもしれないと不安になる。

　自分の力だけで成功したわけじゃないのに、世間はそれを知らない。

　過剰かじような期待に、本来持っていた自分自身の能力に対する自信さえ見失いつつある。

「全部白状してリセットするってのも考えなかったわけじゃねぇ。あいつらが可哀かわい想そうだとか言ったが、あれだってまったくの本心ってわけじゃねぇ。──やっぱり俺は、不安なんだ」

　リセットして一からやり直せる才能と気力が自分自身にあるかどうか、やってみなければ本当にはわからないから。

「あいつらのファンを裏切ってるって観点から考えれば、白状してリセットするのが筋なのかもしれねぇけどな」

　確かにそうかもしれない、でも……。

「噓うそも方便って言うでしょう？」

　この先、ショータ本来の曲を発表して、それでも今まで同様にファンを喜ばせることができるのなら、本当のことを言わずにいてもいいのではないか。

　そうすれば、噓をつかれていたのだと、ファンに余計な傷を与あたえずにすむ。

　もちろん、やってしまったことの罪の意識だけは忘れないようにしなければならないだろうけど……。

　天来がそう言うと、生き真面まじ目めな天来の口から『噓も方便』なんて言葉が聞けるとは思わなかったと波多野が笑う。

「甘いこと言いやがって……。おまえ案外、危ない奴やつだよな」

　などと、わけのわからないことも言われた。

「──俺はな、最終的に映画音楽を作りたいんだ」

　金のためにやった俳優の仕事の中で、そんな風に思うようになった。

　雰囲気ふんいきを盛り上げ、観客の感情を導く道しるべになるような、情感豊かな曲を作りたい。

　ずるずるとゴーストライターとしての日々を過ごしている間に、そんな夢を叶かなえる日はもう来ないんじゃないかと思うようになっていた。

「おまえに可哀想だって言われて、目が醒さめた。……確かに可哀想なんだよな。そんな夢を見て、必死こいて勉強してた俺自身がさ」

　照れくさそうに呟いた波多野は、天来に背を向けてピアノを弾きはじめる。

（これも、新しい曲かな）

　その指が奏かなでる、はじめて聞く美しいメロディに聴きき惚ほれ、天来は深い安心感の中で目を閉じた。







「──なあ、キスしてもいいか？」

　完全に熱が下がって数日が過ぎた頃、波多野にそう聞かれた。

　また誘さそってもらえないかと心待ちにしていた天来は、迷うことなく頷うなずいた。

　お互たがいを確かめるように、目を開けたまま何度も触れるだけのキスを繰くり返す。

　そして、しっとりと深く、唇を合わせていった。

（……やっぱり、気持ちいい）

　長いくちづけ、首をつかみたがる大きな手、触れたところからじんわりと染しみ入ってくる波多野の体温も……。

　待ち望んでいた感触に、天来は目を閉じ、酔よいしれる。

「天来は、綺麗きれいだな」

　唇を離はなした波多野は、かなり伸のびた天来の髪かみを指先でいじりながらしみじみと囁ささやく。

（よかった）

　天来はそう思ってもらえることが嬉うれしくて微笑ほほえむ。

　今この瞬間、この人恋しい人の側に、自分しかいないことをとても幸運だと思う。

「なあ……。もうちょっとだけ、触さわってもいいか？」

　ためらいがちに、また波多野が聞いてくる。

　天来はそれには答えず、もう一度波多野の唇を求めて、自分から近づいて行った。







　　　　５




　ふたりきりの静かな生活は、いきなり終わりを告げた。




　お正月が明けてすぐ、貴史が訪たずねてきたのだ。

「もう大丈夫だいじようぶ。心配無くなったからね」

　にっこりとご機嫌きげんな顔で、貴史が微笑む。

　波多野を追っていた記者が、麻薬まやく密売と常用の疑いで逮捕たいほされたのだと言う。

　これで数年は自由の身にはなれないし、自由になれたとしても元のように仕事はできないだろうと……。

「貴史、おまえ、奴を嵌はめたんだろう？」

　仏頂面ぶつちようづらで波多野が聞く。

「微妙びみよう。ちょっと手は回したけど、事実無根の罪に陥おとしいれたわけじゃないから……。ま、自業じごう自得さ。──だから天来くん、安心して戻もどっておいで」

「え？」

「休んでた間のノートのコピーとか、学校の友達が届けてくれてるよ。休みの間に取り戻しておきたいだろう？　俺もね、やっぱり天来くんがいないと寂さびしいしさ」

　荷造りしておいでと言われて、天来はためらいがちに頷いた。

　記者がいなくなったのなら、ここに潜ひそんでいる必要はもうないのだ。

　着替きがえ程度しか持ってきていないから、たいした荷物はない。

　ついでだから波多野の荷物もまとめてきますと言ったら、その必要はないと貴史に言われた。

「帰るのは天来くんだけ。こいつは曲ができるまで、ここに居残りだ」

「でも、もう追いかけてくる人もいないんだし、慣れた場所で仕事したほうがはかどるんじゃないですか？」

「それはないよ。こいつを野に放したら、すぐにお気に入りの可愛かわい子ちゃん達がいるクラブに飲みに行って遊びほうけるだけだ。──だよな、波多野」

　うっせーよと、不機嫌そうに波多野が呻うなる。

「さすがにひとりじゃ可哀想だから、すぐに代わりの子を寄こすよ。なにをしゃべっても表沙汰おもてざたになる心配はひとまずなくなったし、今度はご希望通りの可愛い子ちゃんをね」

「そんなんいらねぇよ。こんなへんぴな場所にいつまでもいる気はねぇしな」

「いい心がけだ。──そういうわけで、こいつはほっといていいからさ。東京に戻ったら、天来くんにはすごく驚おどろくことが待ってるんだ。早く帰ろう」

「……驚くことってなんですか？」

　たぶん屋敷やしきをリフォームした件なんだろうなと予想はついたが、とぼけて聞いてみた。

「内緒ないしよ。ビックリする顔が見たいからね」

　貴史は、にっこりと無邪気むじやきな笑顔えがおを見せた。

（この顔……。僕が喜ぶと本気で思ってるんだ）

　きっと貴史の中では、古くなってきた屋敷を、新しく住みやすいようにリフォームしてあげたってことになってるんだろう。

　物事を自分に都合良く考えるのは、貴史の得意技だ。

（家政婦さん達をクビにしたことは、どう説明するんだろう）

　阿倍から話を聞いて弁護士に連絡れんらくを取った日から一週間後、天来の携帯けいたいに弁護士から調査報告の電話が入った。

　ふたりの家政婦は、すでに高齢者こうれいしや用のケアつき高級ヴィラに入居済みで、自分達はまだ働けるからと、施設しせつ内の介護かいごの仕事をボランティアで手伝ってありがたがられていると……。

　さすがに良心が咎とがめたのか、それとも天来に対する配慮はいりよなのか、その施設への入居の手筈てはずを整えていたのはなんと貴史だった。

　きっと数年後には、貴史の記憶きおくからは彼女達を強引ごういんにクビにしたという事実だけが消え、退職したふたりの家政婦に親切にしてあげたんだという美談だけが残るんだろう。

　いや、もしかしたら、貴史の中ではもうそういうことになってしまっているかもしれない。

　なんとも自分勝手な善意を押しつけてくる、無邪気な小悪党。

（……でも、やっぱり憎にくめない）

　その魅力みりよく的な笑顔を見つめて、天来はひっそりと心の中でため息をつく。

　だが、この先またこんなトラブルがあったら、これまでのように仕方ないと笑って許せはしないことも、もう知っている。

　この魅力的な笑顔より、波多野の不器用な忠告のほうが、天来の胸の深いところに届いてしまっているから……。

「帰り支度じたくしてきますね」

　天来は物思いにピリオドを打ち、荷造りをすべく階段を駆かけ上がった。







「今度の仕事が終わったら、すぐにおまえの宝物は返してやるよ。──期待してるからな」

　別荘べつそうの玄関先げんかんさきに立つ波多野に、貴史が言った。

　波多野は不機嫌そうに黙だまり込んだまま返事をしない。

　じゃあ、行こうかと、天来の荷物を持った貴史が車に向かって歩き出す。

　はいと頷いた天来は、黙ったままの波多野に会釈えしやくして、貴史の後を追いかけた。

　世間一般いつぱんで言うところの別れの挨拶あいさつは、家の中ですませてある。

　色々あったけど、とても楽しかったです。どうか、お元気で……。これからのお仕事の成功をお祈いのりしてます。いつか機会があったら、また……。

　天来ひとりがしゃべっていて、波多野は黙ってこちらを見ているばかりで返事をしなかった。

　そんな風に、別れの挨拶が一方通行で終わったせいだろうか。

　酷ひどく名残なごり惜おしくて、胸が苦しい。

「……ごめんなさい。すぐ、戻りますから」

　一旦いつたん乗りかけた車から降りて、雪道に足をとられそうになりながら、また玄関げんかんへ駆け戻った。

「波多野さん、あの、僕……」

　なにか言いたいのに、言うべき言葉が見つからない。

　波多野とは、あの後、何度も肌はだを重ねた。

　最初に熱を出してしまったせいか、波多野は二度目からは壊こわれ物を扱あつかうみたいに大切に抱だいてくれるようになった。

　その度たびに、優やさしくされるのが嬉しかったり切なかったりして、自分の気持ちがふらふらと揺ゆらいで少し困ったけど……。

　抱いてもらえて嬉しかったとか、側にいられて幸せだったとか、そんなことを言って困らせてもしょうがない。

　一時だったとはいえ、恋こいをする幸福感を味わえたことに、本当に感謝しているのだけど……。

「……あの……波多野さんに忠告してもらったこと、ちゃんと考えていくつもりです。……すぐには無理だけど、そうしたほうがいいだろうって自分でも思うし……」

　こちらの感謝の気持ちは言っても大丈夫だろうと、不機嫌そうな顔をしている波多野に語りかけたが、やっぱり波多野は口を開かず、相づちすら打ってくれない。

　気持ちが挫くじけた天来は、言葉尻ことばじりが曖昧あいまいなままで口を閉とざし、俯うつむいてしまう。

「──なあ」

　しばしの沈黙ちんもくの後、波多野がやっと口を開いた。

「はい」

　ぱっと顔を上げて見つめると、波多野はなんだか怒おこったような表情をしていた。

「俺と会ったとき、知らせはなかったか？」

「……え？」

「知らせだよ、知らせ。親父おやじさんが教えてくれたって、前に言ってたじゃねぇか」

　どうなんだ、と聞かれて、胸が高鳴った。

　知らせがあればいいのにと、波多野も思ってくれてるんだろうかと……。

　でも、知らせはなかったのだ。

　噓うそはつけないから、天来は正直に答えた。

「知らせは……ありませんでした」

「そうか……。やっぱりな」

　波多野は肩かたを竦すくめて、軽く唇くちびるの端はしを上げた。

「ま、俺には関係ねぇ話だけどさ」

（……なんだ。関係ないのか）

　一瞬いつしゆん期待してしまっただけに、落胆らくたんも大きい。

　ギュウッと心臓が握にぎり潰つぶされるみたいに痛んだが、天来は必死に堪こらえて笑えみを浮うかべた。

「仕方ねぇ。……今の俺には、おまえはお綺麗きれいすぎるしな」

「……え？」

　言われている意味がわからず、天来は首を傾かしげた。

　さらりと揺れた天来の黒髪くろかみを、波多野の指がすくって、すぐ離はなれる。

「もう行け。貴史がじりじりしてやがるぞ」

　波多野は、天来の両肩りようかたをつかむと強引に回れ右をさせた。

　ほら、と軽く背中を押されて、天来はととっと足を踏ふみ出す。

「お元気で」

　振ふり向いてもう一度挨拶すると、さっさと行けと言わんばかりに、しっしっと手を振られた。

（もう、酷いな）

　波多野らしいけど、と苦笑くしようして貴史が待つ車に乗り込む。

（そういえば、約束を果たしてもらってない）

　遊園地も、波多野の宝物を見せてもらうという約束も未達成なままだ。

　どちらの約束も、今の段階では無理な話だからしょうがないけど……。

（……残念）

　後ろ髪がみをひかれる思い、というのを天来ははじめて経験した。










　どう、すごいだろう？　と貴史に招き入れられた屋敷やしきは、予想通り見事に変貌へんぼうを遂とげていた。

　硬質こうしつで煌きらびやか、美しいことは確かだが、日々の生活を送るのにふさわしいとは思えない。

　そんなことを考えていると、華はなやかな店舗てんぽデザインの第一人者として有名な知人のデザイナーに以前から基本プランをたててくれるよう頼たのんでいて、やっと願いが叶かなったのだと貴史が自慢じまんする。

（そうか……。そんなに前から計画してたんだ）

　あきれて笑った天来を、貴史は自分に都合の良いように解釈したようだった。

　家政婦の件に関しては、少し意表をつかれた。

　それまでの家政婦をクビにした代わりに、貴史が雇やとい入れたという家政婦達は二十歳はたち前後の女性ばかり。

　ね、可愛かわいいだろう？　と貴史が得意げに自慢する彼女達の制服は、ゴスロリ調やファンシー調のメイド服。

　どうやらこれも、知人のデザイナーに頼んでいたらしい。

　天来はまたしても、あきれて力なく笑った。

　違ちがう業界に手を伸のばす下準備なのかなと疑ってしまったが、よくよく話を聞いてみたら、彼女達全員が貴史の事務所の所属タレントだった。

　ユニットを組んでデビューする話が決まっていて、合宿と内々の紹介しようかいを兼かねて、一時的に屋敷に滞在たいざいしているだけ。

　新しいメイドと紹介したのは、天来をビックリさせようとした貴史の悪戯いたずらで、通いの家政婦達は以前と同じままで少しホッとした。

　夜となく昼となく、デビュー前の彼女達を業界の知人に紹介するための小規模なパーティが開かれた。

　そして連日連夜の大騒おおさわぎ。

　冬休みの間、屋敷の中はとても賑にぎやかだった。

　天来は、屋敷の主あるじとして一応挨拶あいさつして少しつき合ったりはしたが、早々に自分の部屋に戻もどってひとりで過ごしていた。

　ドア越ごしにふと賑やかな音楽と笑い声が漏もれ聞こえてくると、意味もなくため息が零こぼれる。

（別荘べつそうは静かだったな）

　微熱びねつが続いていた間、天来は一日中リビングでぼうっとしていた。

　波多野の気が向いたときは沢山たくさんおしゃべりしたが、そうでないときは半日以上言葉を交かわさずに過ごしたこともある。

　ピアノの音色に耳を傾かたむけ、それがないときには、舞まい散る雪や、強い風に揺れる冬枯ふゆがれた細い枝を窓越しに眺ながめて過ごした。

　波多野とふたりきりの生活。

　あそこで過ごしていた間は、不思議と寂さびしいとは感じなかった。

　でも今は、楽しげに盛り上がる人々の賑やかな声に囲まれていても寂しいと思う。

　むしろ部屋でひとりで過ごしていたほうが、ましなぐらいだ。

　以前は意識すらしていなかったこの寂しいという感覚は、雪に似ているかもしれないと、ふと思う。

　降る雪を手の平で受ければ、微かすかにひんやりとした感触かんしよくを残してすぐに消えてしまう。

　でも、そんな雪も降り積もれば、冷たく固かたく重くなる。

　日常生活に害を及およぼすことだってあるぐらいに……。

（そうなる前に、環境かんきようを変えないと……）

　それが難しいことを、天来は知っていた。

　貴史は、そう簡単に天来を手放さない。

　大抵たいていの我が儘ままな子供は、自分に優やさしくしてくれる人が大好きなものだから……。

　最初にお金を使い込まれたとき、仕方ないと許してしまったのがそもそもの間違まちがい。

　あれで貴史は、天来が自分に優しく、甘いことを知ってしまった。

　天来が自分から離れようとしたら、あの手この手で邪魔じやまをしてくるに違いない。

　強引ごういんに離れることも可能だが、それをすると貴史との関係は完全に崩くずれる。

　もう一緒いつしよにはいられないとは思うけど、嫌きらいになったわけじゃないから、それはできれば避さけたい。

　こういうのを八方美人と言うんだろうかと、少し自己嫌悪けんおに陥おちいったりもするけど……。

（これも、自業じごう自得だな）

　波多野と一緒だと、ちょっとおかしくなった。

（京都の大学に行こう）

　そう天来は考えていた。

　もともとは都内の大学に進学するつもりだったのだが、それを京都に変更へんこうする。

　そこに学びたい教授がいるのだと言えば、貴史だって強くは反対できないだろう。

　ずっと一緒に暮らしたがってくれていた京都の祖父母も、きっと喜んで協力してくれるだろうし……。

　あと一年と少し。

　長い一年になりそうだと、天来はひっそりとため息をついた。







　学校がはじまってしばらくすると、屋敷の中にタレント達の姿は見えなくなった。

　その代わり、夜になると、タレント達と似たようなメイド服に身を包んだ若い家政婦が現れるようになった。

　彼女は家政婦としてだけじゃなく、夜の来客の接待係としても働かされていた。

　そんな扱あつかいが気になった天来は、嫌いやではないのかと彼女に聞いてみた。

　承知の上で働いているから平気ですよと彼女は笑う。

　夢のためにお金を貯ためている最中で、水商売系の店で働くより、ここはノルマもないし給料もいいしで楽なぐらいだと……。

　自分の屋敷の中で、そういう前提で働かされている人がいるなんて想像外の出来事で、天来は正直驚おどろいた。

　嫌悪感さえ感じたが、いい仕事にありつけたと喜んでいる彼女を見ていると、そんなことも言えなくなる。

　仕事に貴賤きせんはないからと自分に言いきかせていると、でも……と彼女が言葉を続ける。

　客の中には酔よった勢いで少々羽目を外しすぎる人もいて、たまにまずい雰囲気ふんいきになることもある。お店と違って屋敷内は他ほかの人の目もないから、余計に開放的になるみたいだと……。

　そういうとき、天来の部屋に逃にげ込んでもいいかと聞かれて、天来は迷わず頷うなずいた。

　これで安心と言われて、自分にもまだこの屋敷内でできることがあるのが少し嬉うれしかった。










　季節は巡めぐり、春。

　少し前にメイズの新しいシングルが発売になったが、天来はイントロの段階で、それが波多野のメロディではないことを感じ取っていた。

　朝に窓を開けるときや学校の登下校の際に感じる明るい春の日差しに、波多野が弾ひいてくれた美しいメロディを思い出すことがある。

　美しいメロディは、幸福な思い出も連れてくる。

　波多野とは、あれ以来一度も会っていない。

　会いたいけれど、会いにいく理由がないし、ふんぎりもつかない。

　恋こいをしているという自覚はあるけれど、この恋が一方通行なのも知っている。

（それに、運命の恋でもないし……）

　最初のうちは、そんな風に自分で自分に言い訳していたが、運命の恋っていったいなんだろうと徐々じよじよに考えるようになっていった。

　お互たがいをいたわり、寄より添そい合う両親の姿はとても美しかった。

　だが、世の中の夫婦やカップルすべてが、これが運命の恋だと意識しているわけじゃないだろう。

　意識しなくとも、ずっと共にいられる人達も確かにいる。

　そもそも、結婚けつこんという行為こうい自体が互いの運命を結びつける儀式ぎしきだ。

　互いを運命の相手だと認め合ってなお、別れる人達は別れる。

　現実なんて、そういうものだ。

（少し、夢を見すぎてたのかもしれないな）

　気づくのがちょっと遅おそかったと、ワンテンポ遅おくれの弊害へいがいにひとり苦笑くしようする。

　こんなことなら、別れ際ぎわに連絡れんらく先を聞いておけばよかった。

　天来は、後悔こうかいの苦さを持て余すようになった。

　でも、こちらからは連絡もできない。

　一緒に暮らしている間の波多野は、貴史に没収ぼつしゆうされたといって携帯けいたいを持っていなかった。

　連絡したいときはマンションの電話を使っていたから、結局、天来は最後まで波多野の連絡先を知らないままで終わった。

　だが向こうは、天来の携帯の番号を知っている。

　かかってこないかなと、携帯を眺める癖くせがついたが、波多野からの連絡はない。

　それが波多野が自分に対して興味を持っていない証拠しようこのように思えて、けっこう切ない。

　連絡先を貴史に聞くという手もあるが、あれ以来、貴史は波多野の話題を出さないから、なんとなく聞きそびれていた。

　いや、違ちがう。

　怖こわくて聞けないのだ。

　知ってしまえば連絡したくなる。

　連絡して、「で、なんの用だ？」と冷たく応対されるんじゃないかと思うと臆病おくびようになる。

　波多野が最後に見せた仕草、『しっしっ』がじわじわと利きいている。

（もう用無しだって言われたみたいなものだし……）

　波多野らしい仕草だとも思う。

　なにしろはじめて会ったとき、貴史と一緒に天来のことを『これ』『それ』呼ばわりしてくれたぐらいだ。

　なんであんな失礼な人を好きになってしまったんだろうと、天来は自分の趣味しゆみの悪さがおかしくて苦く笑った。







　その夜、貴史は仕事のトラブルがあって帰りが遅くなるからと、秘書の阿倍がわざわざ連絡してきてくれた。

　天来は、すっかり仲良くなっていた家政婦に食事につき合ってもらって、その後ふたりでお茶を飲み、たわいのない話を楽しんだ。

　将来の夢をしっかり持ち、そのために割り切って仕事してお金を貯めているという彼女の話を聞くと、自分との認識にんしきの違ちがいに色々と驚かされることが多い。

　波多野にお坊ぼつちゃまとからかわれて不愉快ふゆかいに感じたこともあったけど、確かにそう言われても仕方がないぐらい自分が恵めぐまれていて、それ故ゆえに知らないことも多いのだと知る。

　そろそろお開きにして休もうかと思った頃ころ、珍めずらしく悪酔わるよいして不機嫌ふきげんな様子の貴史が帰ってきた。

　酒を持ってこいと、普段ふだんはスマートな態度を崩さない貴史らしくない横柄おうへいな態度で家政婦に命じて、ドサッとソファに座る。

　かなり飲み過ぎているようだし、もう止やめたほうがと遠巻きに諫いさめる天来にまで、うるさいと乱暴な言葉を投げるほどだ。

「なにかトラブルでもあったんですか？」

　さすがに心配になった天来が聞くと、「大ありだよ」とまるで拗すねた子供のような調子で答えた。

「波多野には、さんざん儲もうけさせてやったってのに……。恩知らずめ」

「いったい、なにがあったんです？」

　貴史の口から久しぶりにその名を聞いて、思わず天来は立ち上がり、貴史に歩み寄った。

「裏切られた。しかも集団でね。俺の言うことを素直すなおに聞く子達だったのに……。きっとあいつが唆そそのかしたに決まってる」

「え、じゃあ、もしかして……」

　ゴーストライターの件でいいほうに進展があったのだろうか？

　聞きたかったが、貴史の命令で酒の準備をしていた家政婦が側にいて、その話題を出すのはためらわれる。

　天来は、準備を終えた家政婦に席を外してくれるように頼たのんだ。

「──波多野さん、ゴーストライターをきっぱり止めることにしたんですか？」

　家政婦がいなくなった後でそう聞くと、貴史は軽く片眉かたまゆを上げた。

「あいつ、天来くんに話してたんだ」

　いいえ、と天来はゆっくり横に首を振ふる。

「波多野さんが積極的に話したわけじゃありません。僕が勝手に気づいてしまっただけです」

「あ、そ。……まあ、無理もないかな。一ヶ月以上もふたりきりで暮らしてたんだし」

　テーブルに用意されたグラスにウイスキーを注ぎながら、その通りだよと貴史が憎々にくにくしげに肯定こうていした。

「もう二度とやらないとさ。しかも、メイズのメンバー全員が波多野の意見に賛成してる。これで売れなくなっても仕方ないってさ。──まったく、誰が人気者にしてやったと思ってるのかな」

（メンバー全員が……）

　波多野は別荘べつそうにいたとき、ゆっくりと実績を積みながら、時間をかけてフェイドアウトしていくつもりだと話してくれていたけど、どうやら方針を変えたようだ。

　バンドのメンバー全員に真実を打ち明けた上で、自分達なりのけじめをつけようとしているのだ。

「きっとメイズのメンバー達は、ファンに噓うそをつき続けることが耐たえられないんですよ」

「ああ、そんなことも言ってたな」

　だったら、そのファンに今までのことをすべてばらされてもいいのか？

　貴史は、そんな風にメイズのメンバー達に脅おどしをかけたらしい。

　だが望む効果は得られず、これ以上の噓を重ねるなら、それでもいいと突つっぱねられた。

「貴史さん、本当に真実を世間に公表するつもりがあるんですか？」

「できるわけないだろう。あの子達は、うちの事務所の看板なんだ。そんなことしたら、共倒ともだおれになるだけだ」

（……よかった）

　天来はホッとして、思わず微笑ほほえんだ。

「……天来くん、なんだか嬉うれしそうだね」

「え、ああ……。そうですね。やっぱりゴーストライターを使ってファンを騙だますのは、いいことだとは思えませんし」

「わっかんないなあ。それぐらい別にいいじゃないか。年齢ねんれいとか身長とかスリーサイズとかさあ、プロフィールを適当に誤魔化ごまかしたりするのって誰でもしてることなんだよ？」

　それと同じこと、と貴史が当たり前のことのように言う。

「俺は、ショータが才能のあるアーティストだって幻想げんそうを作りあげてあげたんだ。感謝されることはあっても非難される謂いわれはないよ」

（貴史さんらしい理屈りくつだな）

　あきれて、つい苦笑してしまう。

　ショータ本人が、そうやって作りあげられた幻想と現実の自分とのギャップに押しつぶされそうになっていることには気づこうともしない。

　それが自分にとって都合の悪いことだからだ。

　それに……。

「幻想を作るために利用された波多野さんはどうなるんですか？　一生、陰かげの存在でいろと？」

「陰の存在だなんて、そんな大袈裟おおげさな。──波多野には充分儲じゆうぶんもうけさせてやってる。それに自分の作った曲があんなに売れてるんだよ？　喜ぶべきことじゃないか」

「……そんなの無理ですよ」

　波多野も有頂天うちようてんになったのは最初だけで、徐々じよじよに不安になってきたと言っていた。

　金で納得なつとくできるような問題ではないのだ。

「──天来くんは、どっちの味方なのかなあ？」

　貴史は不機嫌そうにぐっと酒を呷あおった。

「どっちって？」

「俺と波多野。なんだか、さっきから波多野の肩かたばかり持ってるよね」

「……そうですね。僕はゴーストライターを使うのは悪いことだと思っていますから……。だから、心情的には波多野さんの意見を善しとします」

「あ、そ」

　嫌いやなことを聞いたと言わんばかりに、貴史が拗ねた顔をする。

「でもさ、ちょっと考えてみてくれないか？　今、あの子達の人気が落ちるのは、事務所としては色々都合が悪いんだ。新しいユニットはなんとか軌道きどうには乗ったけど、あの子達ほどはまだ稼かせげないからね。……そうだな、うん。せめて、あと二年。アルバムを二枚出すまでは、俺の戦略通りに動いて欲しいんだよ。それだけの期間があったら、この先の事業展開に必要な金を稼ぎだせるしね」

　だから、頼むよ、と貴史は天来を見上げた。

「頼むって、なにを？」

「天来くんから、波多野を説得してみてくれないかなあ」

「説得って、まさかゴーストライターを続けろって？」

「うん。一ヶ月以上も一緒いつしよに暮らした仲なんだしさ。あいつ、基本的に年下の子に弱いから、もしかしたら君の頼みなら聞くかもしれな──」

「絶対に嫌です！」

　貴史の言葉を最後まで聞かず、天来は強い調子で断った。

　一緒に暮らしている間、自由になりたいと波多野が呟つぶやくのを何度も聞いた。

　やっと自由になる糸口がつかめたのに、水を差すような真似まねが天来にできるはずもない。

　むしろ、応援おうえんしたいぐらいなんだから……。

「……驚おどろいたな」

　ギュッと拳こぶしを握にぎって強く言い放った天来を、貴史はキョトンとした顔で見上げた。

「天来くんが、俺の頼みを断るなんてはじめてだよね？　──もしかして、今日機嫌きげん悪かったの？　そんなときにこんな話を聞かされて怒おこっちゃったのかい」

　違ちがいます、と天来は首を横に振る。

「そんなんじゃありません」

「だったらどうして？　なにを怒ってるんだい？」

「怒ってなんかいません」

　あきれてはいるけれど……という言葉を飲み込んだ。

　あきれてはいるけど、怒ってはいない。

　怒れないのは、貴史を完全に嫌きらいにはなれないからだ。

「でも、この件に関して、僕は貴史さんのお願いを聞く気はありません」

　もう一度はっきり断ると、貴史の顔に、怒りの表情が徐々に浮うかび上がってきた。

「……気に入らないなあ。天来くんは、なにがあっても俺の味方だと思ってたのに……。俺よりも波多野を選ぶんだ」

　いつも美しいと見惚みとれていた貴史のしなやかな腕うでがゆらりと上がって、天来の手首をつかむ。

「貴史さん？」

「あのとき、なんか変だと思ったんだけど、やっぱりそういうことだったのかな」

「あのときって？」

「別荘から帰るときだよ。やけに真剣しんけんにふたりきりでしゃべってたじゃないか。……波多野から髪かみを撫なでられたりしてさ」

「……あ」

「男の子の髪にあんな風に触ふれるような奴やつじゃないから、変だとは思ってたんだけどね。──ねえ、天来くん」

　──波多野と寝ねたの？

　怒りの表情とは裏腹の猫ねこなで声でそう聞かれて、天来はゾッとした。

（こんな貴史さん、今まで知らない）

　いつも子供のように楽しいことばかりに心を向ける人だから、拗すねたり機嫌が悪くなることはあっても、本当の意味で怒ることは今までなかったのだ。

「あ、あの……貴史さん、離はなしてください」

　痛いと訴うつたえても、手首をつかむ手の力はゆるまない。

「否定しないってことは、やっぱりそうだったんだ。──気に入らないな。君は俺のものだと思ってたのに」

　俺のもの、という言葉が気に障さわる。

「……僕は、ものじゃないです」

「ああ、ごめんごめん。そうだよね。君はものじゃない。だから、俺に逆らったりもするんだ。──で、どうすれば、また俺の味方になってくれるのかな？」

「……それは」

（無理だ）

　仕方ないと以前のように許してあげることは、もうできない。

　貴史が、自分に都合の良い歪ゆがんだ考え方を改めたとしても、きっと無理だろう。

　そんな風になって毒が抜ぬけてしまえば、貴史の魅力みりよくは半減してしまうだろうし……。

「今よりもっと大事にして、可愛かわいがってあげればいいのかな？──そうだ」

「え……？──っ！」

　ぐいっと手首を引かれて、天来は貴史の腕の中に倒たおれ込んだ。

「波多野みたいにすればいいのか」

「ちょっ……止めてください」

　あっさりとソファの上に組み敷しかれて、天来は焦あせって起き上がろうとした。

　だが、上から押さえ込まれてしまっては、どうにもならない。

「こうやって髪を撫でてあげて、額に鼻に唇くちびるに触れて……」

　つつっと、貴史の指が、言葉通りに天来の顔に触れていく。

「全身くまなく可愛がってあげて、夜もずっと一緒に眠ねむってあげれば……。ねえ、機嫌をなおしてくれるよね？」

　貴史は天来の耳元でそう囁ささやくと、首筋に唇で触れた。

　その唇の動きを肌はだで感じた瞬間しゆんかん、天来の背筋をぞぞっと嫌悪けんお感が走る。

「嫌です！　離してくださいっ!!」

　一度、嫌悪感を感じたら、もう駄目だめだった。

　肩を押さえる手も、のしかかってくる身体からだの重みも、すべてがたまらなく気持ち悪い。

　その嫌悪感に、ざわっと全身の肌が粟立あわだつのを感じた。

（こんな……身体からなんて、絶対に無理だ）

　波多野に強引ごういんに触れられたときは嫌悪感を感じなかったし、すぐに気持ちよくなった。

　身体から恋こいに落ちたのかと思っていたけど、全然違う。

　心が先に受け入れていたから、身体もそれに準じただけ……。

　恋は、もっとずっと早くにはじまっていたのだ。

　いつから？　と考える余裕よゆうは今の天来にはなかった。

「やっ！」

　のしかかってくる重い身体を押し戻もどそうとして両手を突つっ張ぱったり顔をひっかこうとしたが、あっさり手首をつかまれ、貴史のネクタイで両手首を縛しばられた。

「暴れないで。傷つけたくないんだから……」

　ね？　と猫なで声で貴史が囁く。

　その声にすら嫌悪感を感じて、天来は精一杯せいいつぱいの力で懸命けんめいに抵抗ていこうした。

　だが、それでもたいした妨害ぼうがいにはならない。

　手を縛られ、自分より重い大人おとなの男にのしかかられては、逃にげることなどできないのだ。

「俺は天来くんがとっても好きだから、なによりも大事にしてあげる。だから、俺のものになりなよ」

「嫌いやです！」

　徐々じよじよに近づいてくる貴史から、顔を背そむける。

　貴史は無理矢理天来の顎あごをつかんで、それを引き戻した。

「そんなに嫌がられると、さすがに傷つくなぁ。……ねえ、天来くん。抵抗したって無駄むだなんだから、諦あきらめて楽しもうよ。なんだったら、俺と波多野を比べてみるといい。それで、よかったほうを選べばいいんだ」

　ナイスアイディアだろ？　と貴史が自分の提案を自画自賛する。

（なにを馬鹿ばかなこと……）

　そんなの比べられるようなことじゃないし、そもそもそれ以前の問題だ。

　触られることさえ辛つらい相手に抱だかれるなんて、とてもじゃないが耐たえられない。

　天来が、巫山戯ふざけないでくださいと苦情を言う前に、

「──で、俺を選んだら、どうすんだ？」

　と、懐なつかしい声が聞こえた。

「波多野さん！」

　いつの間にか開いていた扉とびらにもたれるように、波多野が立っていた。

　その顔を見た途端とたん、色んな思いが溢あふれてきて、天来はポロッと涙なみだを零こぼす。

「よ、久しぶり」

　波多野は、そんな天来に吞気のんきに挨拶あいさつした後で、また貴史に話しかける。

「なあ、貴史、どうするつもりだ？」

「どうもこうもない。天来くんは、俺を選ぶに決まってるだろう」

「すごい自信だな。あやかりたいくらいだぜ。──で、お坊ぼつちゃまはどうするよ？」

　どっち選ぶ？　と緊迫感きんぱくかんのない声で聞かれて、天来の頭にカッと血が上のぼった。

「馬鹿言ってないで、さっさと助けろっ!!」

　怒りのまま、思いっきり怒鳴どなると、のしかかっていた貴史がビクッとした。

「……天来くんがそんな口調で怒鳴るの、はじめて聞いたな」

　貴史は、不思議なものを見るような目で天来を見下ろしている。

「二度目だろ。このお坊ちゃま、初対面で俺に嚙かみついてきたし……。──いい加減、どけ」

「うわっ！」

　ソファの背もたれ側から波多野に肩かたを蹴けられて、貴史が床ゆかに転がり落ちた。

「この宝物は俺のもんだ。せいぜい悔くやしがれ」

　威張いばるように鼻で笑ってから、波多野は天来を肩に担かつぎ上げた。

「ちょっ、なにするんですか！」

　縛られたままの両手で背中を叩たたいてみたが、波多野はご機嫌きげんな様子で鼻歌を歌うばかりで天来の声を無視する。

「波多野さんってば！」

「お、可愛いメイドさん。ありがとな。お陰かげで助かったよ」

　玄関げんかんの手前で家政婦とすれ違ちがう。

　肩に担がれた天来を見た彼女が、驚おどろいて目を丸くした。

　これでは波多野が誘拐ゆうかい犯かなにかだと誤解されてしまう。

　それは困ると、天来は苦笑くしようしながら、彼女に向けてバイバイと縛られた両手を振ふってみせる。

　安心したような表情の彼女を確認かくにんして、ホッとしながら屋敷やしきから外へ出た。

「彼女が波多野さんを中に入れてくれたんですか？」

「ああ。──呼よび鈴りんならしたら、助けてくださいってドア開けてくれた」

（……もしかして、盗ぬすみ聞きでもしてたのかな？）

　屋敷の壁かべもドアも厚いから、たぶん抵抗する声ぐらいしか聞こえなかっただろうけど……。

「しっかし、この屋敷もすごいが、ああいうメイドを雇やとってるってのもたいしたもんだな」

　羨うらやましいぜと波多野がにやけた声で言う。

　天来はちょっと不愉快ふゆかいだ。

「あの制服は、貴史さんの趣味しゆみです。……波多野さんも同じ穴の狢むじなですか？」

「あー、否定はしねぇな。なにしろ、あいつとは微妙びみように好みが被かぶるしな。──おまえが男でよかったよ。女だったら、とっくにあいつに喰くわれてただろうからな」

「ちょ、うわっ」

　天来は、いきなり波多野の肩から降ろされた。

　ドサッと降ろされたのは、革張かわばりのシートの上。

　オープンカーの助手席だった。

「これが俺の宝物だ」

　脇わきに立つ波多野が、どうよ、と自慢じまんげに胸を張っている。

　角張った長すぎるボンネット、車幅しやはばがある上に車長も異常に長く、車高が低い特徴とくちよう的なアメ車。

　古い型式の、黄金のキャデラック。

「…………美しくない」

　つい素直すなおな感想を口にすると、波多野は「なんだとっ！」と怒鳴った。

「70年代のキャデラック・エルドラドだぞ。この俺が稼かせいだ金で最初に買った憧あこがれの車だ。自分で全塗装ぜんとそうして整備だってやって、大事に大事にしてきたんだっ！」

「ああ、子供の頃ころからの憧れの車なんですか。だったら……まあ、仕方ないですけど……」

　憧れというものは人の目を眩くらませると、ここ最近の経験で天来も学んだ。

　一緒いつしよに暮らしているときに波多野が衝動しようどう買いした車も、街中を走るには不似合いなごつい車だったし、基本的に大きめの車が好きなのかもしれないが。

「でも、この車、燃費悪いですよね？　古いし特殊とくしゆな車だから、修理代も割高なんじゃないですか？　不経済です」

「修理は実家の車屋でやってるから、実費しかかかんねぇんだよ。……ってか、お坊ちゃまのくせに、相変わらずケチだな」

「ケチなんじゃありません。経済的なんです」

「──ったく、相変わらずだなぁ。安心したよ」

　天来が真顔で答えると、波多野はくしゃっと苦笑しながら、天来の手を縛るネクタイを解いてくれた。

「三ヶ月程度で変わったりなんかしません」

「そうか。──髪かみは最後に見たときより、かなり短くなったけどな」

　さらりと、天来の黒髪をすくう。

「とりあえず、これ着ろ」

　波多野は、自分が着ていた革ジャンを投げて寄こした。

　天来が言われた通りにすると、運転席に乗り込みながらシートベルトを締しめろと言う。

「よし、もういいな。──じゃ、行くか」

　波多野はいきなり車を発進させた。

「わっ！　ちょ、ちょっと！」

　ギュンッと急な加速に、天来はぐっとシートに背中を押しつけられる感覚を味わう。

「安全運転！　ここは公道ですよ。制限速度を超過ちようかしちゃいけません！」

「あー、もう、口うるせぇなぁ」

　天来の小言に、波多野が嬉うれしそうな顔をして、ゆっくりと減速していく。

（波多野さんも相変わらずだ）

　行動パターンも表情も以前と変わらない。

　少しだけ、浮うかれているような感じはするけど……。

　走り出すと同時に吹ふき込んできた風が、髪を乱暴に梳すいて後方へと流れていく。

　解放感が心地ここち良いけど、春先の夜風はやはり少し冷たい。

　波多野の大きな革ジャンの暖かさが嬉しかった。

「ゴーストライターを完全に止めるって話、貴史さんから聞きました」

「まあな。……これからもメイズの音楽作りに協力するけどな。これであいつらがポシャッたら、ざまぁねぇなと貴史に高笑いされる。それだけはゴメンだ」

　これからが本当の正念場だと、波多野は少し表情を引き締めた。

　その横顔に、頑張がんばってくださいと声をかけると、また口元が少しゆるむ。

「まあ、そんなこんなで俺はスッキリしたからさ。ついでに、お坊ちゃまもスッキリさせてやろうと思って、ちょっかい出しに来てやったんだ。──迷惑めいわくだったか？」

　ためらいがちにそう聞かれて、天来は「いいえ」と首を横に振った。

「助かりました。……貴史さんとああいう関係を持つつもりはなかったし……」

「ありゃいいタイミングだったよな。転がったときの貴史の顔、見たか？　いつもすかしてる奴やつが間抜まぬけ面づらを晒さらしてさ」

　げらげらと波多野が笑う。

　波多野ばかりを見つめていたから、天来はそんな貴史の姿を見ていなかった。

　きっと貴史は見られたくなかっただろうから、見ずにすんでよかったと思う。

　天来が、同調も否定もせずにいると、波多野がピタッと笑うのを止めた。

「……あ？　俺、もしかして間違まちがったか？」

「はい？」

「いや……。あそこ、おまえの家なんだよな？　連れ出すんじゃなくて、あいつを追い出してやったほうがよかったんじゃねぇの？」

「いえ、間違ってません。……あの屋敷は、いずれ貴史さんにあげるつもりだったし……」

　貴史好みに改装された屋敷で暮らせば暮らすほど、屋敷に対する愛着は薄うすれていった。

　あそこは、もう天来が生まれ育った屋敷ではなくなったのだ。

　どうせ元の姿には戻もどらないのならば、東京から出る際に貴史にあげようと思った。

　天来自身、貴史の存在によって寂さびしさから救われていた時期も確かにあったわけだし、それを思うと、惜おしくはないと考えていたのだが……。

（今となっては、それもちょっと違ちがうかな）

　さっきの暴力で、天来の中に残っていた貴史への親しみが完全に砕くだけて消えた。

　お礼と言うより、今となっては手切れ代わりのようなものになってしまったような気がする。

「さすがお坊ぼつちゃま。太っ腹だな」

「そういう言い方は止めてください」

「はいはい。──で、これからどうするよ？」

「え？」

「いや、俺も勢いでおまえを連れてきちまったからさ。この先のこと、考えてなかったんだ」

「あ、そうなんですか……」

　てっきり迎むかえに来てもらえたと思っていた天来は、肩かたすかしをくらってガッカリした。

　襲おそわれかけている姿を見て、貴史から引き離はなすために屋敷やしきから連れ出してくれただけだったのだ。

（仕方ないか……。『しっしっ』だもんな）

　妙みようなところで面倒見めんどうみのいい人だから、放っておけずに手を貸しにきてくれただけ。

　それ以上の理由はなかったんだ。

（それでも、いい）

　忘れられたりせず、心に留とどめてもらえていただけでも嬉しい。

　ついでに、側に置いてもらえるなら、もっと嬉しいのだけど……。

「波多野さんのお宅に置いてもらえませんか？」

　天来は、素直な気持ちを口にした。

「僕、大体の家事はこなせますし、波多野さんほどはうまくないけど料理だってできます。少々口うるさいかもしれませんが、なるべく言わないように気をつけますし……。だから、あの……側に置いてください。お願いします」

　見つめる波多野の横顔が、微かすかに歪ゆがむ。

「あー、お願いされると、さすがに胸が痛むな」

「駄目だめ……ですか？」

「いや。まあ……あれだ。お願いされなくても、適当に騙だまして連れて帰るつもりだったし……」

「じゃあ、いいんですね」

　天来が喜び勇んで聞くと、波多野は「ああ」と頷うなずいた。

「……でも、おまえ、わかってんのか？」

「なにをですか？」

「家に来たら、また抱だくぞ」

　はっきり言われて、かあっと頰ほおが熱くなる。

（僕でもいいんだ）

　今の波多野は、もう閉じこもっている必要はない。

　いくらでも選択せんたくの余地はあるのに、胸の膨ふくらんでない自分を選んでくれる。

　天来は、とても嬉しかった。

「かまいません。僕を波多野さんの好きなようにしてください」

　素直すなおな気持ちを口にしたら、ギュキュッとタイヤの音をたてて車が急に曲がった。

　営業時間が終わった店舗てんぽの、薄暗うすぐらい駐車ちゆうしや場に入り込み停車する。

「──そういうこと言うなよ。ったく、心臓に悪い奴だな」

「僕、なにか悪いことを言いましたか？」

「言った。あのな、俺はおまえをオモチャにしたいわけじゃねぇんだ。本気で惚ほれてるから抱きたいって言ってるんだぞ」

「……は？」

（……本気って……）

　そんな風に言ってもらえるとは思ってもみなかったから、天来はキョトンとして波多野を見上げた。

　薄暗くても、波多野の美しい顔立ちははっきり見える。

「ああ、やっぱりわかってねぇか……。あのな、俺がさっさとゴーストライターから足を洗う気になったのも、そのせいなんだよ。ずるずると薄汚うすぎたない裏切りを続けてるようじゃ、お綺麗きれいなおまえに真っ正面から向き合えないと思ったからさ……。俺は本気だ。だからな、手に入れたら絶対に逃にがしてやれねぇぞ」

　それでもいいのか？　と聞かれて、天来は「かまいません」と迷うことなく素直に頷いた。

「……ホントにわかってんのか？　俺はおまえの運命の相手とやらじゃねぇんだろ？　いつか知らせがあって、そいつと出会ったとしても、俺はおまえを手放さねぇぞ」

「かまいません。……もう運命の恋こいには拘こだわってませんから」

「そうなのか？」

　波多野は、拍子抜ひようしぬけしたような顔をした。

「はい。波多野さんと会えなくなってからすごく後悔こうかいしたんです。運命の恋とか知らせとかに拘ってないで、ちゃんと素直に自分の気持ちを伝えておけばよかったって……。──僕は、あなたが好きです」

　天来は、驚おどろいた顔をしている波多野に正直な気持ちを伝えた。

「だから、あなたの側にいたい。どうか、このままずっと側に置いてください」

　返事を求めて、波多野の顔を見上げると、「……おまえ、その言い方はまずいって」とわけのわからないことを言われた。

「あの……返事は？」

　はっきり答えて欲しくて答えを急せかすと、返事の代わりに、むんずと首をつかまれ、いきなり嚙かみつくようなキスをされる。

「んっ……んんっ……」

　不意打ちすぎて一瞬いつしゆん身体からだが硬直こうちよくする。

　でも首をつかむ懐なつかしい指の感触かんしよくに、こわばりはゆっくりと解けていった。

（……やっぱり、気持ちいい）

　貴史のときとは大違おおちがいだ。

　指も唇くちびるも染み入ってくる体温も、そのすべてを身体と心が素直に受け入れている。

　天来は、久しぶりの深いくちづけにうっとりした。

（知らせなんて、もうなくていい）

　運命に与あたえられなくても、これが永遠の恋になるよう努力すればいいだけだ。

　それに……。

（もしかしたら、気づかなかっただけで、あれが知らせだったのかもしれないし……）

　波多野と貴史の会話を聞いて、気づいたのだ。

　初対面のときから、天来は波多野に対して、つい感情的になってしまっていた。

　いつも憧あこがれの父親を意識して、穏おだやかで丁寧ていねいな言動を心がけていた天来にとって、それははじめての経験。

　憧れも理想もとっぱらった、自分でも意識していなかった新しい自分が表に出た瞬間だった。

（あの瞬間、僕は、僕になった）

　天来の父親にとって、音楽は感情を表現するひとつの手段だった。

　だが音楽で感情をうまく表現できない天来には、感情の変化に応じた音楽は訪おとずれるはずもなく、その代わりとして今まで自分でも気づいていなかった自分自身の一面が、ひょいっと顔を出したのかもしれない。

　それが、天来にとっての知らせだったのかもしれなかった。

「……やばいな」

　返事代わりの長いくちづけの後、ボソッと波多野が呟つぶやいた。

　髪かみや頰を撫なでられて、幸せな気分に浸ひたっていた天来はその声に目を開ける。

「どうかしたんですか？」

「いや……もうちょい触さわりたくなってきた」

　言うやいなや、天来の身体に手を伸のばしてきて、シャツをまくり上げて直接肌はだに触ふれてくる。

「え、噓うそ、ここで？　それはちょっとまずいんじゃ……」

　その気になってもらえるのは嬉うれしいが、場所がまずい。

　車が停とまっている駐車場から道路はさして離れていないし、歩道には人の姿もちらほら見えるのだ。

　キスだけならまだしも、ただでさえ目立つ大きなオープンカーでこれ以上のことは無理だ。

「ちょ、波多野さん！　駄目だってば。人に見られます」

　ギュウッと押し戻もどしたが、波多野は聞いちゃいない。

「大丈夫だいじようぶだって。薄暗いし、声抑おさえてりゃ誰も気づかねぇって」

「そんな適当なこと……、ちょっ、あの……」

　天来は苦情を言おうとしたが、波多野の唇でふさがれた。

（絶対、無理）

　薄暗くったって、揺ゆれる車体のシルエットは遠くからでもはっきり見えるだろう。

　それに、別荘べつそうではそんな必要はなかったから、声を抑えるだなんて高等技術の持ち合わせは天来にはない。

「……やっ……ん……ん……」

　まくり上げたシャツの裾すそから入り込んできた指が乳首ちくびを探さぐり当て、指先で愛いとおしげに撫でてから、きゅうっと軽くつまむ。

　天来の唇を深くふさいでいた波多野の唇は、さんざん天来を翻弄ほんろうしてから離はなれて、頰から耳元へと移動していった。

「……あっ」

　耳元を痛みが走るほどきつく吸われて、天来はピクンと震ふるえた。

（……も……駄目……）

　懐かしい手の動きと懐かしい唇。

　抵抗ていこうする気力も失うせて、天来は覆おおい被かぶさってくる波多野の首に腕うでを回した。

「ん？　なんだ、もっとキスして欲しいか？」

　聞かれて素直に頷くと、波多野の唇がまた戻ってくる。

「ん……ふっ……」

　天来は深いくちづけに夢中で応じた。

　そして、波多野の手が焦じらすように下へ降りていき……。

「──っと、やっぱこれ以上はまずいか。……汚よごしたくないしな」

　波多野は名残なごり惜おしげに軽くキスをすると、天来の身体からいきなり離れる。

「……え？　あの、波多野さん？」

「わり、続きは家でな」

　呆然ぼうぜんとしている天来の服を整え、シートベルトを締しめさせる。

「大丈夫、こっからなら、飛ばせば二十分かからねぇしよ」

　波多野はそう言うと、またしても車を急発進させた。

　天来はまたシートに押しつけられたが、スピード違反いはんに苦情を言うどころの騒さわぎじゃない。

（……汚すって……）

　どうやら波多野は、車体やシートが汚れるのを嫌いやがって行為を中断したようだ。

（最中の姿を他人に見られるかもしれないのは平気なのに、車が汚れるのは駄目だめなんだ）

　宝物だと言うぐらい大事にしている車だから、仕方ないのかもしれないけど……。

（……面白おもしろくない）

　波多野は自分より車を優先したのだ。

　天来の胸に、めらっと熱いものがこみ上げてくる。

　スピード違反をしまくる男の隣となりで、天来は無言のままこみ上げてくる不愉快ふゆかいさに堪たえていた。







　ギュワワワッとすごい音をたてて、波多野の家の前で一旦いつたん車が停まる。

　三階建ての一軒家いつけんやで、コンクリート打ちっ放しの外壁がいへきと大きな窓まど硝子ガラスに覆われた長方形の建物だった。

　一階部分にある駐車ちゆうしや場に車を停めると、助手席に回った波多野が天来を抱だき上げようとする。

　その伸ばされた手を、天来はぺしっと払はらった。

「……自分で歩けます」

「おまえ、靴くつはいてねぇだろ。そのままだと靴下が汚れるぞ」

　遠慮えんりよすんなって、と伸びてきた手を、またぺしっとたたき落とす。

「靴下が汚れるのが都合が悪いのなら裸足はだしで歩きます」

「そしたら、おまえの足が汚れるだろうが」

「かまいません。洗えば綺麗きれいに落ちますから……。革かわや布と違ちがって、僕の身体は汚れが染しみついたりしないし……」

「なんだぁ？　もしかして、途中とちゆうで止やめられて怒おこってんのか？」

「そんなことで怒ったりなんかしません！」

　自分で靴下を脱ぬいで、車から降りようとした。

　だが、その足がコンクリートの床ゆかに降りる前に、波多野の手の平で受け止められる。

「ったく、こんな柔やわな足、ちょっとした小石でも傷がつくぞ」

「……僕に傷がつくのは駄目ですか？」

「駄目に決まってるだろうが」

「じゃあ、車が汚れるのと、僕が傷つくの、どっちが駄目ですか？」

　天来がそう聞くと、波多野は「なんだぁ？　新しい作戦か!?」と怒った顔で怒鳴どなる。

「おまえ、もしかして、この車に嫉妬しつとしてんの？」

「……嫉妬？　これが？」

　天来はキョトンとして、目新しい感情の名前を呟く。

　胸をめらっと焦こがす、この不愉快な想おもい。

（これが、嫉妬なのか？）

　貴史を挟はさんで、同じような気持ちを抱いていただろう阿倍とは、似た者同士だと共感するばかりで不愉快さを感じたことはない。

　両親がお互たがいを一番大切な人だと思っていることは知っていたし、それはとても貴とうといことだと憧あこがれてすらいたから、天来は彼らの二番目に甘んじていた。

「まさか、今まで嫉妬したこともねぇなんて言うんじゃねぇだろうな？」

「──たぶん」

　天来は素直すなおに頷うなずく。

「だから、そういうのやめろって！　ったく、どういう作戦なんだよ」

　波多野が怒った顔で怒鳴った。

「あー、もう我慢がまんできねぇ」

　ガバッと抱き上げられて、室内へと運ばれた。

　はじめての家の中をゆっくり見る余裕よゆうもないまま、寝室しんしつに連れ込まれて、ドサッとベッドの上に降ろされる。

「久しぶりだし、大事に抱いてやろうと思ってたってのに、台無しにしやがって……」

　怒りながら、波多野が慌あわただしく覆い被さってくる。

（……噓つき）

　大事に抱いてやろうと思っていた人が、オープンカーでことに及およぼうとするはずがない。

　口答えしてやろうかとも思ったが、手早く服をはぎ取る波多野に、愛おしげに首筋を舐なめ上げられて、その気が失せた。

　侃々諤々かんかんがくがく、波多野と言い合いをするのはかなり楽しいが、触ふれてくる熱い手に身を任せたいという欲求には遠く及ばない。

「ん……ふっ……」

　深く甘いくちづけに酔よいながら、波多野の髪かみの感触かんしよくを確かめる。

　我慢できねぇと言ったのは本当だったようで、波多野は性急にことを進めようとした。

　最低限の準備だけで、無理矢理身体からだを繫つなげようと、そこに硬かたいものを押し当てる。

「やあっ……。ああ──っ！」

　足を押し広げられ、ぐっと体重をかけながら、無理矢理ねじり込まれる熱い感覚。

　準備が完全に整う前に挿入そうにゆうされるのははじめてで、天来はその圧迫感あつぱくかんに呻うめく。

　でも、止めて欲しいとは思わない。

　ずり上がりかける身体をもっと深く繫がりたいと引き寄せる手も、硬く熱く張りつめ、身体を押し開こうとする波多野自身も、愛いとおしくてたまらない。

　波多野が性急な行為こういに走る原因、その衝動しようどうに天来もやっぱり心当たりがあるから……。

（……欲しい）

　一刻も早く、もっとしっかり繫がりたい。

　ずっと、ずっと会いたかったのだ。

　その手を感じて、声を聞いて、その肌はだに温めて欲しかった。

（好きになってもらえてたなんて……）

　ずっと片思いだと思ってたから、夢中で求められることが嬉うれしくてたまらない。

「…ん……あっ……」

　馴染なじむ間もなく、波多野が動き出す。

　微かすかな痛みと、それに何倍も勝まさる幸福感。

　確かにいま自分は波多野に愛されているのだという実感に眩暈めまいがするほどの喜びを感じて、天来は波多野の首に手を伸のばしてぎゅううっとしがみついた。

「あ……波多野さん、もっと……」

　耳にそう囁ささやきかけると「ったく」と苦々しく舌打ちされた。

「加減が利きかなくなるだろうが。そういうこと言うなって……」

　加減なんかしなくていいと言う間もなく、腰こしをつかまれ身体が浮ういた。

「──ふぁ」

　つかまれた腰と肩かただけで身体を支える不自然な体勢のまま、何度も突つき上げられ、乱暴にかき回される。

「あ……あ……だめ…………んんっ！」

　一気に迫せり上がってきた衝動のまま、ビクッと身を震ふるわせて天来は達いった。

　一瞬いつしゆん気が遠くなったせいで完全に力が抜ぬけた身体を、波多野がゆっくりベッドに戻もどす。

「……おい、大丈夫だいじようぶか？」

　軽く頰ほおを叩たたかれて聞かれた。

「へいき……もっと、して……」

　天来はうっすら目を開けた。

　だるい腕うでを持ちあげて、波多野の頭を引き寄せる。

「波多野さんも、僕で達って……」

「また……。そういうことを言うなって……。無茶するなよ。久しぶりなんだし、また熱出すかもしれないぞ」

　心配そうな声に、また「へいき」と答える。

「波多野さんが、ずっと側にいてくれるなら」

　好きにして……と囁くと、また舌打ちの音がして、ぐっと腕をひかれて起こされた。

「あんま煽あおるな」

　引っ張られるまま、波多野の胸にぺたっと頰をくっつけて、天来は微笑ほほえむ。

「煽ってないです。ただ、もっと波多野さんに抱かれてたいだけ……」

「それが煽ってるって言ってんだよ」

　波多野の手に首をつかまれ、軽くくちづけられる。

「……天来は、綺麗だよな」

　唇くちびるを離はなした波多野が、天来の髪を梳すきながらしみじみと言った。

「胸膨ふくらんでなくてもいいんですか？」

「またそれかよ」

　波多野が苦笑くしようする。

「もうそこには拘こだわらねぇから、勘弁かんべんしろって。──俺が惚ほれたのは、ぺったんこな胸の気の強いお坊ちゃまだ。おまえが側にいてくれるんなら、もう他ほかはなんもいらねぇよ」

　優やさしい目で見つめてもらえるのがただ嬉しくて、天来は無言のまま首を傾かしげて微笑んだ。

「納得なつとくしたか？」

　深く頷くと、今度は深いくちづけ。

　天来は首にしがみついて夢中で応じた。

　やがて、波多野の手に腰を支えられ、膝立ひざだちさせられる。

「……っんん……」

　熱いものをまた押し当てられ、天来はぞくっと甘く小さく身震みぶるいした。

「自分で入れてみな」

「え？　……自分でって……」

「ゆっくり、自分のペースで腰を下ろすんだ」

　いつも波多野に全部任せていたから、自分のペースとか言われてもよくわからない。

　それでも、そのほうが絶対楽だからと唆そそのかされた天来は、言われた通りにしてみたが、これがなかなかうまくいかない。

「……っ……」

　触れる熱を早く中で感じたいのに、いざ腰を下ろそうとすると、こじ開けられる痛みに身体が竦すくむ。

「なに焦あせってんだ？　もっと力抜ぬけって……。いっつも上手にやってたじゃねぇか」

「そんなこと言われても……」

　上手にやってたとか言われても、天来にはなにをどうしていいかも、どうやっていたのかもわからない。

　いつも、最初に波多野に教えられた通り、余計なことは考えないで身体が望むままに動いていただけだったから……。

　困惑こんわくしていると、しょうがねぇなぁと波多野が苦笑する。

「ほら、キスしろ」

「はい」

　促うながされるまま、笑えみを浮かべている唇に唇で軽く触れた。

　形のいい鼻先や頰にもキスしたくなって、ちゅっちゅっと何度もしていると波多野の笑みが深くなる。

「小鳥かよ。ったく、えろいんだか、純なんだか……。ほら、ベロだせ」

　言われた通りにすると、ガブッと嚙かみつくようなキスをされて、きつく吸われた。

「……ふっ……」

　絡からめ捕られた舌を吸われ、甘嚙みされる。

　乱暴に口腔こうこう内の柔やわらかな粘膜ねんまくを探さぐられて、甘痒あまがゆく身体が疼うずく。

（……あ……大丈夫そう）

　深いくちづけで疼いた身体が、押し当てられた熱に反応してひくっと震える。

　内側の熱を意識しながら、ゆっくり腰を下ろしていく。

「…ん～～……。──あっ」

　奥深くまで飲み込んでいくと、びくんっと身体が勝手に反応した。

「あ……あぁん……いい……」

　電流のようなゾクゾクする感覚。

　天来は思わず背を反らせて震えた。

　波多野の指が、ぎゅっと強くお尻しりに食い込む。

「えっろい顔……。いいトコに当たったか？」

「気持ちいい……ね、波多野さん、もっと、そこ突いて……」

「焦るな。自分で自分のいいトコ探して、ゆっくり動いてみな。そのえっろい顔、もっと俺によく見せてみろ」

　頷うなずいた天来は、ゆっくり腰を浮かせようとした。

　が、できない。

「……っ……」

　埋うめ込まれた熱を少し動かすだけでも、じんと身体からだが痺しびれて足の力が抜ける。

「……だめっ」

　その場に崩くずれ落ちそうな不安を覚えて、きゅっと波多野の首にしがみつく。

「自分でなんて……できない……」

「大丈夫だって」

「無理。……こんな……波多野さんを感じられるだけでも、幸せすぎて溶とけそうなのに……」

　幸せすぎて、身体に力が入らないから動けない。

　そう訴うつたえようとしたのだが、その前に、どくんと身体の奥が不自然に脈打つ。

「あ……あっ……波多野さんっ！」

　脈打つ熱いモノが体積を増したのをリアルに感じて、身体が歓喜かんきの予感に震える。

　天来はたまらず悲鳴をあげた。

「お願い、もっと、もっとあなたを感じさせて」

　ぎゅうっとしがみついて、波多野の耳に懇願こんがんする。

　どうやら、それが波多野の理性を奪うばったようだった。

「あーったく、だから煽るなってっ！」

「あっ………っっ──……」

　突つき飛ばすようにベッドに倒たおされ、力の抜ぬけた膝をつかまれて押し広げられる。

「……んん……」

　再び強引ごういんに熱いものをねじり込まれ、その幸福感にたまらず吐息といきが零こぼれた。




　──やっと帰って来られた。

　なんの前触まえぶれもなく、そんな想おもいが胸の中に浮うかび上がってくる。

　天来はそんな自分の心が理解できず一瞬いつしゆん戸惑とまどう。

　でも、すぐに、その理由がわかった。

　別荘べつそうを後にして帰った屋敷やしきは、想像通り様変わりしていて、他人のような顔で天来を迎むかえた。

（あそこは、もう僕の家じゃなくなってたから……）

　あの日から天来は、帰る場所を見失ってしまっていた。

　今の天来にとって、心からくつろぎ安らげる場所はここ、波多野の腕の中だけだ。




「……天来……天来……」

　波多野が熱に浮かされたように、何度も名を呼ぶ。

　夢中で名を呼ぶ声と、その肌はだの熱さ、自分を求めて昂たかぶる熱がたまらなく愛いとしい。

　波多野の熱さが、会えない間に降り積もってしまっていた天来の寂さびしさを、ゆっくり溶かしていってくれる。

　寒さに凍こごえていた心が温かく満ち、溶け出た寂しさは、天来の目尻めじりを熱く伝っていく。

（……しあわせ）

　やがて、波多野の熱が激しく弾はじけ、痺れるような甘さが全身を満たしていく。

　帰ってきたという実感に満たされながら、もうどこにも行かないと、天来はただ無我夢中で愛しい人をぎゅうっと抱だきしめた。







　　　　６




「ホントにひとりでも平気か？」

　何度目かの波多野の問いに、天来はゆっくり頷いた。

「大丈夫だいじようぶです」

「でも、おまえ、ひとりで留守番したことないんだろ？」

　屋敷にはいつも家政婦がいたんだし、と波多野は心配そうだ。

「もう子供じゃないから、ひとりでも平気です」

「なんだったら、友達に泊とまりに……。いや、それは駄目だめだな」

　俺の留守中に他ほかの男も女も、絶対にこの家には上げるなと、波多野が偉えらそうに命令する。

「よし、寂しかったら飲みに行け！」

「……未成年だから、それは無理です」

　素すっ頓狂とんきような波多野の勧すすめに、あきれた天来は冷ややかに応じた。










（やっぱり、寂しいからずっと飲み歩いてたんだ）

　一緒いつしよに暮らすようになってから事情聴取ちようしゆしてみたら、以前の波多野はほぼ毎日のように飲み歩いていたらしい。

（だからって、いくらなんでも……）

　ナンパした女の子達とクラブで大騒おおさわぎ、その場にいる人達の支払しはらいまで大盤振おおばんぶる舞まい。

　可愛かわいがっているバンドのメンバー達を連れてきては、また大騒ぎ。

　波多野の金銭感覚は信用できないと常々思っていた天来は、波多野のカード明細をきっちりチェックして、ふうっと気が遠くなった。

　本人に言わせると、ゴーストライターで稼かせいだ金を手元に残しておくのが我慢がまんできなかったとかで、無計画に思いっきりパアッと使っていたのだと言うのだが……。

（……使いすぎ）

　天来がこの家に引っ越してきた段階で、波多野の預金残高はほとんどゼロ。

　翌月の支払いをすませるとマイナスになるのが確定していた。

　しかも、ゴーストライターとして作った曲の著作料はすべて事務所側に渡わたし、波多野は今後一切いつさい受け取らない約束になっていて収入の予定もない。

「あの豪勢ごうせいな屋敷と著作料、貴史ばっかり得してねぇか!?」

　慈善じぜん事業にでも使って事務所の株を上げるんだなと、鯔背いなせにも著作料を譲ゆずり渡したことを後悔こうかいしていないと波多野は言っているが、その内心はけっこう複雑みたいだ。

　学校に迎えに来てくれた夜に波多野が衝動しようどう買いした車を売ったりして、とりあえず通帳のマイナス表記は免まぬかれることになったが、それもいつまで続くか……。

「僕が生活費を出します」

　天来がそう申し出ると、「ったく、またそういう甘いことを……」と波多野の眉間みけんにくっきりと皺しわが寄る。

「実はおまえ、男を駄目にする男だったんだな!?」

　怒おこった顔でわけのわからないことを怒鳴どなられたが、本心から怒ってないのは明白なので無視した。

「あげるわけじゃないですよ。僕自身の家賃と食費を払はらうって言ってるんです。──それならいいでしょう？」

　贅沢ぜいたくさえしなければ、ふたりで生活するのも充分じゆうぶんに可能だ。

「……俺が面倒見めんどうみてやるつもりだったんだ」

　波多野は仏頂面ぶつちようづらになって、黙だまり込む。

　しばらくして気を取り直したのか、「いずれ、絶対返すからな！」と窓に向かって吠ほえた。

（こっちを向けばいいのに……）

　妙みようなところで不意に見せる波多野の子供っぽさ。

　好きだなと天来は思う。

「ああでも、生活費には間に合っても、あの燃費の悪い車のガソリン代には足りませんよね？」

　子供っぽさが可愛いのでもう一押ししてみたら、一瞬口ごもった波多野は「稼ぐ！」とまた窓の外に向かって吠えた。

　その日以降、波多野は地道に売り込み活動をするようになった。

　以前、波多野の名前でそこそこヒットした曲があるのは事実だが、その後自分の名前で仕事しない期間が長く続いたせいで、波多野は業界内では引退したのだと思われていたようだ。

　俳優業を飽あきて作曲家に、だがそれも飽きて辞やめた男だという認識にんしきが広まっていて、話を聞いてもらうことも難しいようだ。

　かつて世話になった恩人から厳しいことを言われて、落ち込んで帰ってきたこともあった。

　天来は慰なぐさめようとして側に行ったが、話しかける前にくちづけで唇くちびるをふさがれ黙らされた。

「おまえの甘すぎる言葉は、今の俺には毒だ」

　だから黙って慰めろと、強く抱きしめられた。

「大丈夫、大丈夫だ。全部自業じごう自得だからな。ここで頑張がんばらねぇとやり直した意味がねぇ」

　なんの痛みもなくトントン拍子びようしで進むほど世の中は甘くないんだと、自分に言いきかせるように波多野が呟つぶやく。

　天来は、そんな波多野を黙って抱きしめ返すことしかできなかった。




　──甘い言葉が相手にとって毒になる。

　天来は、そんな風に認識したことはなかった。

　でも、確かにそうなのだ。

　なんの気無しに発した甘い言葉が、後々まで尾おを引くこともある。

（貴史さんとはそうだったし……）

　仕方ないと許し、欠点に目をつぶり、まるで崇拝すうはい者のように彼の美点だけを誉ほめ称たたえていた。

　許され誉められ続けることで、貴史が天来に関する事柄ことがらで徐々じよじよに増長していったのも事実。

　自分がちゃんと諫いさめていたら、ふたりの関係はもう少し違ちがった形になっていたかもしれない。

　少なくとも、こんな風に完全に心が離はなれるようなことにはならなかった。

　少々のトラブルはあるようだが、波多野は今も貴史と友達づき合いを続けている。

　でも天来は、あれ以来一度も貴史と会っていない。

　怒った顔や強引ごういんに押さえ込む強い力を思い出すだけで、嫌悪けんお感が湧わき上がってくるから……。

（波多野さんは、ちゃんと大人おとななんだな）

　甘い言葉に惑まどって失敗したからこそ、同じ轍てつをふまないよう自分を諫めている。

（僕も、しっかりしないと……）

　この恋こいを、生涯しようがいでただ一度の運命の恋にするために……。




　最初は難航していた仕事の売り込みだが、この間はじめてコンペに参加できた。

　評判はよかったようだが、波多野の作品は選ばれなかった。

　波多野と貴史が親しいと知っている関係者が、貴史の事務所の後援こうえんを受ければ、きっとすぐにでも決まるんじゃないかと助言してくれたそうだ。

　でも、波多野はそれを望まない。

　今度は実力で勝負する、もう一息だと言う。

　明るい声が嬉うれしかった。










　そして、波多野は今日から、メイズのニューアルバムのレコーディングの手伝いでしばらく留守にすることになっている。

　レコーディングの期間は、はっきりしていない。

　順調に進まなければ長引くが、順調に進みすぎても、もっとなにかできることがあるんじゃないかと長引くことがあると波多野が言う。

　その間、天来をひとりきりにしておくのが心配でたまらないようで、昨夜からずっと、あまり現実的じゃない対策を考えては天来に却下きやつかされている。

「本当に大丈夫だいじようぶですから……。寂さびしくなったら……そうだな。波多野さんのパジャマでも借ります」

「……パジャマでなにすんだ？」

「なにって……。パジャマなんだから、当然着て寝ねます」

　以前革かわジャンを貸してもらったことを思い出しながら、波多野の大きな服に包まれているとなんだか安心するから、と天来は説明した。

「だから、そういうこと言うなって！　また新しい作戦か!?」

　波多野が怒った顔で怒鳴る。

「あー、くそっ！　行きたくなくなってきたじゃねぇか」

「……そうしたいのならどうぞ。──でもこれで、またあの車は当分動かせないままですね？」

　なにしろガソリン入れられないし、と天来がにこにこ微笑ほほえんでみせると、波多野は絶句してなんとも言えない複雑そうな顔をした。

「～～～～っ！」

　なにか言い返そうというのか、天来を指さし、口をあけたまま言葉を探していたが、玄関げんかんの呼よび鈴りんが鳴って悔くやしそうに指を降ろす。

「くそっ！　迎むかえが来ちまったか……。──天来、帰ったら覚えてろよ！」

　泣かしてやるからな！　と明後日のほうに怒鳴りつつ、波多野は着替きがえが入ったバッグを手に玄関に向かった。

「泣かせてもらえるの楽しみにしてますから、ちゃんと帰ってきてくださいね」

　靴くつを履はく波多野の背中にそう告げたら、立ち上がった波多野にむんずと首をつかまれて嚙かみつくみたいなキスをされた。

「すぐ帰ってくるからな。寂しくなったらスタジオに直接電話しろ。空き時間に折り返し電話するから」

「はい」

　家の前に停とまっていた事務所からの迎えの車に乗り込んだ後で、

「あ、俺がいない間にキャデラックに悪戯いたずらすんなよ」

　わざわざ窓を開けて、波多野が言った。

「馬鹿ばかにするなっ！」

　てっきり名残なごり惜おしげに声をかけてもらえると思っていた天来は、カッとして言い返した。

「そんな卑怯ひきようなこと、絶対にしませんから!!」

「はいはい。じゃあな」

　にやにやと楽しげな顔の波多野を乗せた車が遠ざかって行く。

（本気で心配してるのかな）

　もしそうだとしたら、非常に不愉快ふゆかいだ。

　車に嫉妬しつとするような愚おろかな真似まね、一度やっただけでもう充分じゆうぶん。

　口もきけない相手に嫉妬するなんて虚むなしい。

　それに、嫉妬して意地悪するのなら、その対象は嫉妬する原因を作った波多野であるべきだ。

　天来は家の中に戻もどる前に駐車ちゆうしや場に寄った。

「波多野さん、行っちゃったよ。……やっぱり、ちょっと寂しいかな」

　キャデラックの黄金色のボンネットに触ふれながら、返事をしない相手に話しかけてみる。

　ひとりが寂しいと思うのは、波多野と一緒いつしよにいるときは寂しくない証拠しようこだ。

　側にいられる幸福を再認識できるから、たまには留守番も悪くないかもしれないと自分を慰めてみる。

「埃ほこりぐらいなら僕だって払はらってあげられるから、おまえも一緒に待とう」

　波多野が帰ってきたら、車の磨みがき方を聞いてみようかと思う。

　いつもけっこうな時間をかけて磨き上げているから、覚えておけば留守番の退屈たいくつしのぎにちょうどいいかもしれないし……。

　教えてもらいながら一緒に車を磨き上げて、その後、ドライブに連れて行ってもらおう。

　遊園地に行く約束もまだ果たしてもらってないし……。

　波多野の今回の仕事は正規のもので、アルバムにも協力者として名前が載のることが決まっている。

　もちろん、それに伴ともなってまっとうなギャラだって入ってくる。

「おまえも、久しぶりにお腹なかいっぱいにしてもらえるから……」

　天来は「機嫌きげんよく走るんだよ」と呟つぶやきながら、波多野が磨きまくってピカピカのボンネットを優やさしく撫なでた。
















戸惑う男













　ぎゃははっと賑にぎやかな笑い声に、社長室に向かいかけていた阿倍は立ち止まって振ふり向いた。

　広い玄関げんかんフロアの一角に置かれたテーブルセットのひとつで、デビュー前の女の子達に囲まれたメイズのボーカルのショータが、猫ねこのような吊つり目が特徴とくちよう的な童顔に、楽しそうな笑えみを浮うかべてはしゃぎまくっている。

（まだ出発してなかったのか……）

　メイズは、郊外こうがいにあるスタジオを借り切って、明日からレコーディングに入ることになっているはずだ。

　出発予定の時間は過ぎているというのに、ショータは吞気のんきにおしゃべりを続けている。

　一言注意しようかと足を踏ふみ出しかけたとき、玄関の自動ドアが開いて、長い髪かみをなびかせた背の高い男が、不機嫌ふきげんそうに足音も高く玄関フロアに進入してきた。

「ショータ！　てめぇ、いつまで遊んでやがる！　みんなもう集合してんだぞ」

「あ、波多野のアニキ！　ちょっと聞いてくださいよ。この子達、み～んな俺のファンだって。今度一緒いつしよに飲む約束したからさ、アニキもどう？」

「俺はもう、その手の遊びはしねぇって言っただろうが」

「え～、いいじゃん。今回の仕事のギャラ入るんでしょ？　──あのさあのさ、この人さ、遊びに行くたびに周りにいる人みんなに奢おごりまくってたせいで、いま一文無しなんだって」

　バッカだよねぇと、女の子達に話しかけていたショータの頭を、波多野が拳骨げんこつで小突こづく。

「うっせぇ！　余計なこと言ってねぇで、さっさと来い。レコーディングもさっさと終わらせるからな。とろとろしやがったら承知しねぇぞ」

　波多野は、小柄こがらなショータの襟首えりくびをつかむと、引きずるようにして玄関に歩き出した。

「ばいば～い、まったね～」

　女の子達に手を振るショータは、波多野に引きずられるまま、とととっと後ろ向きに歩いていく。

　彼らが向かう自動ドアの向こうには、彼らの移動用のバスが停とまっていた。

　そのバスの窓から、メイズのメンバー達が、猫の子のように運ばれるショータを指さして笑っているのが見えた。

（……皆みんな、楽しそうだ）

　少し前まで、彼らの顔に笑顔はなかった。

　特にショータは、バンドのメンバー達に見捨てられるかもしれないと、この世の終わりのような顔をしていたのに……。

　阿倍はその場に立ち止まったまま、ショータ達を乗せたバスが出発するのを微笑ほほえましい気分で見送って、目的の部屋に向けて再び歩き出した。




「失礼します」

　社長室に入ると、不機嫌そうに椅子いすの背もたれに身体からだを預けていた社長の小原おはら貴史が、じろっと不機嫌そうな視線を投げて寄こした。

（……こっちは、まだまだ機嫌が悪い）

　八つ当たりされては敵かなわない。

　なにか言われる前に出て行こうと、さっさと報告すべき用件を話し、とっとと出て行こうとしたのだが、ドアに手をかけようとした寸前に「退屈たいくつだ」と話しかけられた。

「はい？　仕事なら、そこに山積みにされてますが？」

「仕事の話じゃない。プライベートの話だ。今日は会食の予定もないし、誰か適当な食事相手みつくろってこい」

「最近毎日じゃないですか。そろそろ休肝日きゆうかんびをとったほうがいい。今日ぐらい大人おとなしく帰ったらどうです？」

「屋敷やしきに帰ったって退屈だ」

　誰もいないし……と、貴史がふてくされた顔をする。

『貴史さんは、ガキ大将みたいなところがありますよね？』

　貴史をそんな風に表現したのは、貴史の従兄弟いとこの天来だ。

『スタイリッシュなガキ大将か、もしくは無邪気むじやきな小悪党』

　そう言って楽しそうに微笑んでいた天来は、少し前に貴史と一緒に暮らしていた屋敷を出て、波多野の家に引っ越してしまった。

　どういうことかと貴史に聞いたら、あのふたりはできてるんだという答えが返ってきた。

　誹謗ひぼう中傷は貴史の得意技だから、そこは話半分に聞き流すことにして、あまりにも突然とつぜんだしなにかあったのではと問いただしてみたが、後ろ暗いことでもあるのか貴史は白状しないまま。

　いまだに阿倍は事の真相を教えて貰もらってない。

「天来くんがいた頃ころはよかったなあ。どんなに遅おそく帰っても優しく出迎でむかえてくれたし、嫌いやな顔ひとつしないでお客の相手だってしてくれてたしさ」

（……それは違ちがうだろう）

　天来が、夜中に客を連れ帰る貴史の面倒めんどうを見ていたのは、高齢こうれいの域に入った住み込みの家政婦達に負担をかけたくないと思っていたからだ。

　その家政婦が辞やめてからは、代わりに雇やとわれた若いメイドが酔客すいきやくにセクハラされるんじゃないかと、とても心配していた。

　この場合、天来の優しさのベクトルは貴史には向いていない。

　ちなみに、若いメイドは天来が屋敷を出たのとほぼ同時期に仕事を辞めた。

　よく働いてくれていたから特別に退職金をあげたんだと貴史は言っていたが、たぶん天来が出て行くきっかけになった事柄ことがらを目撃もくげきされでもして、口止め料を払はらったか、払わされたかのどっちかだと阿倍は推測している。

「──あ、そうだ。ショータ、事務所に顔出してるだろ？　あいつエサにして、ちょっと前から狙ねらってた女の子スカウトしに行くかな」

「ショータなら、もうレコーディングに出発しましたよ」

「今日からだったか」

「そうです。波多野さんに襟首つかまれて連れてかれてました」

「あ、そ」

　波多野の名を聞いた途端とたん、貴史はまたしてもふてくされた顔をした。

「あの馬鹿ばか、いちいち俺に逆らってばかりでむかつくったらないよ。今回のレコーディングだってニューヨークのスタジオに予約入れてやってたのに、国内のほうがいいなんて勝手に変更へんこうしやがって……」

「ニューヨークに行ったら、ショータあたりは、浮き浮きして仕事に集中できないんじゃないですか？　遊ぶ場所もない郊外でのレコーディングは正しい判断だと思いますが」

「……おまえまで、波多野の肩かたもつのか？」

「はい？」

「なんでもないっ！」

　一瞬いつしゆん、貴史の顔に棘とげのある表情が浮かんだような気がしたが、すぐに消えた。

「──ん、あ、そうか、そうだ！　あの馬鹿、当分東京にいないんだよな？」

「そうなるでしょうね」

「だったら、天来くんを食事に誘さそえばいいんだ！　で、戻もどってくるように説得する！」

　ナイスアイディア、と貴史が久しぶりに浮かれた声を出す。

「阿倍、天来くんに連絡れんらくしてくれ」

「俺……ですか？　ご自分で連絡しては？」

「馬鹿言うな。俺が呼んだら来ないかもしれないじゃないか。──とりあえず、おまえとふたりっきりで食事ってことにしといて。俺は後で合流するからさ」

　さっさと連絡してこいと、阿倍は社長室から追い出された。

（天来さんに対して、いったいなにをやったんだか……）

　直接連絡できないぐらいなんだから、かなり疚やましいことがあると見た。

　社長室の中から連絡させないのも、通話の会話の様子から、天来の反応が直接わかってしまうのが怖こわいんだろう。

　阿倍は困惑こんわくして、深く息を吐はいた。




　喫煙きつえん室で一服した後、天来の携帯けいたいに連絡してみた。

　最近お会いしていませんし、お食事でもしてゆっくり話しませんかと誘うと、耳に穏おだやかな声で『お断りします』ときっぱり言われた。

『阿倍さん、貴史さんに言われて連絡してきたんでしょう？』

「……やっぱりわかりますか？」

『もちろん。そもそも、阿倍さんが僕を食事に誘うなんて不自然ですよ』

　確かにそれはそうだ。

「ばれているのならはっきり言いますが、社長があなたと会って話をしたがってます。いかがでしょう？」

『お断りします。──今は波多野さんも側にいないし、自分を強姦ごうかんしようとした相手とふたりきりになるようなシチュエーションは、可能な限り避さけたいので……』

「ごっ！」

（強姦!?）

　センセーショナルな響ひびきの言葉を、阿倍は辛かろうじて口の中に封ふうじ込めた。

（ってことはつまり、あれが本当で、だから……）

　波多野と天来ができていると知って、貴史は焦あせったのかもしれない。

　このままでは一番のお気に入りを盗とられてしまうと、なりふりかまわない方法で手に入れようとして……。

（……なんて馬鹿なことをしてくれたんだ）

　貴史が天来をとても気に入っていることは、阿倍もよく知っていた。

　いつだって優やさしく、悪いことをしても許してくれて、困ったときには手を貸してくれる相手。

　もしも天来が女性だったら、迷わず手を出して、とっくに婚約こんやくぐらいはしていただろう。

　貴史にとっては、それぐらいに大切な存在だったはずだ。

「申し訳ありません」

　思わず電話口で謝ると、『阿倍さんが謝ることじゃないですよ』と天来は苦笑くしよう気味に答えた。

『そういうことなので、お食事のお誘いを受けることはできません』

「……こう言ってはなんですが、天来さんが出て行って以来、社長にはいつもの元気がないんです。きっと、自分のやったことをとても後悔こうかいしているんですよ。謝るチャンスを与あたえてやってはくれませんか？」

　頼たのみ込むと、天来は電話口で小さくため息をついた。

『駄目だめですよ、阿倍さん。もしも貴史さんが後悔しているのだとしたら、それは首尾良しゆびよくことを運べなかったことに対する後悔であって、僕に対する罪悪感からじゃない。──なにより、自分の気持ちを優先する人だってこと、あなたもよく知っているでしょう？』

　確かにその通りで、阿倍には反論の余地がなかった。

「では、俺も同席します。それでは駄目ですか？」

『駄目です』

　穏やかに、だがきっぱりと断られた。

『僕はあなたが信用のおける人だということを知っています。でも貴史さん絡がらみの件に関しては、かつての僕同様、とても甘い人だってことも知ってるんです。あなたは、なにより貴史さんを優先する。──だから、この件に関しては信用できません』

　またしても、ぐうの音も出なかった。

　去年の暮れ、阿倍は天来から頼み事をされた。

　だが、貴史の我が儘ままに振ふり回されて、約束を果たすことができなかった。

　──あなたに頼んだ僕が愚おろかだったんです。

　そのとき、天来から責めるでもなく苦しげに言われた言葉は、まだ胸に刺ささったままだ。

「…………申し訳…ありません」

　他ほかに言うべき言葉が見つからなかった。

『阿倍さんを非難しているわけじゃないんですが……』

　電話口の天来が困惑した声を出す。

『……そう…ですね。一生会わないわけにはいかないから……』

　しばしの沈黙ちんもくの後、天来は『じゃあ、こうしましょう』とひとつの提案をする。

『もしも貴史さんが僕に失礼な真似まねをしたら、事の大小にかかわらず、僕はそれなりの手段に出ます』

「手段とは？」

『警察に通報するか、法的な手段に訴うつたえるか……。そのどちらかです』

「そんな大袈裟おおげさな。親戚しんせき同士じゃありませんか。もう少し穏便おんびんにすることはできませんか？」

『できません。僕は僕自身の自尊心を守りたい。それ以上に、僕を大切にしてくれる人のために自分を守る義務がある。──それに比べれば、血の繫つながりなど些末さまつです』

（……この子ならやる）

　阿倍はそう確信した。

　穏やかで品良く、常に凜りんと背筋を伸のばした高貴な家系の若き主。

　どちらかというと控ひかえめな子だが、前時代的な芯しんの強さの持ち主でもあるから……。

　わかりました。と阿倍は答えた。

「決してそういうことのないように、俺が見張ります。ふたりきりにはさせないと誓ちかいます。──社長を犯罪者にするわけにはいきませんから……」

　どうですか？　と問うと、それならばと色よい答えが返ってくる。

『貴史さん絡みであなたとする約束は信用できませんが、あなたに貴史さんを守らせるための約束なら信用できる。──この手はかなり有効ですね』

　お互たがいのために覚えておきますと、電話口で天来がふふっと軽く笑う。

　阿倍はなにやらバツが悪く、意味もなく咳払せきばらいをした。

「──天来さんは、いま波多野さんとお暮らしだとか？」

『はい。生憎あいにく、今日からしばらくいませんけど……。ご存じですよね？』

「さっきスタッフ達と一緒いつしよに、さっさと終わらせるぞと張り切って、レコーディングに出発したのを見送ったところです。本当は海外の予定だったんですが、波多野さんのごり押しで国内ってことになったんです。経費節減になって事務所的にはありがたいですよ」

（ああ、なるほど……。そういうことか）

　話しながら、阿倍は不意に腑ふに落ちた。

　海外では、移動して、その地の時差に順応するだけでも、それなりの日数を必要とする。

　家に待つ人のいる波多野は、一日も早くレコーディングを終わらせたかったから、きっと国内を選んだんだろう。

（社長には言えない）

　こんなことを話したら、余計に拗すねてしまうだろう。

『そうですか……。波多野さん、さっさと終わらせるって言ってましたか……』

　天来が独り言のように囁ささやく。

（……こんな風にも話せる子だったのか）

　いつも穏やかに品良く話す子だったが、その声はいつも凜と芯が通っていた。

　こんな風に、ふんわりとただ柔やわらかな声で話せるとは……。

（本気なんだな）

　貴史には気の毒だが、どんな手段を講じようと天来は戻もどっては来ないだろう。

　そう確信していると、『阿倍さん』と改めて呼びかけられた。

「はい？」

『……あなたは、貴史さんを見捨てないであげてくださいね。これからも、ずっと、守ってあげてください』

「任せておいてください」

　戸惑とまどいがちな天来の言葉に、阿倍はしっかり頷うなずいた。




「どうだった？」

　社長室に戻るとすぐ、微妙びみように緊張きんちようしている貴史に聞かれた。

「ＯＫだそうです」

　答えると、まるで子供のように嬉うれしそうな顔になる。

「ただし、今日はもう出歩くには遅おそい時間だからと、明日を指定されました」

「明日か。わかった」

　どこに連れてってあげようかなあと、楽しげな様子で貴史は携帯けいたいのアドレスを見はじめる。

（……天来くんのこと、本当に気に入ってるから）

　このガキ大将は、気に入ったものは、なんでも側に置きたがる。

　それとは反対に、いらなくなったもの、興味を失ったものは損得に関係なくポイッと捨てる。

　自分の思惑おもわくから外れた行動をとった波多野やメイズのメンバー達に腹を立てても、本気で切ろうとしないのは、彼らのことを貴史が気に入っている証拠しようこだ。

（本気で愛していたとかだったら、協力しないでもないが……）

　貴史の天来に対する執着しゆうちやくは、それとは違ちがうだろう。

　誰に会わせても、どこに連れて行っても自慢じまんすることができる、凜として綺麗きれいな従兄弟いとこが、その財力も含ふくめて気に入っていただけ。

　恋愛れんあいとは違う感情だ。

　人に盗とられるのが嫌いやだからと、強引ごういんに天来の身体からだを手に入れたとしても、その心までは決して手に入らない。

　どうあっても手に入らないものもあると思い知ったら、きっと貴史は歪ゆがんでしまう。

　強欲だけど、無邪気むじやきなガキ大将ではいられなくなってしまう。

　本物の悪党の誕生だ。

（……セーフティが二重になったな）

　天来にかけられたものと、いま自分で気づいてしまったものと……。

（俺もお人好ひとよしだよ）

　自分でもあきれてしまう。

　強面こわもてのせいでリストラされたところを、高校の先輩せんぱいだった貴史に、その強面はつかえるとボディガード代わりに拾われて路頭に迷わずにすんだ。

　その恩があるとはいえ、その人格に関するところまで守ってやる必要などないはずだ。

　なんの見返りもないというのに……。

（──見返りか）

　貰もらえるとしたら、なにが欲しいだろう。

　貴史は親しい人間にはケチじゃないから、文句のつけようのない給料を貰っている。

　となると、他ほかには……。

（………………………………………止やめよう）

　なにか、すごく怖こわい考えの片鱗へんりんが、ふわりふわりと脳裏のうりを横切っていく。

　阿倍は、夢から覚めたかのように軽く首を振ふった。

　よりによって、自分が知る中で一番根性こんじようがねじ曲がっている人間など欲しくない。

　顔は怖くとも心は穏おだやか、それが阿倍の信条だ。

「なにしろ、俺は平和主義者だからな」

　思わず呟つぶやくと、根性がねじ曲がっている男が、ん？　と携帯から顔を上げた。
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